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お断り

本書に記載されている情報、図、仕様はすべて、発行時点における最新の情報に基づいています。本
書内で使用されている図は、参照のみを目的とした代表例です。また、ヤンマーでは、常に製品の改
良に取り組んでおり、製品、点検・整備または保守の改良点について説明、例示するために、情報、
図または仕様が変更される場合があります。ヤンマーは、任意の時点において伺らかの変更を加える
権利を留保します。

著作権について

本書の一部またはすべてを、ヤンマーパワーテヲノロジ一株式会社の害面による許可なく、複写、録
音、テ プまたは情報記憶/検察装置への記録を含む、撮影、電子的、機械的などの手段およびその
形式を問わず、複製または使用することは禁じられています。

当社製品および関係技術資料を輸出もしくは非居住者に提供する、または海外で技術提供をする場
合、安全保障貿易管理に関する日本および関係各国の関違法規制を受ける場合があります。
確認の上、必要な手続きを実施してください。
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はじめに

はじめに

このたびは、ヤンマーディ ゼルエンジンをお買い上げいただきまして、ありがとうございます。ヤンマーには、産

業用エンジンの最大手メ カとしての 90年以上の歴史があります。 1933年、ヤンマーは小型テ、イーゼルエンジン

の実用機を世界に先駆けて開発しました。その後も、ヤンマー技術障により絶え間なく新技術が投入され続けた結

果、ヤンマーの名は業界のトップリーダとして揺るぎないものとなっています。 TNV形シリ ズヱンジンは、ヤン

マ が開発した新技術のほんの一例にすぎません。環境への取り組みも怠らず、先進技術の関誌品質、運転時の安

全性向上に長年の実績を誇っています。

ヤンマー TNV形シリーズ在最良の状態で末永くお使いいただくため、以下の事項をお守りください。

-作業機を運転する前に、この取扱説明書をよくお読みください。本書の内容を理解することで、安全な運転方法お

よび保守点検手順を身に付けることができます。

・この取扱説明書をお読みになったあとは、いつでも使用できるように、製品の近くに保管場所を設けて、大切に保

管してください。

・この取扱説明書を紛失または損傷された場合は、すぐにお買い上げの販売庖にご注文ください。

・この製品を譲渡されるときには、新しい所有者にこの取扱説明書を必ず添付してお渡しください。この取扱説明書

は、エンジンに常時付属させるべき部品のひとつです。

-ヤンマーは常に製品の品質・性能向上を図っています。そのため、本書の詳細記事については、お買い上げ時点の

製品と若干の遣いが生じる可能性があります。そのような点についてご不明な事柄がありましたら、いつでもお買

い上げの販売j高にご相談ください。

・この取扱説明書の説明に使われている計器盤などの仕様は、お客さまの作業機械に付いている仕様と相違する場合

があります。それらについては、作業機に付いている取扱説明書をお読みください。
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はじめに

圃所有機の情報

以下の情報をご記入くださし」サーピス、部品、または印刷物について、ヤンマーにお問い合わせする際に必要とな

ります。

エンジンの形式:

エンジンの製造番号:

購入日:

購入庖:

購入底の電話番号:

記号説明

本取扱説明書では、以下の記号により個々のエンジンの形式を区別しています。

圏

圏

ii 

この記号は、以下の特殊渦流式 (IDI) エンジンに関する情報であることを示します。

・2TNV70叶*3・3TNV70叶脊3

・3TNV76叶*3

*1 :排ガス規制 (EPA2008.1~)へのます応エンジンであることを示します。

この記号は、以下の直接噴射式 (DI) エンジンに関する情報であることを示します。

.3TNV82A • 3TNV82A-B *1骨3

.3TNV84 .3TNV84T-Z屯

.3TNV84T .3TNV84T-B叶

.3TNV88 .3TNV88-Z吃

.4TNV84 .3TNV88-日合1'3

.4TNV84T .3TNV88-E舎2令3

.4TNV88 .3TNV88-U叶

.4TNV94L .4TNV84T-Zタ2

.4TNV98 .4TNV84T-目叶

.4TNV98T • 4TNV88-Z *2 

• 4TNVl 06 .4TNV88-B叶

.4TNV106T .4TNV88-U叶

.4TNV98田 Z喧

.4TNV98-E合2

.4TNV98T-Z吃

金1および2 ・排ガス規制 (EPA2008.1)への対応工ンジンであることを示します。

吃 電子制御式エンジンであることを示します。

会3・EU1j~カ‘ス規制 (EU2016/1628) への対応エンジンであることを示します。

ただし、エンジンの定格回転速度によっては、規制対応していません。

この排ガス規制は、ステージVとして 97/68/EC指令を改正したものです。
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1保証内容

1 .保証内容

1.1 限定保証

園保証対象

ヤンマーは、産業用エンジン TNVシリーズの最初の購入者に対して、製品に材質上および製造上の不具合がないこ

とを、保証期間内において保証します。

聞保証期間

保証期聞は、最初の購入者へのヤンマー TNVシリーズ産業用エンジン(新品)の納品目から起算して、 12カ月閉

またはエンジン運転時間 1000時間のいずれか早〈遠した期間までとします。

薗エンジン所有者の義務

材質上および製造上(または、そのいずれか)の不具合が原因で、エンジンに故障が発生しているとお客さまが判断

した場合は、故障発見から 30日以内に、ヤンマー販売会社、特販庖までご連絡ください。保証の請求時には、エン

ジンの所有者である証明書類、エンジン購入日の証明書類、およびエンジンの運転時間に関する書類を提示する必要

があります。また、ヤンマ が指定する修理場所へのエンジンの運搬費用については、お客さまが負担するものとし

ます。

将来起こりうる保証手続きを円滑に運ぶためにも、購入されたエンジンの登録は、できるかぎり早〈行ってください。

-販売会社または営業所の所在地確認方法

最寄りのヤンマ の販売会社支底または営業所にご連絡ください。所主地は、以下のヤンマーホームページで確認す

ることができます。

h甘口s:llwww.vanm白r.com

. i販売拠点」をヲリッヲすると、「商品分野別の販売拠点および販売会社Jのページが開きます。また、都道府県、

商品分野で検索することもできます。

・一覧から、該当する商品分野の最寄りのヤンマー販売会社または営業所在お選びください。

・また、ヤンマーホームページの fお問い合わせJのリンヲからも、お気軽にお問い合わせください。

V調NMARTNVS帥 S取扱説明書



1 イ呆吉正内容

圃保証の内容

ヤンマーは、新品のヤンマーエンジンの最初の購入者に対して、保証期間内に発生した材質上および製造上の不具合

を修正するために、必要な修理または交換を行うことを保証します。必要な修理または交換は、ヤンマーが指定する

場所で行うものとします。

園保証の対象外

本保証では、事故、誤用、乱用、天災、不注意な使用、不適切な設置、保守点検、保管、不適切な付属品、部品、お

よび不純物の入った燃料の使用、取扱説明書で指定された以外の燃料油、エンジン潤滑油、不凍液などの使用、不正

な改造や修正、通常使用による摩耗、さびゃ腐食については、保認の対象外となります。また、エンジンの通常の保

守点検および定期点検において必要となる、部品代および作業費についても保証の対象外となります。フィル女類、

ベルト類、ホース類、燃料噴射ノズル、エンジン潤滑油、洗浄液などの消耗部品についても、保証の対象外と立ります。

.1:呆誕の制限

お客さまに対するヤンマーの義務は上記に限定され、この内容は保証違反に対するお客さまへの唯一の救済手段とな

ります。本保証に基づく保証詰求の規定を満たしていない場合は、損害に対するすべての請求およびそのほかの救済

を放棄する結果となります。ヤンマ一、および販売会社、特販庖は、偶発的、例外的、または間接的な損害に対する

一切の責任を負わないものとします。間接的な損害には、利益損失、借入返済金、代替装置の使用料、保険料、保管

費、宿泊費、運搬費、燃料費、燃費損失、電話代金などが含まれます。お客さまの請求が、契約違反、不法行為(過

失および厳格責任を含む)、またはそのほかのいかなる理論に基づいているかに関係なく、本保証における上記の制

限が適用されるものとします。本保証に基づく措置は、原回発生時から起算して 1年以内に行われなければならず、

これをすぎた場合は保証対象から除外されます。

圃保証の修正

書面によって変更され、当事者による署名がなされた場合を除吉、本保証は当事者間における完全かつ唯一の保証に

関する契約として存続し、書面、口頭、およびそのほかのあらゆる通信手段による、当事者間の過去のすべての契約

に優先するものとします。そのほかの保証を与えること、およびヤンマーに代わりそのほかの義務を負うことは、口

頭または書面のいずれにおいても、すべての個人およひ団体において一切認められないものとします。

-保証に関するご質問

本保証に関するご質問またはご意見については、最寄りのヤンマーの販売会社、特販庖まで、お電話またはお手紙で

お問い合わせください。
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1.保証内容

1.2排ガス規制装置の保証
ヤンマーパワーテクノ口ジー株式会社、排ガス規制装置限定保証一米国のみ

.;1$;保証におけるお客さまの権利および義務

カリフォルニア州

カリフォルニア州大気資源局 (CA円B)、米国環境保護庁 (EPA)、およびヤンマーパワーテクノロジー株式会社(以

下「ヤンマー」と言います)による、モデルイヤー 2020、2021または、 2022年の産業用圧縮点火式エンジンの

排ガス制御装置の保証は、以下のとおりです。カリフォルニア州の認証を取得したオフロード圧縮点火式エンジンは

州政府の厳重なスモッグ防止基準を満たすように、設計、製造、および必要な機器を装備しなければなりません。す

べての州において、ノンロ ドE縮点火式エンジンは米国 EPAの排ガス規制基準を満たすように、設計、製造、お

よび必要な機器を装備しなければなりません。ヤンマーは、エンジンの乱用、放置、または不適切な保守点検がない

という条件で、以下に記載されている期間内において、エンジンに装備されている排ガス制御装置を保証します。

排ガス制御装置には、燃料噴射装置および吸気装置、電子制御システム、 EGR(排ガス還流)システム、後処理装

置(ディ ゼルパティキュレートフィルタ (DPF)、SCR触媒)などが含まれます。ホース類、ベルト類、コネク生

類、およびそのほかの排ガス関連部品もまた、排ガス制御装置に含まれます。

保証条件が成立すれば、診断、部品および作業にかかわるいずれの費用もお客さまに請求することなく、ヤンマーが

お客さまのオフロード圧縮点火式エンジンの修理を行います。

聞製造者の保証期間

モデルイヤー 2020、2021または、 2022年の認証を受け、それを表示する銘板が取り付けられたノンロード圧縮

点火式エンジンは、以下の一貫の保証期間内において保証されます。該当する保証期間内において、エンジンの排ガ

ス関連部品に不具合が発見された場合は、ヤンマーがその部品の交換を行うものとします。

工ンジンの認証書イプ 最大出力 定格闘転数 保証期間

2000時間または 2年間のうち、阜く達成した方。

可変速または定速 kWく 19 回転数を関わない 使用時聞を計測する装置が装備されていない場合は、

保証期聞を 2年間とします。

2000時間または2年間のうち、阜く達成した方。

定速 19 ~王 kW く 37 3000rpm以上 使用時聞を計測する装置が装備されてい牢い場合は、

保証期間を 2年間とします。

3000時間または 5年間のうち、早く達成した方。

定速 19豆 kWく 37 3000 rpm朱満 使用時間を計測する装置が装備されてい在い場合は、

保証期間を 5年間とします。

3000時間または 5年間のうち、早く達成した方。

可変速 19語 kWく 37 回転数を問わない 使用詩聞を計測する装置が装備されていない場合は、

保言正期闘を 5年間とします。

300日時間または 5年間のうち、早〈達成した方。

可変速または定速 kW ;;; 37 回転数を問わない 使用時聞を計測する装置が装備されていない場合は、

保言正期聞を 5年間とします。

V凋NMARTNVSer間取扱説明書 3 



1保証内容

排ガス制御装置限定保証一米国のみー続き

-保証範間

本保証!;l:、保証期間内においてつぎの購入者へと譲渡することができます。保証部品の修理または交換は、ヤンマー

の産業用エンジン正規販売庖または正規代理庖で行われるものとします。

必要な保守点検として交換時期が取扱説明書に記載されていない保誼部品は、保証期間内において保証されます。

必要な保守点検として交換時期がサービスマニュアルに記載古れている保誌部品は、最初の交換時期までの期間内で

保証されます。保証により修理または交換された部品は、残りの保証期間内において保証されます。

保証部品の故障が原因でほかのエンジン装置が破損した場合は、保証期間内において、ヤンマーがその責任を負うも

のとします。

エンジンの保守点検または修理においては、あらゆる点で元の装置部品と同じ機能を持つ交換部品が使用古れ、その

ような部品の使用は、ヤンマーの保証義務を損なうものではありません。保証対象から除外されていない部品を増設

または改造して使用してはいけません。保証対象から除外吉れていない部品を増設または改造して使用した場合は、

保証が却下される理由となります。

-保証対象

本保証では、ヤンマーにより最初の購入者に納品されたエンジンの、排ガス制御装置に含まれるエンジン装置が保証

されます。保甑対象となる装置は、以下のとおりです。

.燃料噴射装置

・電子制御システム

.低温始動補助装置

・吸気マニホーJレド

.過給機

・排気マニホールド

• EGRシステム

・ポジティブヲランクケースベンチレ ション装置

・ホース、ベルト、コネケ章、排ガス制御装童関連都品

排ガス制御装置関連部品は、エンジンの形式ごとに多少遣いのある場合があります。そのため、形式によっては、上

記の部品がすべて使用されている場合もあれば、同等の機能を果たす部品が使用されている場合もあります。

4 TNV Ser陪取扱説明書 V調NMAR



1 .保証内容

排ガス制附装置限定保証一米国のみー続き

闘保証の除外

材質上および製造上の不具合以外による故障は、本保証の対象外とします。また、以下に該当する場合は保証の対象

外とします。誤用、乱用、不適切な調整、修正、改造、不正変更、断線、不適切または不十分な保守点検、指定以外

の燃料および潤滑油の使用、事故による破損、および定期保守点検に従って行われた消耗部品の交換が原因となって

起こった動作不良。時間の損失、不都合、装置およびエンジンを使用できない損失、または営業上の損失などの、偶

発的または間接的な損害に対しては、ヤンマーは一切の責任を負いません。

圃本保証における所有者の義務

エンジンの所有者として、お客さまにはオーナース舎マニュアルに記載されている必要な保守点検を行う責任がありま

す。ヤンマーでは、お客さまが領収書を含むすべての書類を保管し、お使いのノンロ ド圧縮点火式エンジンの保守

点検をすべて行うことをお勧めしますが、領収書を紛失した、または定期保守点検のすべてを確実に行っていないと

いう理由のみでは、ヤンマーが保証を否認することはできません。

ノンロード圧縮点火式エンジンまたはその部品について、乱用、放置、不適切な保守点検、または不正な修正が原因

で生じた故障および破損については保証の対象外となる場合があります。

お使いのエンジンは、ディーゼル燃料での運転用に設計されています。ほかの燃料を使用すると、エンジンの動作が

当該排ガス規制に適合できなくなります。

保証処理の開始は、お客さまの責任で行うものとします。問題発生後は直ちに、お使いのエンジンをヤンマ一正規販

売代理庖に提示する必要があります。保証修理は、販売庖によって、できるかぎり混速に行われます。保証における

お客さまの権利または義務に関するご質問について、または最寄りのヤンマー正規販売j高または正規サービスセン

宮ーの情報については、ヤンマーアメリカまでお問い合わせください。

Website: h甘ps://www.yanmar.com 

Eィnail: CS_support@yanmar.com 

フリーダイヤル:1 -800-872-2867、1脚855-416司7091

圃非常用定置式エンジンにおける所有者の義務

40 CFR Part 60に基づき認証を受けた非常用定置式発電機用エンジンについては、非常用に運転がかぎられ、メン

テナンスチェックと作動確認試験のための運転が必要です。このメンテナンスチエッヲと作動確認のための運転時間

は、年間 100時間以内としてください。非常時の運転時間に制限はありません。また、非常時と非常時以外のエン

ジン運転時間とその理由を記録し、保管してください。

V加NMARTI、lVSeries取扱説明書 5 



1保証内容

1.3排ガス関連据付手順(参考)
認証を受けたエンジンをノンロード機器の一部に据え付ける擦に、これらの手順が守れない場合は、連邦法 (40CFR 

1068 105 (8)) に違反することと立り、排ガス規制法に示された罰金またはそのほかの罰則の対象となります。

・ノンロードエンジンの機器への据付

ヤンマーでは、認定された構成下でのエンジン運転を保証するために、認定を受けたエンジンを機器の一部に据え付

ける際の適用規定を定義しています。下記に示された手順は、ヤンマーの認定プロセスに含まれており、順守できな

い場合は不正変更とみなされます。

ヤンマ は、可変速度または定速状況下でのエンジン運転を保証します。定速として認定を受けたエンジンを可変速

度用途として据え付けることは禁止されています。排ガス規制に関する認証銘板は、エンジンが定速として認定を浸

けたエンジンであることを識別します。

圃許容吸気食圧と許容排気背圧

吸気系統および排気系統には、涜れる空気、排ガスによって抵抗が発生します。制限を超えることは、エンジン運転

と認定された構成に影響を与えます。これらの系統に装備されるエンジンについては、 iTNVシリーズアプリケー

ションマニュアルJの据付要件と制限を参照してください。

許容吸気低抗

エンジン名称
許容吸気抵抗孟 kPa(mmAq) 

初期上限値 | 工アヲリーナ交換上限値

全 TNV形式共通 2.94 (300) I 6.23 (635) 

許容排気背圧

エンジン名称
排気系統許容排気脊庄話 kpa(mmAq) 

初期上限値 排気系清掃上限値

2TNV70 4.90 (500) 5.88 (600) 

3TNV70、3TNV76 9.81 (1000) 11.77 (1200) 

3TNV82A、3TNV84/日目、 4TNV84/88、
12.75 (1300) 15.30 (1560) 

4TNV94L、4TNV98、4TNV106

3TNV84T 7.85 (800) 9.81 (1000) 

4TNV84丁、 4TNV98丁、 4TNV106T 9.81 (1000) 11.77 (1200) 

4TNV84T-Z 図1・EGR搭載エンジン

4TNV98-E/Z 
VM仕犠図 2:EGR搭載エンジン

CL 仕様図 3:EGR搭載エンジン

4TNV98T-Z 図4:EGR搭載エンジン
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1保証内容

吸・排気圧力許容量

4 

4TNV84T-Z VM仕様許容吸気抵抗と排気背圧

使格出力時)
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4TNV98-E/Z VM仕様許容吸気抵抗と排気背圧

(定格出力時)
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1.保証内容

4TNV98-Z CL1土様 EPA向け許容吸気抵抗と排気背圧
(定格出力:1800min") L一一
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注:EGR搭載エンジンは、許容吸気負圧・排気負庄範囲および最大値と最小値を持ちます。これらの数値の大規模

なハージョンは、fTNVシリーズアプリケーションマニュアJレ」に載っています。
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1.保証内容

置ブリーザシステム

クランクケースブリーザシステムは、クランクケースフローバイガスを吸気マニホールドに戻すように設計され、ク

ローズドブリーザシステムと呼ばれます。ヤンマ の無過給エンジンは、排気ブリーザシステムを完備した部品で生

産されています。過給機f寸きエンジン(可変速度の 4TNV98Tを徐く)については、以下の慕準による吸気系統とと

もにフリーザシステム部品が据え付けられる必要1Jiあります。

・水切りとへこみをさけ、ブリ ザパイプをバルブカバーから戻し継ぎ手に配管してください。

・ブリーザパイプと吸気ホースには、耐i由性のある材質を使用してください。

・ブリーザパイプは、オイルだまりを作る原因となる下向きの傾斜をさけて備え付けてください。

・戻し継ぎ手は、バルブカバーの出口よりも高くしてください。

・戻し継ぎ手は、工アヲリーナと過給機の聞に装備され、工アクリーナからは 300mm以上離してください0

・戻し継ぎ手は、以下の寸法 (mm) を満たす必要があります。

18 

02S2，sヲー'"

図5

ヤンマーは、ヲランクケースブローバイ戻しの据え付けに使用できる、ヤンマーエンジンと互換性のある部品を供給

しています。用途と部品についてのさらなる説明については、 iTNVシリーズアプリケーションマニュアル」の据付

要件を参照してください。

濁使用中のテスト要件

排気系統は、エミッションを収集する目的のために排気管の先端に 20cmの延長ホースを装着できるように設計さ

れています。延長ホースが装着できない装置の場合は、排気収集装置の一時的な取り付けができるように排気系統に

接続協が設計されている必要があります。承認された接続部の一例は、未使用時にはテーパネジプラグによって閉じ

られる 1.27cm以下の大きさの標準パイプねじによる内部ねじ接続です。

-排ガス規制銘板

通常のメンテナンスの際に、エンジンの排ガス規制情報銘板が読みにくくなるようなエンジン取り付けを行った場合

は、 40CFR 1068.105に示す複製銘板を必ず装置上に設置してください。

圃燃料入口銘板

ほかに特に指定がない場合は、ヤンマーは装置に取り付ける認定エンジンごとの追加燃料入口銘板も提供します。

この銘板を装置の燃料入口近くに取り外せないように回定してください。
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1保証内容

蘭搭載評価

ヤンマーパワーテクノロジ 株式会社とヤンマーの地域本部は、これらの排ガス関連の搭載説明を含むアプリケー

ションマニュアルの目安の適用認可を決定します。

ヤンマーは、エンジン性能と排ガス適合を確証するため、エンジン繕造、吸入負圧、排気背庄、エンジンヒートバラ

ンスやその他必要とされる運転特性に基づくネット定格出力をエンジン嬉載評価シ トに従って検討します。

Eエンジンの保守護備

作業機メーカは製品の最終需要者に対して、すべての排ガス関連点検時期を伝える責任があります。

作業機メーカが、適用するエンジンの保証書、オーナース‘マニュアル、サ ピスマニュアル、取扱説明書やその他の

関連書類を独自に作成する場合は、ヤンマ の保誼書、取扱説明書、サービスマニュアル、アプリケーションマニュ

アルといった技術書類で示されている排ガス関連点検時期と手順を参照する必要があります。
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2.安全について

2.安全について

2.1 安全上のご注意
ヤンマーは、お客さまの安全とエンジンを最高の状態で維持することを第一に考えています。エンジンに関連する潜

在的な危険に対して注意を促す手段のひとつとして、安全上の注意事項を記載しています。安全を守り、エンジンの

性能を維持するためにも、運転前、運転中および定期保守点検手順において、本書に記載されている注意事項を必ず

お守りください。

銘板が汚れたり彼損しないように注意してください。紛失したり破損した場合には、新しい銘板と交換してくださ

い。また、銘板が貼られている部品を交換する場合には、部品の注文時に銘板もあわせて注文してください。

A 
この安全警告記号は、ほとんどの安全上の注意事項とともに記載されています。この記号は、注意お

よび箸告を意味しており、お客さまの安全にかかわる注意事項が記載されていることを示しています。

安全警告記号のあとに記載されている注意事項をよくお読みいただき、内容を必ずお守りください。

-..  ，.，司「日軍団・・・・
この警告文に従わなかった場合には、死亡につながる、または重傷を負う可能性

が非常に高いことを示します。

-・・・・・園自国:f.r.__  . 

この警告文に従わなかった場合には、死亡につながる、または霊傷を負う可能性

があることを示します。

この警告文に従わなかった場合には、けがを負う可能性があることを示します。

製品の故障や物的損害を引き起こす可能性がある、または製品の正常な動作を妨

げる可能性があることを示します。
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2.安全について

-運転前のご注意

十 注記

画
-エンジンまたは作業機の運転は、適切な

訓練を受けた方のみが行ってください。

-作業機を運転する前に、この取扱説明書をよくお読み

ください。本書の内容を理解することで、安全な運転

方法および保守点検手順を身に付けることができま

す。

・作業機には、安全運転および保守点検に関する補足的

な注意として、警告表示や安全銘板が貼られていま

す。

12 

圃運転中および保守点検中のご注意

A危民一一-.
蒸気・熱湯やけどに関するご注意

・エンジンが熱い聞は、ラジ工-51キャッ

プを関けないでください。蒸気や章者く

なった冷却水がふき出して、やけどをす

るおそれがあります。エンジンの混度が

下がるのを待ってから、ラジ工ータ

キャップを聞けてください。

・点検後は、ラジエ一生キャップを確実に締めてくださ

い。十分に締まっていないと、運転中に蒸気がふき出

すおそれがあります。

・冷却水量は、サブタンクの水f立を見て常に点検してく

ださい。

・順守できない場合は、死亡または重傷につながるおそ

れがあります。

約
爆発に関するご注意

・バッテリ周辺の換気を十分にしてくだ

さい。運転中やバッテリの充電中には、

水素ガスが発生して引火するおそれが

あります。

-火花、火炎、およびあらゆる発火物を、バッテリのそ

ばに蓋かないでください。

・バッテリ残量の点検を含め絶対に端子をショートさ

せないでください。火花が発生して、爆発または火災

につながるおそれがあります。

・バッテリ残量を検査する場合は、 !t]童青十を使用してく

ださい。

・バッテリ液が凍っている場合は、充電前にバッテリを

よく暖めてください。

・順守できない場合は、死亡または重傷につながるおそ

れがあります。

TNV Series取扱説明書 V蝿NMAR



A危険 I 
火災および爆発に関するご注意

血色
-ディーゼル燃料は特定の条件において、

非常に高い引火性および爆発性を持ち

ます。

-燃料系統の部品を取り外して保守点検を行う場合(燃料

フィル告の交換など)は、専用の容器を関口部の下に置

いて、燃料を床にこぼさないようにしてください。

・容器の代わりに、布切れは使わないでください。布切

れから気化した燃料に引火して、爆発するおそれがあ

ります。

・こぼした燃料は、直ちにふき取ってください。

・自の保護具を着用して〈ださい。燃料系統には圧力が

掛かっているため、部品を取り外したときに燃料がふ

き出すおそれがあります。

・エンジンの始動は、必ずス告ータスイッチを使って

行ってください。

・スタータ回路を接続して、エンジンを始動しないでく

ださい。バッテリをス宮ータ回路に接続すると火花が

発生して、火災または爆発の原因となるおそれがあり

ます。

・燃料系統への送油を行うときには、空気抜きボルトの

下に専用の容器を置いてください。容器の代わりに、

布切れは使わないでください。こぼした燃料は、直ち

にふき取ってください。燃料系統への送油を終えたあ

とは、必ず空気抜きボルトを締めてください。

・目の保護具を着用してください。燃料系統には庄カが

掛かっているため、空気抜きボルトを開いたときに燃

料がふき出すおそれがあります。

・電儀式燃料ポンプ仕様の場合は、ス:$l-51スイッチの

キーを 10秒から 15秒間 ONの位置に回すか、または

空気抜きボル卜から気泡を含まない燃料が出るまで

ONの位置に回してください。これで、電磁式燃料

フィードポンプでの燃料系統への送油を行うことが

で‘きます。

・機械式燃料ポンプ仕様の場合は、空気綾きボルトから

気泡を含まない燃料が出るまで、燃料フィードホ。ンプ

を数回操作してください。

・電磁式燃料フィードポンプ仕様の製品で燃料系統へ

の送油を行う場合には、スタ 空スイッチのキーを 10

から 15秒間 ONの位置に回して、電磁式燃料フィー

ドポンフ'での燃料系統の送油を行ってください。

V蝿NMARTNV Series取扱説明書

2且安全について

ム間一一つ長「.
-機械式燃料フィードポンプ仕様の製品で燃料系統への送

油を行う場合は、燃料フィル空のカップが燃料で一杯に

なるまで、燃料フィードポンプのプライミングレバーを

数回操作してください。

・燃料系統への送泊中には、空気抜きボルトを聞けないで

ください。燃料フィル告には、空気抜きボルトが内部に

備え付けられています。

・ディーゼル燃料を洗浄剤として使用しないでください0

.エンジン運転中には、燃料キャップを取り外さないで

ください。

・燃料タンクには、ディーゼル燃料のみをλれてくださ

い。燃料タンクにガソリンを入れると、火災につなが

るおそれがりますロ

・燃料を給油するときには、必ずエンジンを止めてくだ

さい。

-給油の際には、火花、火炎、およびあらゆる発火物

(マッチ、たばこ、静電気を発生する素材など)をそ

ばに置かないでください。

・燃料告ンクには、規定量を超えて給油しないでください。

・燃料タンクに給油後は、必ず換気の良い場所で燃料を

保管してください。

・ポンプで燃料容器にディーゼル燃料を移すときには、

必ず容器を地面に置いた状態で行ってください。容器

に燃料を補給している聞は、ホースのノズルを容器の

側面に対してしっかりと固定してください。これによ

り、静電気による火花で、気化した燃料に引火するこ

とを防ぐことができます。

・エンジン運転中またはエンジンを停止した直後には、

ディーゼル燃料、またはそのほかの引火性物質(油類、

わらくず、枯れ草など)をエンジンの近くに置かない

でください。

・エンジンを運転する前に、燃料漏れがないか確認して

ください。ゴム製の燃料ホースは、 2年ごとまたは

2000時間のエンジン運転ごとの、いずれか先に達し

た時点で新品と交換してください。また、その問、エ

ンジンが稼働していない場合にも交換してください。

ゴム製の燃料ホースは、 2年間または 2000暗間の工

ンジン運転時間のいずれかが先に経過した時点、で、乾

燥しでもろくなります。

・順守できない場合は、死亡または重傷につながるおそ

れがあります。
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2剛安全について

重量物運搬に関するご注意

._ .修理のためにエンジンを運搬する必要

剖Em 場合同 1人 で 附 欄 者
..... とともに吊上金具に取り付けて、トラッ

~，圃 クに積んでください。

・吊り上げたエンジンの下や局屈には、近づかないでく

ださい。吊上金具が壊れた場合には、エンジンが落下

して、死亡または重傷につながるおそれがあります。

・順守できない場合は、死亡または重傷につながるおそ

れがあります。

危険な環境に関するご注意

日 ・冷却ファン、フライホイール、または

会炉、 m シャフトなどの可動・回転部分間

a・"¥Jくには、手や身体の一部を近っけないで
F 守 ください。

・エンジン運転中は、身体にフィッ卜した作業服を着用

してください。また、髪は短くするか、または長い髪

は後ろで結んで作業してください。

・作業機の運転または点検は、アクセサリ類をすべて外

してから行ってください。

・ギヤが入った状態では、エンジンを始動しないでくだ

さい。エンジンや作業機が突然動いて、死亡事故また

は人身事故を引き起こすおそれがあります。

・エンジンの運転は、必ずカバー類を取り付けた状態で

行ってください。

・エンジン始動前には、近くに人がいないかご確認くだ

さい0

・エンジン運転中には、子供やペッ卜を近づけないでく

ださい。

・エンジン始動前には、保守点検中に使用した工異や布

切れなどが周囲に残っていないか、周闘の安全をご確

認ください。

-順守できない場合は、死亡または重傷につながるおそ

れがあります。

14 

排ガス中毒に関するご注意

・車庫、トンネル、地下室、マンホール、

または船倉などの、適切な換気のない密

閉された場所では、エンジンの運転を行

わないでください。

・密閉された場所でエンジンを運転する場合は、エンジ

ンルームの湿気窓や通気孔などの換気装置をふさが

ないでください。運転中のすべてのエンジンからは、

一被化炭素ガスが排出されます。密閉された場所にた

まった一酸化炭素ガスは、中毒症状または死亡事故を}

引き起こすおそれがあります。

・排気系統の修理後には、すべての連結部が規定どおり

に締まっているかご確認〈ださいロ

・順守できない場合は、死亡または童傷につながるおそ

れがあります。

アルコ一ル類および薬物に関するご注意⑧ … 枇問叩…一Iは鴎坤孟埼糊薬鞠…物
状態では、エンジンの運転を行わないで

ください。

・身体の調子が悪いときには、エンジンの運転をさけて

ください0

・順守できない場合は、死亡または重傷につながるおそ

れがあります。

TNV Ser間取扱説明書 Y蝿NMAII



‘l 省

露出に関するご注意

・作業内容に応じて、手袋、作業靴、自や

耳の保護具などの防具類を着用してく

ださい。

-冷却ファン、フライホイール、 PTOシャフ卜などの可

動・回転部分の近くで作業しているときには、アクセ

サリ類、ネク空イ、または身体にフィッ卜していない

作業着を着席しないでください。また、袖口のボタン

は必ず付けて作業してください。

・冷却ファン、フライホイール、 PTOシャフトなどの可

動・回転部分の近くで作業しているときには、長い髪

は必ず後ろで絡んで作業してください。

・エンジンの運転中には、ヘッドホンで音楽やラジオを

聞かないでください。警告奮を聞き取りづらくなりま

す。

・順守できない場合は、死亡または重傷につながるおそ

れがあります。

d 
やけどに関するご注意

・工ンジンがまだ熱いうちにエンジン潤

滑油を抜き取る必要がある場合には、熱

くなったエンジン潤滑油でやけどする

のをきけるために、エンジンから離れて

行ってください。自の保護具を必ず着用

してください。

・エンジン冷却水の抜書取りは、エンジンの混度が下が

るのを待ってから行ってください。熱くなった冷却水

がふき出して、やけどをするおそれがあります。

・運転中およびエンジン停止直後には、サイレンサ、排

気管、過給機(装備している場合1、およびエンジン

ブロックなどのエンジン表面に手や身体の 部が触

れないようにご注意ください。運転中の工ンジン表面

は非常に熱くなっているため、重度のやけどを負うお

それがあります。

・順守できない場合は、死亡または重傷につながるおそ

れがあります。

V調HMARTNVS間関取扱説明書

2.安全について

やけどに関するご注意

・バッテりには硫酸が入っています。バッ

テリ液が衣類、皮膚、目などに付着しな

いようにしてください。重度のやけどを

負うおそれがあります。バッテリ点検を

行うときには、必ず安全ゴーグルおよび

保護服を着用してください。万が一、

バッテリ液が皮膚や固に付着した場合

には、大量の清水できれいに洗い流して

から、直ちに医師の診断を漫けてくださ

し、。

-順守できない場合t1、死亡または震傷につながるおそ

れがあります。

高圧燃料に関するご注意A醐した燃一一統カ
ら漏れている燃料高圧噴射の噴霧が、皮

膚に付着しないようにしてください。高

圧噴霧の燃料は皮膚に浸入して、炎症を

引き起こします。万が一、燃料が皮膚に

付着した場合は、直ちに医師の診断を受

けてください。

・燃料の濃れは、手を使って点検しないでください。糠

切れや厚紙などを必ず使ってください。損傷箇所の修

理については、ヤンマーの販売会社、特販庫までご依

頼ください。

・順守できない場合は、死亡または重傷につながるおそ

れがあります。
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2安全について

感電に関するご注意

-電気系統を点検するときには、必ずバ、y

テリスイッチを切るか、またはバッテリ

ケーブル(ー側)を取り外してから作業

を行ってください。

・ゆるんでいたり、摩耗によって損傷がある電気配線、

または腐食した接続部がないか点検してください。配

線の接続部や端子は、常にきれいにしておいてくださ

し、。

-順守できない場合は、死亡または重傷につながるおそ

れがあります。

危険な環境に関するご注意

日 ・エンジンの点検は、工ンジンを停止して

f官民 から行ってください。

内J
-エンジンの点検中は、スタ 歩スイッチにキーを入れ

たままにしないて・ください。点検中であることに気付

かずに、誰かが誤ってエンジンを始動するおそれがあ

ります。これにより、重傷につながるおそれがありま

す。

・運転中にエンジンを点検する必要がある場合は、すべ

てのアクセサリ類を外し、長い髪は後ろで結んで、手

などの身体の一部や衣服を可動・回転部分に近づけな

いようにして作業してください。

・順守できない場合は、死亡または重傷につながるおそ

れがあります。

不意の作動に関するご注意

・変速機や PTOを連絡させる前には、エンジン回転濠度

が通常の状態に戻るまで、無負荷の状態で最低5分間

の暖権運転を行ってください。エンジン回転速度が高

い状態で動力伝達装置または動力取出装置の取り付け

を行うと、装置の予期せぬ誤作動を引き起こします0

・順守できない場合は、死亡または重傷につながるおそ

れがあります。

16 

冷却水に関するご注意

>tt' 
-口ングライフクーラントを

取り扱うときには、自の保

護具およびゴム手袋を着用

してください。万が一、冷

却水が目や皮膚に付着した

場合には、清水できれいに

洗い流してください。

・順守できない場合は、けがを負うおそれがあります。

飛散物に関するご注意

・エンジン点検時、および圧縮空気や高圧

水を取り扱う際には、必ず自の保護具を

篇用してください。ほこり、飛散物、圧

縮空気、高圧水または蒸気によって、目

を傷付けるおそれがあります。

・順守できない場合は、けがを負うおそれがあります。

TNV S宙間取扱調書 V潤NMAR



「 担 γ.
ディーゼル燃料

・品質が悪い燃料は、エンジンの性能を低下させ損傷を

引き起こすおそれがあります。最高のエンジン性能を

保つために、ヤンマー指定の燃料のみを使用してくだ

さい。指定燃料は、米国の EPA(米国環境保護庁)お

よびARB(大気資源局)の保護規定に適合しています。

.吉れいなディーゼル燃料のみを使用してください。

・燃料11ンヲ、および側斗を取り扱う装置類は常に清潔

にしてください。また、給油の際に外部から給油口に

ごみやほこりが入らないように注意してくださし」

・燃料女ンクの給油口に付いている一次フィル空(装着

されている場合)を取り外さないでください。ごみな

どの異物が燃料系統に混入して、自詰まりを引き起こ

す可能性があります。

-燃料フィル宮またはi由水分離器のエレメントを交換

する場合は、必ずヤンマー純正のフィル生またはエレ

メン卜を使用してくださし、。

エンジン潤滑油

・指定以外のエンジン潤滑油は使わないでください。指

定以外のエンジン潤滑油を使用した場合は、メーカ保

証の対象外となる場合があります。また、エンジン内

部の装置が急に停止したり、エンジン寿命が短くなる

原因となります。

・ごみなどの異物で、エンジン潤滑油が汚れないように

してください。給油口ふたを取り外す前に、給油口ふ

た、検油棒、および給油口周りの汚れを了寧に除去し

てください。

・異なる種類のエンジン潤滑油を混ぜ合わせて使わな

いでください。エンジン潤滑油の潤滑性能が低下する

場合があります。

・エンジン潤滑油の油面は、常に検3由棒の上限目盛りと

下限目感りの聞に収まるようにしてください。

・エンジンi霞滑油は、規定量を超えて給油しないでくだ

さい。エンジン潤滑油を入れすぎると、排気口から白

いj煙が出たり、エンジンの急回転やエンジン内部の損

イ事を引き起こすおそれか、あります。

・エンジン潤滑油フィル告を交換する場合は、必ずヤン

マー純正のフィル穿を使用してください。

V渦N M且R TNVSe臨取扱説明書

2.安全について

「一 注記 | 
エンジン冷却水

・指定以外の不凍液は使わないでください。指定以外の

不凍液を使用した場合は、メーカ保証の対象外となる

場合があります。また、エンジン内部にさびゃ水あか

が発生し、エンジン寿命が短くなる原因となります0

・ごみなどの異物で、エンジン冷却水が汚れないように

してください。ラジ工-51キャップを取り外す前に、

ラジ工-9キャップと給水口周りの汚れを丁寧に除

去しください。

・異なる種類の不凍液を混ぜ合わせて使わないでくだ

さい。不凍液の冷却性能が低下する場合があります。

点検・始動

・目視点検中に問題を発見した場合には、エンジンを運

転する前に必要な修正処置を行ってください。

・電磁式燃料ポンプ仕様において、直墳式エンジン (DI)
の場合は自動エア抜きとなっていますので、ス51一台

スイッチのキーを 10秒から 15秒間 ONの位置に回

すと送油を行うことができます。また特殊渦流式エン

ジン (IDI)の場合は、空気抜きボルトから気泡を含ま

ない燃料が出るまで ONの位置に回してください。た

だしその持聞は 15秒以内としてください。また、こ

のときキーを STARTの位置に固さないでください。

.機械式燃料フィードポンプ仕様で燃料系統への送油

を行う場合は、燃料フィル空のカップが燃料で。いっぱ

いになるまで燃料フィ ドポンプのプライミングレ

バーを操作し、そのうえで空気抜きボルトから気泡を

含まない燃料が出るまで燃料フィードポンプを数回

操作してください。

キースイッチを ONの位置に入れても点灯しない警報ラ

ンプがある場合には、エンジンを運転する前に、ヤン

マーの販売会社、特販店に修理を依頼してください。

キースイッチの始動操作は 15秒以内にしてください。

また再始動までは 30秒以上の間隔をおいてください。

ス女一宮モー告が加熱して故障するおそれがあります。
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2.安全について

I 注記 | 
エンジンを始動できない場合は、エンジンが完全に停止

するのを待ってから、エンジンをもう一度始動します。

工ンジン回転中にス堂一女を作動させると、ス5<ータと

フライホイールが損傷します。

エンジン始動用補助剤(エーテルな/:)は使用しないで

ください。エンジン損4害の原因となります。

エンジン運転中は、キースイッチのキーを START位置

に入れないでください。ス合一歩のピニオンギヤや始動

用ギヤを破損するおそれがあります。

ならし運転

新しいエンジンのならし運転に関する注意事項

・初めてエンジンを始動する際には、無負荷の状態で約

15分間エンジンの暖機運転を行ってください。この

聞に、エンジン潤滑油の圧力が適切であるか、燃料漏

れ、エンジ、ン潤漕油漏れ、およびエンジン冷却水漏れ

がないか、警報ランプや計器は正常に作動するか確認

してくださし、。

・運転を開始した最初の 1時間は、エンジン回転速度を

変化させて、エンジンに負荷を掛けてください。エン

ジン闘転速度と負荷が最大になる時聞は、立るべく短

くしてくださし、。上記のならし運転後の 4から 5時間

以内には、最小または最大での回転速度および負荷の

状態で、長時間エンジンを運転することはさけてくだ

さし、。

・ならし運転期間中は、エンジン潤滑油の圧力および、エ

ンジン;令却水の温度に十分な注意を払ってください。

・ならし運転期間中は、工ンジン潤滑油およびエンジン

冷却水のレベルを頒繁に点検してください。

エンジンは、水平の状態で運転してください。角度方向に

は関係なく、 30。以上傾斜した状態でエンジンを継続して

運転する場合、または短い問 (3分未満)35固以上傾斜し

た状態でエンジンを運転する場合は、燃焼室にエンジン潤

滑油が入り込み、白い煙が出たり、急回転を引き起こすお

それがあります。これは、エンジンがひどく破損する原因

と立ります。

18 

注記 I 
警報装置

エンジンあるいは各制御機器の異常時、工ンジン故障ラ

ンプにてその状況が表示されます。運転中にエンジン故

障ランプが点灯した場合は、直ちにエンジンを停止して

ください。このエンジン故障ランプが点灯(故障状態)

のままエンジンを運転し続けないでくださし」エンジン

性能の保証ができないばかりでなく、さらに深刻な故障

の原因となります。エンジン故障ランプの原因を特定し

てその問題を解決してから、エンジンの運転を再開して

ください。

本書内での、作業機の操作部などのオプション部品の図

や説明は、一般的なエンジン装備の例として記載されて

います。オプション部品の操作方法および保守点検手順

の詳細については、オプション製品の各メーカから提供

される取扱説明書をお読みください。

運転環境条件

エンジン性能を維持し、エンジンの早期摩耗を防ぐため

に、以下の運転環境条件を順守してください。

・極端にほこりの多い場所での運転はさけてください。

.化学ガス類が発生している場所での運転はさけてく

ださい0

・塩水の散水があるような、腐食性の環境での運転はさ

けてください。

・エンジンを雨にさらさないでください。

・外気温度が+45'cを超える場合、または-15'cを下回

る場合は、以下のようなおそれがあります。

-外気温度が+45'cを超える場合は、エンジンの過熱

によるエンジン潤滑油の劣化

・外気温度が-15'cを下回る場合は、ゴム製部品の硬

化による部品の劣化・寿命低下

上記の温度範箇で使用される場合は、ヤンマーの販売

会社、特販盾までご相談ください。

・また遇給機f寸き工ンジ、ンについては、外気温度が -15

'C以下の環境でのアイドル放置および低負荷での作

業は、吸気配管凍結のおそれがありますのでご注意く

ださし」この状態が継続する場合は、凍結防止のため

に3時間ごとに適宜負荷運転を実施してくださし、。

・高地でエンジンを運転する必要がある場合は、ヤン

マーの販売会社、特販庖までご相談ください。高地で

は、エンジンパワーが低下し、動作が不安定になって、

設計上の仕様を超える量の排ガスが発生します。

TNV Series取扱説明讐 V蝿NMAR



|一 注記

-ほこりが多い環境でエンジンを運転する場合は、エア

フリーナエレメントを頻繁に掃除してください。

・工アフリーナまたはエレメント在外した状態では、エ

ンジンを運転しないでください。外から異物がエンジ

ンに入り込んで、エンジン損傷の原因となります。

・エアクリーナエレメントを交換する場合は、必ず指定

されたエレメント在官重用してください。

吸気圧制限は最大で6.23kPaまたはそれ以下とします。

上記の吸気圧制~]計直を超えている場合は、エアクリーナ

ヱレメントを掃除するか、または交換してください。

エンジン停止

エンジン寿命を最大に保つために、エンジンを停止する

際には、除冷運転(負荷を切り低速回転で 5分間)を行

うことをお勧めします。この除冷運転により、週給機

(装備している場合)や排気系統などの高温で動作する

エンジン部品の温度在、エンジン停止前にわずかに下げ

ることができます。

バッテリ・電装品

バッテリは、良好な充電状態を常に保つよう配慮くださ

い。電子制御エンジンの場合、始動できなくなるおそれ

があります。

ハッテりを補充電するときは、専用のバッテリ充電器を

使用し、 Bボルト以下の電圧で充電してください。ブー

ス舎でバッテリを充電すると、日ボルト以下の電圧でも、

電圧が異常に高くなったり、電装品が損傷したりします。

またやむを得ず急速充電器を用いて補充電する場合、充

電中にス$1一宮キーを差し込んでONの位置に回さない

でください。またブースト機能(セルス量一卜補助)の

ある充電器を使ってエンジンを始動しないでください。

電子制御エンジンの場合、 ECUに過大な電圧がかかり

損傷するおそれがあります。

V姐NMARTNV Series取扱説明書

2安全について

| 注記 l 
エンジンの運転中にバッテリケーブルまたはバッテリ

を外すと、使用している電装品によっては、カレントリ

ミッ舎が損傷する可能性があります。カレントリミッ$1

が損傷した場合、出力電圧を制御できなくなるおそれが

あります。 23~ 24 V (5000 min-jのダイナモ)の高

電圧が連続すると、カレントリミッタやそのほかの電装

品が損傷します。

バッテリ側またはエンジン側でバッテリケーブルを逆

に接続してしまうと、カレントリミッ生の SCRダイオー

ドが損傷します。 SCRダイオ ドが損傷すると、充電系

統が正常に機能しなくなり、電気配線が損傷する場合が

あります。

エンジンの運転中、オル空ネ一生の B端子からプラス

(+)側のバッテリケーブルを外さないでください。オル

生ネー告がま量傷します。

エンジン運転中はバッテリスイッチ(装着されている場

合)を OFFにしないでくださし、。オル合ネー舎が損傷

します。

バッテリケーブルのプラス(+)側とマイナス(ー)側

を逆に接続しないでください。オル合ネー舎のダイオー

ドの破損、ステ一世コイルの焼損につながります。

チャージランプが消えると、再び点灯しません。運転中

にチャージランプが点灯するのは、オル$1ネ一生が故障

した場合か、 Vベルトが切れたときだけです。ただし、

チャージランプに LEDが使用されている場合、 LEDは

正常運転中であってもかすかに点灯します。

指定のVへ句ルト以外のVベルトを使用すると、充電不良

の原因になるとともに、ベルトの寿命が短くなります。

必ず指定のVベルトを使用してください。

農薬などの化学薬品、特に硫黄分を多く含む薬品は、 IC

レギュレ-$1に付着すると、導体が腐食し、温充電(バッ

テリの沸騰)や充電不能となります。このような環境で

作業機を使用する場合、ユーザの保証が無効となる場合

があります。
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2.安全について

! 注記 | 
電子制御エンジンの

ECU (エンジンコントローラ)

• ECUは、震源ON時または電源OFF後60秒間はコネク

告を抜吉差ししないでください。

• ECUのコネク虫ピンを直接手で貴虫れないでください。

コネヲ生ピンの腐食や静電気による ECU内部の電子

回路破壊を起こすおそれがあります。

・コネク合のメス側カプラにテス合などの計測プロー

ブを無理やり差し込まないでください。コネヲ宝ピン

の獲触不良による誤作動の原因となります。

・コネク空の抜き差し時にカブラ内に水が入らないよ

うに注意してください。コネヲ宮ピンの腐食による誤

作動の原因となります。

・コネク生の抜き差しは10固までにしてください。コネ

ク合ピンの接触不良による誤作動の原因となります。

.落下させた ECUは使用しないでください。

• ECUの端子を分解しないでください。

高圧洗浄

蒸気や高圧水でエンジンの洗浄を行う際には、エアク

リーナ、過給機(装備している場合)、および電気部品

に水やほこりがかからないようにカバーをかけて保護

してください。

高圧水や圧縮空気は、できるだけ低い圧力 (193kPa未

満)で使用してください。また、ラジ工一歩フィンを掃

除する際に、ワイヤブラシは使用しないでください。ラ

ジエー空フィンが傷みます。

-オル宮ネ ~は直接高圧水で洗浄しないでください。

オル生ネ-~が鏡傷し、充電不良となります。

・ス安一堂は JIS0 0203、R2準拠の防水対策か取られ

ており、雨や通常の清掃からス合一世が保護されるよ

うになっていますが、ス~一世を直接高圧水で洗浄し

たり、水没させたりしないでください。

・エンジン機付の各電子機器への高圧洗浄はさけてく

ださい。

・電子制御エンジンの ECUあるいは各リレーへの高圧

洗浄はさけてください。

-ハーネス各カブラへの高圧洗浄はさけてください。

水浸入などによる電子機器類の故障の原因と止り、正常

な運転ができなくなるおそれがあります。

20 

|人 -主記 | 
定期保守点検

エンジンの使用状況に合わせた定期保守点検の計画を

立てていただき、必要な定期保守点検を本書の点検時期

を守って確実に実行してください。これらの規定を守れ

ない場合には、エンジンの安全性や性能が損なわれ、エ

ンジン寿命か漉くなる原因となります。また、メーカ保

証の対象外となる場合があります。

定期保守点検を符うことにより、不意の故障で作業が中

断することを防ぐことができます。また、作業機の性能

低下による事故を未然に防ぎ、エンジン寿命をより長く

することができます。

「標準締付トルク表」の締f寸トルクは、ボルト頭に f7J
の表示があるボルト類 (JIS強度区分 7T)にかぎり適

用されます。

• 4Tボルトおよびロックナットについ Jノh、
ては、表の 60%の締付トル?を適用 t 7 J 
してください。...，...

.取付部品の材質がアルミ合金の場合

は、表の 80%の締付トルヲを適用し

てください。

ぷ及 ・自然崩附して、十分な配慮が必要で

_~_.A. す。以下の有害廃棄物の処理手順に従っ

tえ唱a斗J てください。以下の手順を守れない場合

¥"".，1、J は、自然環境に害をおよぼすことになり

ます。

・エンジン潤滑油、ディーゼル燃料、不凍液などの、有

害物質の適切な処理方法については、地方自治体また

は最寄りの回収施設にど相談ください。

・下水道、地面、地下水または水路内などに、無責任に

有害物質を廃棄しないでください。

-エンジンを改造しないでください。また、制御装置(工

ンジン回転速度制限など)を解除しないでください。

・制限ボルトを調節して、無負街最低回転速度または無

負荷最高回転速度を変更しないでくださし」

作業機の安全性と性能か、低下したり、製品寿命が短く

なるおそれがあります。制限ボルトの調整が必要な場

合には、ヤンマーの販議会社、特販底までお問い合わ

せください。

・順守でき立い場合には、エンジンの安全性や性能が婦

なわれ、エンジン寿命が短くなる原因となります。エ

ンジンを改造した場合は、メーカ保証の対象外となり

ます。

TNV Series取扱説明書 V潤NM凋R



;♂ぐ ん 注記 1 
ヱンジンまたは作業機の運転

・エンジンまたは作業機の運転は、適切な凪 訓練を受けた方のみ桁ってくだ

-作業機を運転する前に、この取扱説明書をよくお読みく

ださい。本書の内容を理解することで、安全な運転方法

およひ喉守点積手順を身に付けることができます。

・作業機には、安全運転および保守点検に関する補足的

な注意として、警告表示や安全銘板が貼られています。

・そのほかの訓練については、ヤンマー産業用エンジン

正規販売席または正規代理府までお問い合わせくだ

さい。

V潤N M血R TNVS師陣取扱説明書

2.安全について

|子 注記

乾燥剤の取り扱いに関するご注意

廃棄

不燃性廃棄物です。しかしバッグは可燃物であり、必要

立らバッグを裂いて中身とは別に廃棄してくださし、。中

身をバッグに入れて地中に埋めることをお勧めします。

詳しくは、各国・地域の法規により規定されている産業

廃棄物処理基準に従って廃棄してください。

取り扱い

バッグの中身は通常の使用では漏出しません。中身が漏

出した場合は、下記の応急処置を取ってください。

・中身が皮膚に付着した場合は、流水で十分洗浄してく

ださい。

・中身が自に入った場合は、水で十分洗浄してくださ

い。異常があれば医師の処置を浸けてください。

・中身が口に入った場合は、水で十分洗浄してくださ

い。少量であれば無害ですが、中身を飲み込んでし

まった場合は、水を飲んで希釈してください。異常が

あれば医師の処置を浸けてください。

材質特』性

-塩化カルシウム (CaCI2)

・ポリサッカライド粒子

・スキン粒子

・エチレンポリマ(バッグ)

危険情報

・爆発性

・引火性

・燃焼性

.酸化

約 57% 

約 28%

約9%

約 5%

なし

可燃物

なし

なし
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3製品概要

3.製品概要

3.1 椅徴と用途
ヤンマー TNV形シリーズエンジンは、環境にやさしい製品です。また、以下を実現する設計となっています。

・排ガスエミッション量のイ悶成

・エンジンによる騒音および振動の低減

・ヤンマー独自の燃料噴射ポンプと燃料系統による、容易な始動性

・燃料・エンジン潤滑油の消費量低減による、経済性の向上

・最小限に抑えられた保守点検およびコンパヲトな設計による、整備・取り扱いのしやすさ

・新しく設計された燃料噴射弁および燃料噴射ポンプによる、耐久性と信頼性の向上

ヤンマー TNVエンジンは、幅広い用途で使用できる作業機の動力源として設計されています。例えば、以下の動力

源として使用することができます。

・土木・建設機械

・農業機械

・発電機

上記の特徴は、産業用ディーゼルエンジンにおいて大きな価値があることは、お客さまにもご理解いただけるものと

確信しています。

各エンジンは、「直線方式jまたは fベルト掛け方式jによって、作業機への動力を取り出すように設計されていま

す。直結方式では、エンジンのフライホイールハウジングまたはバックプレートに作業機を直接結合します。ベルト

掛け方式では、ベルト駆動によって作業機への動力を取り出します。ベルト駆動装置および前面の PTO(動力取出

装置)が必要な場合は、ヤンマーの販売会社または特販庖までお問い合わせください。

本製品は、幅広い用途で使用できるように設計されたエンジンです。オプション部品(燃料"ンク、計器盤、計器

類、警幸唖装置など)は使用条件に合わせてご刺用いただけます。

製品用途の計画や据付工事などについては、専門知識と技術が必要となりますので、ヤンマーの販売会社、特販席ま

でご棺談ください。ご相談いただいた際には、以下のお手伝いをさせていただきます。

・お客さまの作業条件や環境条件に合ったオプション部品の選択

・エンジン性能を最大限に発揮させて、故障や事故を未然に防ぐための、作業機とエンジンとの取り合わせの検討

・燃料・排気などの配管、電気配線、換気装置の安全確認、および正確なエンジンの据付

V坦NMARTNV Seri田取扱説明書 23 



3.製品概要

3.2各部の名称

圏 2TNV7げ NV70，

関 1に、特殊渦流式エンジンにおける各主要部品の位置を示します。

1 

18 

17 

15 

15 

1 -吊上金具(フライホイ Jレ側)

2-冷却水ポンプ

3-吊上金具(冷却ファン側)

4.冷却ファン

5-V ベJレト

6-7ランクシャフト Vブ リ

7-側面給油口(エンジン潤滑油)

8-ドレン抜きプラデ(エンジン潤滑油)叶

9 燃料入口

10.機械式燃料フィードポンプ

11 .燃料プライミンダレバ

12.樹由棒(エンジン潤滑油)

13. i閏滑;由フィJレ生

図 1

21 

25 

14 -jJバナレバー

15・燃料噴射ポンプ

16.吸気マニホーJレド

17.吸気入口(エ7ヲリーナから)

18.燃剤フィJレ生

19ー燃料女ンヲへの燃料漢し

20-上部給油口(エンジン潤滑油)

21ーボンネット

22-7ライホイール

23. ス 5-~主

24・排気マニホーJレド

25 -オJレ51ネ一三宮

安1目ドレン抜きプラグ(エンジン潤滑油)の位置は、各エンジンのオイルパンの形状によって異なります。

V山田A
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3.製品概要

瞳
3TNV82A、3TNV84、3TNV84丁、 3TNV88、4TNV84、4TNV84丁、 4TNV88、4TNV94L、

4TNV98、4TNV98丁、 4TNV106、4TNV106丁、 3TNV82A-B、3TNV84T・2、

3TNV84T-B、3TNV88幽Z、3TNV88・B、3TNV88-E、3TNV88開 U、

4TNV88-Z、4TNV88-B、4TNV8らU

図2に、直接噴射式エンジンにおける各主要部品の位置を示します。

T 2 

17 

16 

15 

14 

13 

1 -吊上金具(フライホイール側)

2 過給総(宮ーポチャージャ)叶

3-吊上金具(冷却ファン側)

4-冷却水ポンプ

5 -)令却ファン

Bーウランヲシャフト Vプ リ

7-Vベ、Jレ卜

8 -側面給油口(エンジン潤滑油)

9 -ドレン按吉プラグ(エンジンi障d膏j由)'2 

10司燃斜噴射ポンプ

11 -エンジン潤滑;由冷却器司

12 -潤滑油フィJレ女

13・犠j由棒(エンジン潤滑油)

5 

図 2

吋 3TNV84丁、 4TNV84丁、 4TNV98T、4TNV106Tのみ。

14ーガバナレバー

15同吸気マニホールド

16 -燃料フィル膏

17 -燃料入口

20 

23 

18燃料歩ンヲへの燃料戻り

19 -上部絵油口(エンジン潤滑油)

20ーボンネット

21 -吸気入口(エアクリーナから)

22 フライホイーJレ

23 -スタ一歩

24 -排気マニホールド

25凹オJレ膏ネ一歩

，山m

2 ドレン抜きプラグ(エンジン潤滑油)の位置は、各エンジンのオイルパンの形状によって異なります。

匂 すべての直接噴射式モデルにおいて、標準装備されていません。
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3製品概要

彊灯刷叩附附W 灯4T-Z，山，灯刷…附附…W糊 8-日托一.ε毛日E巳印，4T訂州NV糊9卵8-位山…園之剖zμ山 4灯…T

図 3に、電子制御直接噴射式エンジンにおける各主要部品の位置を示します。

19 4 3 20 26 

¥ ¥ 
18 

17、 内/

16-ーー「わ岨
、 g 

15 

+J>>J.-¥l 
14 

13 一..• _." 唱--、ー."".." _.__._.“"..._-

1 -吊上金具(フライホイーJレ側)

2 -過給機 (9ーボチャージャ)叶

3ー吊上金具(冷却ファン側)

4-冷却水ポンプ

5-冷却ファン

6-7ランヲシャフト Vプーリ

7-Vヘソレト

8-側面給油口(エンジン潤滑油)

9 ドレン抜書プラグ(エンジン潤滑油)坦

10-燃料噴射ポンプ

11 -エンジン潤滑油冷却器金3

12 -i閏滑j由フィJレ合

13恥検?由棒(工ンジン潤滑油)

14 -エコガバナ

.， : 4TNV84T-Z、4TNV98T之のみ。

図3

15 -阪気マニホーJレド

16 -燃料フィ Jレ歩

17-燃料入口

18目燃料9ンヲへの燃料戻り

19 -上部給油口(エンジン潤滑油)

20ボンネ γ卜

21ー吸気入口(工アウリーナから)

22 -フライホイーJレ

23ース吉一台

24-排気マニホールド

25 オJレ空ネ一歩

26 -EGR I~)レブ
27 -EGR 7ーラ合4
28-EGRパイプ

会2 ドレン抜きプラグ(エンジン潤滑油)の位置は、各エンジンのオイルパンの形状によって異なります。

包 すべての直接噴射式モデルにおいて、標準装備されていません。

合4・4TNV84T-Z、4TNV98T-Zのみ装着。

22 
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3.製品概婆

3.3銘板の位置

盟図 4にヤンマ一一一ズの糊渦紙一における

位置を示します。

エンジン銘板および主な認証銘板の

-エンジン銘板の標準的な位置は、 (1，図 4) です。

• EPAlARB排ガス規制に関する認証銘板の標準的な位

置は、 (2，図 4) です。

• EU排ガス規制に関する認註銘板の標準的な位置は、

(3，図 4) です。

図4

瞳
図 5に、ヤンマー TNVシリーズの直接噴射式エンジンにおける、エンジン銘板および主な認証銘板の

位置を示します。

図5

直接噴射式エンジンの銘板貼付位置

エンジン エンジン銘板 EPA!ARB認霞銘桓 EU認怪銘寂

3TNV82A. 3TNV84-3TNV84T、3TNV88， 図 5左の (4) 国 5左の (1) 図 5左の (2)

3TNV82Aω目、 3TNV88.Z、3TNV88一日、 ボンネット上面 ボンネット上面 ボンネット排気側面

3TNV88-U、3TNV84丁一目、 3TNV84T-Z (冷却77'ン側) (フライホイ ル側) (7うイホイール寄り)

4TNV84、4TNV88、4TNV84.丁、 図 5左の (4) 図 5左の (1) 図 5左の (1) 

4TNV88-Z、4TNV88目、 4TNV88-U、 ボンネット上商 ポシキット上商 ボンネットよ菌

4TNV84T-Z (冷却77'ン側) (フライホイ ル側) (フライホイール寄り)

4TNV94L、4TNV98、4TNV98T、 図5右の (4) 凶 5右の (1) 図 5右の (3)

4TNV1日目、 4TNV1口B丁、 ボンネット上面 ボンネット上面 ボンネット上商

4TNV98-Z、4TNV98-E、4TNV98T-Z (フライホイール側) (中央) (フ7ン側)

V姐NMARTNVS問団取扱説明書 27 



3.製品概要

-エンジン銘板(標準)

b 

MODEL 

DJSPLACEMENT 

ENGJNE NO. 

σ 

s 

- ・E・-・'7~'~'1~1.!-r:__  .・E ・-

o VJUI醐 RPO岨四 百 彊M掴就.ooveD.. Uo.門
MAOEINJAPAN 

薗排ガスエミッション規制銘板

.EPA・ARBの銘板(代表例)

EPA:米国連邦政府環境保護庁

ARB:米国カリフォルニア州大気資源局

EPA銘板

I ION C N L I N F A I N 
UlmDlllIllHm叫ma:m:IJIliIUiI.md!JI日m1WD

lEll'aniIDJlEllatJJnt.llli!_!JI11.UI!:lIl.IIl 
IIJ'I~;'IIJ:"'lß1l山lI!lIl側111
l!llilmIl州ILY

IlIJUtl'dJil'!i旺R'S剛rrDl札 F冊lMlIlIUIsaurJ削 !DJUSTMENTS.

V調r:Mf.:.J;?J州問腕RHCHH附

'ï"lIil州 11~1.*i，i...i!iilij叩r吋fi"M!l.ii"A
'11'11';/ ， arnlngs (0 gov 

排ガス規制は、世界各国で施行されています。このため、 EPA・ARB共通銘板
各工ンジンがどの規制に適合しているかを明確にする

ことが必要となります。エンジンに貼られているいくつ

かの種類の銘板の一覧を、以下に示します。

排ガス規制基準に適合しないエンジンの販売は禁止さ

れています。

28 

1'~II."'..I.J~.-4mI:I.]_I~II'J:ßÐlIDRl 

.附_itl~'II:IlL~自-聞..  ，. 
B J CAM L1IF6 O聞III肝.. _ j附IIIUωlriI_叩

~lIt_叩1IIl0lil肌 T

~間叩lIlIUtlHa -111 
l1li印~酬l!lJDllI!tiIIllml州nr:m).dllll~ll~_

V潤r:ltJ~Ii Jft刷~llI_I印刷出..  市

，.， WARN I NG.Canccr and ReprodudlVc Harm圃
www P65Warnln s ca gOI 

.EUの銘板(代表例)

97/68/EC欧州指令銘板

lげ1刊H削ISE陥IIIEωmJ師F側M附...  灯im凶m【目l1li引11旺E口IVE 川.

A附F附U附m札A削附E印..一三で;ζ二て工二7よ 一 iιI 
~品日印附町I陥1附I!II肌旺川T刊11m川P陀一-仁仁…二ゴ二二jご:一コ.. 

l防府開有珊柵欄欄珊岡圃E!，'o'? 'i h¥iI!tli，Wli.i&!i!ml'U.目
EU規制 2016/1628銘板

MPORTANT ENGINE INFORMATIO 
IßIl'l~陥lIlIHIIIl附...リmImfi;J!i!tc!I!ÐUIlI

lIlIIIlIl 印刷-一二:ー
E附-二:二二二日'.:lI!III_二二 置司
WI!l'lJl川畑町.. 二 : 

一
T'"(;!;'，i '41，_ 附II1UOll百四..  両

注目この排ガス規制は、 StageVとして 97/68/EC指令

を改訂したものです。
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瞳エンジンファミリ

EPA' ARB銘板、および97/68/EC銘板には、必ずエンジンファミリの摘があります。

エンジン名称は、以下の例に示すように表記されています。

己j備の識別記号

V姐NMARTNVSeri白取扱説明書

総排気量(~)

エンジン産業分野コード

L:ノンロードヱンジン・オフロード工ンジン

エンジンメ カコード

YDX:ヤンマー

モデJレイヤー

J・2018
K :2019 

L : 2020 
M: 2021 
N司 2022
p・2023
円・ 2024

s・2025

T : 2026 
V : 2027 

3.製品概要
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3.製品概要

3.4主なエンジン部品の機能

部品名称 機能

エアクリーナ ヱアヲリーナは、エンジン内への浮遊ごみの侵入を防ぎます。エ77リーナは作業機ご

とに仕様が異なるため、アプリウーションエンジニアが慎重に使用する種類を選ぶ必要

があります。工場出荷時のエンジン製品には含まれていません。エレメントは定期交換

が&、要です。交換時期については、 P72r定期点検スケジューJレJをお読みください。

オJレ女ネ一生 オJレ生ネ-:$1はVベルトによって駆動します。 Vベルトへの動力は、ヲフンヲシャフト

Vブ りから取り出されています。交流発電機から、運転中のエンジン系統への電力供

論、およびバッテリの充電が行われます。

検油棒(エンジン潤滑油) 検5由棒は、ヲフンクケース内のエンジン潤滑油量を点検するために使用します。

電磁式燃料フィードポンプ 電磁式燃料フィードポンプによって、燃料噴射ポンプに継続して燃料が供給されます。|

電磁式撚桝フィードポンプには、電磁式が用いられており、 12V (DC)で動作します。

電磁式燃料フィードポンプは、オプション部品の場合と標準装備されている場合があり

ま吋鞘備の内 容はエ山の形前よ慨によって恥ります。電磁吋

フィードポンプが装備されている場合は、 10-15秒間ス安一宮スイッチのキーを ON
の位置に回して、燃料系統への給油在行います。

j閏滑3由フィ Jレ合 山ン潤滑油に混じった微細な金属粉・カーボンなど胡り除きます。内部工山|

トは定期交換が必要です。交換時期については、 P72r定期点検スケジュー)[，Jをお読

みください。

エンジン潤滑油冷却器 エンジン潤滑油の湿度が上がるのを防ぎます。エンジン冷却水は、冷却系統から潤滑油

盟( 袋町いー噴 フィ Jレ宮の下部にあるアずプ舎を通って循環し、冷却水ポンプの吸入口を経由しシリン

エンジンのみ) タブロッヲ内に戻ります。

燃料フィル安 ディーゼル燃料の混入物や沈殿物などを取り除きます。内部エレメントは定期交換が必

要です。交換時期については、 P72r定期点検スケジューJレjをお読みくだ古い。本書

内の「燃料Jという言葉には、すべて「ヂィーゼJりという意味が含まれています。

燃料フィル宮と泊水分離器(ウォ-:$1燃料フィル空とj由水分離器は、燃料フィル虫に入るデイ ゼJレ燃料から、混入物や沈殿

セパレ一台) 物、および水牢どを取り除きます。燃料フィル女は、燃料系統の也、須部品です。すべて

のエンジンには、燃料フィル女が標準装備されています。 i由水分離器は、燃料女ンクと

燃料ポンプの聞に装備されます。定期的にドレン抜きが必要です。ドレン抜きには、分

離器の下部にあるドレンコッウ在使用します。

圏鼎料ラ…山
機械式燃料フィードポンプ仕犠の製品では、燃料プフイミングレバーを動かして燃料系

(特商業遇流エンジンのみ) 統に給油を行います。初めてエンジンを始動するとき、燃料が切れたとき、または燃料

系統の点検時には、燃料系統に給油する必婆があります。燃料系統への給油を行うには、

燃料フィJレ:$1のカップが燃料でいっぱいに者るまで、燃料プライミンダレバーを操作し

てください。

燃来}宝ンク ディーゼル燃料をためておく古ンウです。燃料安ンクから出た燃料は、 i由水分離器に入

ります。つぎに、燃料は電磁式燃料フィードポンプによって燃料フィル空に送り出され

ます。つぎに、燃料は燃料噴射ポンプに入ります。燃料噴射ポンプを冷却し潤滑させる

ためには燃料が必要なため、必要以上の燃料が噴射ポンプに入ります。噴射ポンプの圧

カがあらかじめ設定された値に達すると、開放弁が聞いて余分者燃料は燃料生ンヲに戻

ります。燃料宜ンヲは必須のエンジン部品です。

圏機 械捌フィー 機様式燃料フィードポンプは、ダイアフラム式ポンプで、燃料噴射ポンプの本体上に装

(特殊遇流エンジンのみ) 備されます。盤枠}噴射ポンプのカムシャフ卜のカムによって駆動します。オプションと

して、電磁式燃料フィードポンプを使用することができます。電磁式燃料フィードポン

プが装備されている場合は、機械式燃料フィードポンプは装備されません。

TNV Series取扱説明書 V坦NMAR



3.製品概要

部品名称 機能

側函・上部給油口(エンジン潤滑油) ウランウケ スへの給油は、側面または上部にある給油口から行うことができます。使

いやすい給油口をお使いください。

スタ一歩 ス安一宮の駆動には、バッテリの電力を使用します。計器盤のス5<一歩スイッチのキ

をSTART位置に回すとス宝 生のピニオンギヤがフライホイ ルのリングギヤにか

み合って、エンジシが始動されます。

週給機 週給織は吸入空気を圧縮して、シリンダ内へ送り込む装置です。排ガスで女ービンを回

圏 一4T.4… し、その回転力で駆動されます。

4TNV98T、4TNV106T)

v蝿N MJ.且亀R 丁TNVトN附、唱w川IV川V目s句e宙r附h 31 



3製品概要

3.5冷却系統部品の機能

部品名称 機能

冷却系 TNVエンジンは、冷却系統による水冷エンジンです。冷却系統は、フジエ一堂、フ

ジエーヲキャップ、冷却ファン、冷却水ポンプ、サーモス合ット、およびサブ合ン

クで構成されています。適切立エンジンの運転のためには、冷却系統部品がすべて

必要です。一部の冷却部品は作業機によって仕様が異主るため、アプリケーション

工ンジニアが慎重に使用する部品在選ぷ必要があります。作業機ごとに異なる部品

は、工場出荷時のエンジン製品には含まれていません。

冷却ファン 冷却ファンはVベルトによって駆動します。 Vベルトへの動カは、 7フンヲシャフ

トVプーりから取り出されています。冷却ファンは、ラジエ一宮内に空気を循環さ

せるために使用します。

冷却水ポンプ エンジン冷却水をシリンずブロッヴ内とシリンダヘッド内に循環させます。循環し

た冷却水は、ラジ工一歩へと戻ります。

フジエ一事 ラジエー虫には熱交換器としての働者があります。シワンダフロッウ内在循環する

エンジン冷却水は、熱を吸収します。ここでエンジン冷却水がllW反した熱は、ラジ

工一宮内で放散されます。ラジエ一生では、冷却ファンによって送られる空気に

よって、エンジン冷却水の熱が大気中に放散されます。

フジエ一台キャップ フジエ一歩キャップには、冷却系統の圧力を識節する働きがあります。冷却系統に l

圧力を加えることによって、エンジン冷却水の沸点在高くすることができます。エ

ンジン冷却水の温度が上がると、ラジ工一宮内部が高圧になり冷却水が膨張しま

す。圧力があらかじめ設定された値に達すると、ラジ工一宮キャップの開放弁が開

いて、余分なエンジン冷却水はサ7'Y-ンクに流れ込みます。工ンジン冷却水の温度

が「下がると、ラジエ一宮内部の圧力が下がり、冷却水が収縮します。圧力が下がる

ことでラジエ 虫キャップの吸い戻し弁が開曹、エンジン冷却水がサプ合ンフから

ラジ工一宮内に流れ込みます。

サブ9ンヲ サブ宝ンクには、フジエ一生からあふれたエンジン冷却水を蓄えておく働きがあり

ます。エンジン冷まp水を補給す石場合は、ラジエ 合ではなく、サブ虫ンウに補給

します。

サーモス女ット
サーモス女ッ卜には、 エンジン冷却水の温度があらか、宮じよめ内う設をに循定す環さるれす働たるき温こが度とあにはり達あますりするま。I
までは、工ンジン冷却水がラジ工_，宮内を循環し牢し

エンジン温度が低い聞は、エンジン冷却水がラジエー こ

せん。エンジン温度がサーモス虫ットの作動防且度に遣すると、サーモス宮ットが開

きます。サーモス歩ッ卜でエンジンの暖機をできるだけ早めることによって、エン l

ジンの摩耗、堆積物、排気エミッションを低減することができます。
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3.6電子制御システム概要

盟側四4下z、灯NV98

-指定外のE-ECUの使用、指定外デ-51のE-ECUへの害

者込み使用、故障状態での放置、センサやアクチユ

エ タの取り外し使用などヤンマーが指定した以外

の使用方法は、排ガス規制に関する法律に違反する行

為とみなされる場合がありますので絶対にしないで

ください。誤った使用に対する保証は一切できませ

ん。

• E-ECUは、 1b、ず指定されたエンジン形式、エンジンシ

リアル番号のエンジンに組み合わせて使用してくだ

さい。誤った組み合わせの E.ECUを使用した場合、

エンジンの保証ができません。

・燃料噴射ポンプを交換する場合、E-ECUに新しい燃料

噴射ポンプの噴射量調整デ-51に書き換える必要が

あります。必ずヤンマーのディーラにご連絡くださ

い。正規の燃料噴射量調墾デ一空が書き込まれていな

い E-ECUでは、エンジンの性能保証ができません0

• E-ECUを交換する場合、新しいE-ECUに古いらECU

から燃料噴射ポンプの噴射量調整デー告を書き込む

必要があります。必ずヤンマーのテーィーラにご連絡く

ださい。正規の燃料噴射量調護デー告が書き込まれて

いない E-ECUでは、エンジンの性能保証ができませ

ん。

・順守できない場合、エンジンの急回転などによる死

亡・重傷につながるおそれがあります。

V盟理HMARTNVS町陣取扱説明書

3.製品概要

[ 注記 l 
ヱンジンあるいは各制御機器の異常時、 トラブルモ二台

ランプにてその状況が表示されます。

このトラブルモ二生ランプ点灯(故障状態)のままエン

ジンを運転し続けないでください。エンジン性能の保証

ができないばかりでなく、さらに深刻な故障の原因とな

ります。

| 注記 l 
-スター安保護のため、ス歩一堂への15秒以上の通電は

しないでください。

・また、再始動までは 30秒以上の間需を置いてくださ

し、。

注詑
高圧洗浄

・エンジン機付の各電子機器への高圧洗浄はさけてく

ださい。

• E.ECU あるいは各リレーへの高圧洗浄はさけてくだ

さい。

・ハ ネス各カプラへの高圧洗浄はさけてくださし、。

水進入などによる電子機器類の故障の原因となり、正常

な運転ができなくなるおそれがあります。
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3製品概要

| 注記 i 
• E-ECUは、電源ON時または電源OFF後日秒間I:l:コネ7

づ誌を抜き差ししないでください。

・E-ECU のコネク:5<ピンを直接手で触れないでくださ

い。コネヲ女ピンの腐食や静電気による E-ECU内部

の電子周路破壊を起こすおそれがあります。

・コネク合のメス側カブラにテスづ誌などの計測プロー

ブを無理やり差し込まないでください。コネク企ピン

の接触不良による誤作動の版図となります。

・コネクタの抜き差し時にカプラ内に水が入らないよ

うに注意してください。コネヲタピンの腐食による誤

作動の原因となります。

-コネヲ生の抜き差しは10閏までにしてください。コネ

ク女ピンの接触不良による誤作動の原因と牢ります。

.落下させた E-ECUは使用しないでください。

注記 i 
バッテリは、良好な充電状態を常に保つよう配慮くださ

い。電子制御エンジンの場合、始動できなくなるおそれ

があります。

4TNV84T-Z、4TNV98-E、4TNV98-Z、4TNV98T-Zの

各形工ンジンは、 EPA 排ガス規制 (2008 年~)などに

対応して EGR(排ガスの吸気還流)システムを導入して

います。

図 S
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EGRシステムは、排ガス還流量を工ンジン負荷および回

転速度に応じて制御する必要があるため、電子制御式ガ

バナ(呼称Ecojjパナ)と組み合わせたエンジン電子制

御システムとしております。

Ecoガバナは、エンジンコント口ーラ(呼称 E-ECU)に

よりエンジン運転上のデータを読み取りつつ、エンジン

運転性能あるいは排出ガスのクリーン化に立すして常に

最適宜状態が維持されるよう燃料噴射量の制御と回転

速度のガバナリングが行われます。

また EGRシステムは、そのガス還流量をエンジン負荷

および回転数に対応した制御により排ガス規制に適合

すべく、隠様 E-ECUからの指示による電子制御として

おります。

電子制御システムの概要について図 6に示しています。

また、この雪子制御システムは下記の多種多様のアプリ

ケーション機能を持つことができます。

・エンジン回転数制御

ドループ制御/アイドルアップ/オートデセル/ハイ

アイドルダウン/加速黒煙制御

・始動補助制御

オ トプレヒ ト/アフ合 ヒート

・エンジン異常検出

・作業機制御システムとの CAN通信

・そのイ也

これらの機能は、後述の P35r主主電子制御機器と機能の

概要jにで説明しておりますが、オプション機能として各

作業機により採否が異なりますので各作業後取扱説明書

に準じてください。
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3.製品概要

3.7主な電子制御機器と機能の概要

盟側V84T・z、4TNV'恥

シスァム・部品名称 機能

コント口フ (E.ECU) アクセルセンサ立どから入力される自標回転速度指示によって、燃料噴射ポンプの

ラック位置を龍附るこ日エルの回融度と出力捕節します。 I
また、 EGRバルブの開度をエンジン回転速度・出力に対応して制御します。

また、以下に述べるアプリケーション機能のキーステーションとしての役割を果た

しています。

電子制御式ガバナ (Ecoガバナ) 燃糾噴射ポンプに直結に配備され、ヱンジン回転速度センサ、フツヴアヲチュエー

5<者どにより構成され、E-ECUへの信号を送信あるいは受信し燃料噴射ポンプラッ

ク位置を調撃します。

燃料噴射ポンプ (Ecoガパナ用) 電子制御式に対応しての追加機能として、単 プランジャ分配式燃料噴射ポンプに

CSD電磁パルプを装着し、;令態始動時に E.ECUからの信号により燃料増量、噴射

時期の自動進角を行います。

EGR ".)レブ E.ECUよりのエンジン回転速度・負荷に対応した信号豊信のもと、排ガスの眠気還

涜量を開度謂節します。

吸気マニホーJレドの上面に設置されます。

アクセルセンサ(作業機設定) 工コガバナにはメカーカJレ式ガバナのよう牢ガバナレバーがありません。その代わ

りにエンジンの目標回転速度を設定するためのアウセルセンサが必凄です。目標回

転速度はアクセJレセンサからの電圧の大きさを E-ECUがキャッチし決定されます。

アウセルセンサは、作業機オベレー安部に設置されます。

発電線計士様のように定速回転のみの仕様の場合は、パネルスイッチにより回転速度

の切り替えができます。この場合アクセルセンサは必要ありませ/vo

オプション CAN通信を使って作業機のECUから目標回転速度の指示を受けることもできます。

トフブJレモ二台ランプ パネル上に設置されます。

E-ECUへの通電状態宇工コガバナシステムに発生している不具合内容を点滅回数

オプション 品るいはお成イン安一バルにてオベレ 告に知らせるための初動的者診断に用い

ます。

エンジンダイアグノシスツーJレ E-ECU内部の制御情報やエコガバナシスァムに発生している詳細な不具合情報に

基づ吉トラブJレシューティングを行うことができます。

サービス周 また、ダイアグノシスツーJレは、 E-ECU内部のプロデラム・マップ・調整値立との

オプション デ一宮メンテナンスのためにも使用します。詳しくは、 P95rトラブJレシューテイ

ング」を参照ください。

水漬センサ 低温始動のための CSD制御平 EGR制御に使用されます。ヤンマー純正部品を使用

し、ほかの機器との並列使用はできません。

始動時ONグロー オプション 低温始動時、キースイッチ ON位置にてエンジン水温に応じて自動的にダ口ー(最

ONヒ一歩 大 15秒)あるいはエアヒ-，量得大23秒)に通電制御されますロ

通電されている聞ヒートランプが点灯します。ランプが消灯したらキースイッチを

r START Jにしてエンジンを道湖させます。

始動後7'7合一ヒ一生 オプション 極低温時、エンジン起動後も工ンジン回転立ち上がり補助として工アヒ一女に通電

します(最大 80秒または水温 10'c以下の閑)。
ゲ口一仕犠のエンジンには設定がありません。
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3.製品概要

シスァム・部品名称 機能

ドループ制御 VM仕犠標準 無負荷闘転速度から定格出力に至るまで 定の回転低下で推移・制御します。

また、いか在る無負荷回転速度からの負荷掛けにおいても悶様の割合にて回転速度

変化するよう制御します。

アイソヲロナス詰御 CL仕様'標準 無負荷回転速度から定格出カに至るまで回転低下なしで推移します。なお、いか者

VM仕様! る無負荷匝転速度からの負荷掛けにおいても同様、回転遼度低下はありません。

オプション

アイドJレ7ップ 冷却水温度によりエンジンの口ーアイドル回転速度を '000min.'まで引き上げま

す。冷却水温度が設定値まで達しますと元のローアイドル回転速度に戻り、暖機を

早めることがで吉ます。

ハイアイドJレダウン オプション 冷却水温度によりエンジンのハイアイドル回転速度を引き下げます。冷却水温度が

設定値まで達しますと元のハイ7イドル回転速度に戻り、低温時白煙発生を抑える

ことができます。

オートデセル オプション エンジン還転中、ある 定時間作業をし者いと判断されるとき自動的に口ーアイド

んに設定されます。作業開始でアヲセJレセンサに信号が入るとキャンセJしされま

す。
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3.製品概要

3.8計器および警報ランプ
作業機の操作部には、始動・停止装置や計器類、およびエンジンの現在の状態を知らせるための警報ランプが装備さ

れています。操作部は必須のエンジン部品です。操作部は作業機ごとに仕様、が巽なるため、アプリケーションエンジ

ニアが、使用する部品在慎重に選ぶ必要があります。工場出荷時の工ンジン製品には含まれていません。

l i担 |
本書内での、作業機の操作部などのオプション部品の図や説明は、一般的なエンジン装備の例として記載されていま

す。オプション部品の操作方法および保守点検手順の詳細については、オプション製品の各メーカから提供される取

扱説明書をお読みください。

計器類
開訪問

作業機の操作部に装備されている、計器類の 般的な例を以下に示します。作業機によっては、以下の説明にある計

器が装備されていない場合や、異なる言十器が装備されている場合があります。

日回転計

毎分回転数 (min.1)での、エンジンの回転速度か表示さ

れます。

目冷却水温度計

エンジン冷却水の温度が表示古れます。

日エンジン潤滑油圧力計

エンジン潤滑油の圧力が表示されます。

固アワーメータ

エンジンが動作した総時聞か表示されます。アワーメ一

世は、 P74r定期点検・保守のしかた」に記載されてい

る、定期保守点検を計画する際に役に立ちます。

図7

@ 

陸自 印。
:KOD0002亀'"

図B
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3.製品概要

警報ランプ 一明
作業機の操作部に装備されている、警報ランプの一般的な例を以下に示します。

回ヒートランプ

ス生-9スイッチで、 ONの位置の反時計方向lこHEAT

位置が、ない rONグローJrONヒ一歩j女イプについて

はキーを ONの位置に回すと、予熱機能が自動的に作動

します。ヒートランプは点灯してから、数秒後(グ口一

女イプ 101: 4秒、 01:15秒/工アヒ一女合イプ:15 

秒)に消灯します。このランプの消灯を目安にして、始

動操作を行います。電子制御式エンジンでは、この方式

のキースイッチで冷却水温度に対応したグ口一通電/エ

アヒ一歩通電の時間制御ができるオプション仕様があ

ります。作業機の取扱説明書に準じてください。

目ヒートランプ

冷態時のエンジン起勤時、エアヒ-9またはず口一プラ

グを作動させるためには、キーを HEATの位置(固に

闘す必要があります。キーを HEATの位置に回すと、

ヒートランプは点灯してから、数秒後(グロ一宮イプ

101・4秒、 01:15秒/工アヒ一宮古イプ:15秒)に消

灯します。このランプの消灯を目安にして、始動操作を

行います。

Bチャージランプ
キーを ONの位置に闘すと、チャージランプが点灯しま

す。エンジンが起動しますと、オル9ネータ(ダイナモ)

が発電し、バッテリチャージしはじめることで消灯しま

す。エンジン運転中に充電系統に問題があると点灯しま

す。チャージランプはバッテリの充電時期を示すもので

はありません。詳細は、 P96r簡単な故障と処置のしか

た」をお読みください。 II@

回エンジン潤滑油圧力ランプ
キーを ONの位置に回すと、潤滑油圧力ランプが点灯し

ます。エンジンが起動しますと、エンジン潤滑油圧が上

昇することで消灯します。エンジン運転中にエンジン潤

滑油の圧力が、正常f直の範囲外となった場合に点灯しま

す。詳細は、 P96r簡単な故障と処置のしかたjをお読

みください。

回冷却水温度ランプ

エンジン冷却水の潟度が、正常値の範囲外となった場合

に 剥Tします。詳細は、 P96r簡単な故障と処置のしか

たJをお読みください。

日予備ランプ

特別な用途で使用します。
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3.製品概要

3.9電子制御システムの計器および警報ランプ

瞳刷V84T-Z，4TNV恥州98-Z，4TNV9町 Z

計器類
一吋 ~m蕊必志ll1'

電子制御式エンジン搭載の作業機に装備されている計

器類の一般的な例を以下に示します。作業務によっては

以下の説明にある計器が装備されていない場合や異な

る計器が装着されている場合があります。

なお、ここでは P37i計器および警報ランプjにて説明

した事柄と異なる部位についてのみ説明します。

警報ランプ
… 

作業機の操作部に装備されている警報ランプの一般的

な例を以下に示します。

自トラブルモヱタランプ(オプション)

E-ECUへの通電状態や工コガパナシステムに発生して

いる不具合内容を赤色点滅回数あるいは点滅イン合一

パルにてオベレ一生に知らせます。詳しくは P95iトラ
ブルシューティングjの項を参照ください。

自予備ランプ

予備ランプとして配線されていません。オプション警報

ランプとして使用されます。

回ヒートランプ

冷態時のエンジ、ン起動において、グ口 (3TNV84T-Z 

のみ)またはエアヒータへの通電時に点灯します。

標準の始動補助においては、キースイッチを HEAT位置

( I回)に回し保持するとヒートランプは点灯します。

グローの場合 15秒、エアヒ一世の場合も 15秒後消灯

します。このランプの消灯を目安にして始動操作を行い

ます。

オプション仕様の ONグロー・ ON工アヒ 女の場合、

キースイッチを ONの位置(回)に回すと、冷却水温

度により通電時聞がなりますが、グローの場合最大 15

秒、エアヒ一生の場合最大 23秒後消灯します。このラ

ンプの消灯を目安にして始動操作を行います。

オプション仕様のアフターヒ一世の場合、始動後の冷却

水温度の上昇に対しあらかじめ設定された通電時間に

応じて最大 80秒間エアヒ一世に通電されますが、ヒー

トランプは点灯しません。

V調NMARTNVS朗自取扱説明書

注記 I 
本書内での、作業機の操作部などのオプション部品の図

や説明は、一般的なエンジン装備の例として記載されて

います。オプション部品の操作方法および保守点検手順

の詳細については、オプション製品の各メーカから提供

される取扱説明書をお読みください。

圃その他警報ランプ(オプション)

その他、エアヲリーナ目詰まり・油水分離器水だまりな

どの警報ランプを付けることもできます。これらは作業

機の「取扱説明書jを参照してください。

チャージランプ・エンジン潤滑油圧力ランプ・冷却水温

度ランプなどの警報ランプは、それぞれの異常時直接的

にオベレー舎に知らせます。

トラブ、ルモ二宮ランプも同時これらの異常時に、束、減あ

るいは間欠点、灯により重複してオベレ タに知らせる

とともに、運転機歴として E-ECUに残され、サーピ.ス

ツールに表示されます。

可
ONグロ ONエアヒータ

キースイッチ

図 11

注本図は参考周としての模式図です。
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3目製品概要

3.10制御装置

スタータスイッチ
犠隼

図 12の操作部にあるス合 -51スイッチには、 4つの操作位震 (OFF、ON、START、HEAT)があります。

回 OFF
キーをこの位置に回すとエンジンが停止します。また、

計器類および警告ランプへの電源供給が遮断されます。

キーの挿入・取り出しは、この位置で行うことができま

す。

目 ON

エンジン運転中のキーの位置です。エンジンが止まって

いるときにキーを ONの位置に回すと、計器類、箸告ラ

ンプ、電磁式燃料フィードポンプ、および予備装置が作

動します。

目 START

この位置にキーを回して、エンジンを始動します。エン

ジンが回り出したら、すぐにキーから手を放してくださ

い。手を放すと、キーは自動的に ONの位置へ戻ります。

一部のス虫ータスイッチには、工ンジン動作中にはキー

が START位置に入らないようにする機能が装備されて

います。この機能がある場合は、キーを OFFの位置に

いったん戻さないと、キーを START位置に回すことは

できません。

DHEAT 

工アヒー告を作動させるためには、キーを HEATの位置

に回す必要があります。キーを HEATの位置に図すと、

ヒートランプが数秒間 (101:4秒間 /01:15秒間)点

灯します。ヒートランプが消灯したら、キーを START

に回して始動操作を行います。
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…叫

図 12

注記 I 
エンジン寿命を最大に保つために、エンジンを停止する

際には、除冷運転(負荷を切り低速回転で5分間)を行

うことをお勧めします。この除冷運転により、過給機

(装備している場合)や排気系統などの高温で動作する

エンジン部品の温度を、エンジン停止前にわずかに下げ

ることができます。

注記 1 
ス51一台スイッチの始動操作は 15秒以内にしてくださ

い。ス合一女モ一生が加熱して故障するおそれがありま

す。
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3.製品概要

図 13に示す特殊な仕様としてス宝ータスイッチが3つの操作位置 (OFF、ON、START)があります。

日 OFF

キーが垂直に向いている状態

固 ON

エンジン運転中のキーの位置です。エンジンが止まって

いるときにキーを ONの位置に屈すと、計器類、警告ラ

ンプ、電磁式燃料フィードポンプ、および予備装置が作

動します。

回 START

作動は標準ス51-51スイッチと同様です。

「 均一1
工ンジン寿命在最大に保つために、エンジンを停止する

際には、除冷運転(負荷を切り低速回転で 5分間)を行

うことをお勧めします。この除冷運転により、過給機

(装備している場合)や排気系統などの高温で動作する

エンジン部品の温度を、エンジン停止前にわずかに下げ

ることカずできます。

| 注記

ス合一女スイッチの始動操作は 15秒以内にしてくださ

い。ス合一世モ一生が加熱して故障するおそれがありま

す。

VANMAR TNV Sor陶取扱説明書
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図 13
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3.製品概要

グロープラグ

一
圏特殊 遇涜 室式ヱル

圏州8叫訂 刑N附V88臼臥山…Z乙ねM、， 3T訂 叩T
3TNV88-U、4TNV88-Z、4TNV88-B、
4TNV88-U 

7口 プラグは、特殊遇流室式工ンジンの場合、過流室

内へ突き出す形で、直接噴射式の場合、ピストン燃焼震

に突吉出す形でそれぞれシリンダヘッドに装着されて

います。グロープラグは低温時のエンジン始動を補助す

る働きがあり始動操作時数秒間通電します。ヒートラン

プが消灯するのを目安にして、エンジンの始動操作を行

います。

エアヒータ
E趨 幽 昼 呂 田 曲 部 制 附 刷 料 開

圏 …4T-一…、4TNV84T・Z、4TNV84T-B、
4TNV98園Z、4TNV98-E、4TNV98T-Z、
3TNV82A、3TNV84、3TNV84丁、
3TNV88、4TNV84、4TNV84.丁、

4TNV88、4TNV94L、4TNV98、
4TNV98T、4TNV106、4TNV106T

図 14

エアヒ 生 (1，図 14) は、吸気マニホールドの上にあ

ります。加熱された吸気によって、低温時のエンジン始

動を補助することができます。エアヒー空は、エンジン

始動時の数秒間作動します。ヒートランプが消灯するの

を目安にして、エンジンの始動操作を行います。
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ガバナレバー 一帯
臨

2 

T 

3 

圏

…2~A 

図 15

注記 I 
制限ボルトを調節して、無負荷最低回転速度または無負

荷最高回転速度を変更し立いでください。作業機の安全

性と性能が低下したり、製品寿命が短くなるおそれがあ

ります。制限ボルトの認整力、必要な場合には、ヤンマー

の販売会社、特販席までお問い合わせください。

万パナレバー (1，図 15) には、エンジン回転速度を調

節する働きがあります。ガパナレバーは、作業機側のア

クセル装置(アヲセルハンド)~、アクセルペダルなど)

につながれています。

無負荷運転中のエンジンの最高額転速度は、無負荷最高

回転制限ボルト (2，図 15)によって制限されています。

無負宿運転中のエンジンの最低図転速度は、無負荷最低

回転制限ボルト (3，図 15)によって制限されています。

TNV Series取扱説明書 V調NMAR



踊電子制御式の回転速度制御

3TNV84T-Z、4TNV84T-Z、3TNV88-Z、
4TNV88-Z、4TNV98・Z、4TNV98-E、
4TNV98T圃 Z

電子制御式エンジンにはガパナレバーはありません。

作業機設置のアクセルレバーあるいはフートアヲセル

による目標回転速度を、図 16に示すアクセルセンサに

より電気信号に置換え図 17に示すE-ECUによりエコガ

パナのラッヲアウチュエ一歩(図 18)への作用にでエ

ンジン回転速度を制御します。

図 16

図 17

ラッヲアクチュエータ

図 18

V蝿NMARTNVSer陣取扱説明書

3.製品概要

エンジン停止ソレノイド

函 19

キーを ONの位置に回すと、エンジン停止ゾレノイド

(1，図 19)への通電が起こります。これにより、燃料噴

射ポンプからエンジンに燃料が送り出されて、エンジン

を始動することができます。キ を OFFの位置に回す

と、エンジン停止ソレノイド (1，図 19)への通電が止

まります。これにより、燃料噴射ポンプからのエンジン

への燃料供給が遮断されて、工ンジンを停止することが

できます。

電子制御エンジンの場合、キーを ONあるいは OFFし

た場合それらの信号がE悶 ECUに送られ、ラックアヲチュ

エ一台への作動コントロールにより始動時燃料噴射量

の確保、停止時には燃料をカットしエンジンを停止する

ことができます。したがって電子制御エンジンには停止

ソレノイドは装備されていません。
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3製品概要

電子制御式エンジンの回転制御

圏
3TNV84T，個Z、4TNV84T-Z、
3TNV88-Z、4TNV88・Z、4TNV98・Z、

4TNV98・E、4TNV98T-Z

圃エンジン作業性能

エンジンの作業時性能は大略(図 20)のように設定さ

れています。詳細は機種によりあるいは作業機種類によ

り異なりますので注意が必要です。

ドJレープ制御

一般産業用に使用される VM仕様は、 (1，図 20)に示さ

れる 30%負荷回転数から定格出力までの負荷により一

定の割合で回転速度低下するように設定されています。

この低下割合は、すべての無負荷回転速度において同

です。

アイソクロナス制御

発電機用に適用される CL仕様は、位，図 20)に示され

るアイソクロナス制御と言われる無負荷回転数から定

格出力まで回転速度が変わらないよう制御された方式

を適用しています。

一般産業用に使用される VM仕様の中でも作業機によっ

ては、オプション仕様として (2，図 20) に示されるア

イソクロナス制御を適用している場合があります。その

場合は作業機の取扱説明書に準じてください。

120 
110 
100 

A
X
Z
 

30 

800 min~1 60抗

エンジン回転速度

陸 20

100唱

図 21

注本図は参考用としての模式図です。

ローアイドル回転アップ

冷態時、冷却水混度によりエンジンの口ーアイドル回転

速度を引き上げ、冷却水温度が設定値に達すると元の

口ーアイドル回転に戻り、暖機を早めることができま

す。

オートデセル制御(オプション)

エンジン運転中、ある一定時間作業をしない(エンジン

負荷が掛からない)と判断されると君、自動的にローア

イドル回転速度を選択します。作業開始でアクセルセン

サに信号が入るとキャンセルされます。

例えば、操作パネルのスイッチ (1~4，国 21) の ON/

OFFに組み合わせることでオートデセル制御となりま

す。(この機能はオプション仕様です。また、これらの

スイッチ仕様・操作・取り扱いについては作業機の取扱

説明書に準じてください。)

ハイアイドJレ回転抑制(オプション)

;令態E寺、冷却水温度によりエンジンのハイアイドル回転

速度を引き下げ、冷却水温度が設定値に達すると元のハ

イアイドル図転にして、燃焼失火や白煙発生を抑えるこ

とができます。

例えば、操作パネルのスイッチ (1~4，図 21) の ON/

OFFに組み合わせることでオートデセル制御となりま

す。(この機能はオプション仕様です。また、これらの

スイッチ仕様・操作・取り扱いについては作業機の取扱

説明書に準じてください。)

その他

操作パネルのスイッチ (1~4，図 21) の ON/OFF に組

み合わせることで、そのほかの機能を持たせることがで

きます。オプション仕様として作業機の取扱説明書に準

じてください。
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4‘運転前の準備

4.運転前の準備

本章では、ディーゼル燃料、エンジン潤滑油、およびエンジン冷却水の不凍液の規格と、それぞれの補給手順につい

て説明しています。また、日常のエンジン点検についても説明しています。

V到NMARTNV Series取扱説明書 45 



4.運転前の準備

4.1 ディーゼル燃料

燃料規格

ディーゼル燃料は、以下の規格に適合する必要がありま

す。以下の表に、 t世界各国のディーゼル燃料規格の一部

を示します。

ディ ゼル燃料規格 地域

JI5 K2虫04白目de2号 日本

A5TM 0975 

No. 10515 米国

No. 20515 

EN590 (2009) EU (欧州連合)

15082170MX 国際規格

852869-A1 (またはA2) 英国

K5M・.2610 韓国

白8252 中匝

-そのほかの燃料基準

・燃料のセ宮ン価は45以上であること。寒冷地や高い高

度の場所で運転する場合にはこれより高いセ合ン価

のディーゼル燃料が必要になります。

・硫黄分は、全体の質量の 0.5%未満であること。

ただし、推奨値は 0.05%未満。 EGR付電子制御式エ

ンジンは、 0.1%未満の燃料を使用してください。

一般的に高硫黄燃料を使用しますとシリンダ内の硫

酸腐食を発生させるおそれがあります。

特にアメリカ合衆国・カナダにおいては、 UltraLow 

8ulfur燃料を使用すること。また、 EU域内において

は、硫黄分は、全体の質量の 10ppm (最終販売時点

で 15ppm)未満であること。

・寒冷期の燃料凍結を防ぐために、予想される使用外気

温度の最低値より 12"C (53.6" F)低い環境でも使

えるディーゼル燃料を選んでください。

・バイオディーゼル燃料

詳細は、「バイオディーゼル燃料Jをお読みください。

・燃料内の水および沈殿物は、200mg/kg以下であるこ

と。

・灰分は、質量で 0.01%以下であること。

・残留炭素分は、全体の質量の 0.35%未満であること。

ただし、推奨値は 0.1%未満。

・総芳香族分は、全体の体積の 35%未満であること。

ただし、推奨値は 30%未満であること。

46 

• PAH (多環芳香族炭化水素)は、全体の体積の 10% 

未満であること。

・金属分(マタネシウム、ケイ素、アルミニウム)は、

質量で 0.01ppm未満であること。 (JP卜58.44.95試

験分析手法)

・亜鉛、ナトリウムフリーであること。

・潤滑性は HFRR試験での W81.4の摩耗傷が、最大で

460μmまでとする。

E禁止事項

・灯油は使用しないこと。

・ディーゼル燃料には、灯油、使用済みエンジン潤滑油

をi見ぜないこと。

・燃料フィル生の目詰まりや、インジェクタのカーボン

tt積物の原因となる、残留燃料は使用しないこと。

・ドラム缶などに長期保存した燃料は使用しないこと。

・内側を亜鉛メッキした容器に燃料を保管しないこと 0

・非正規販売庖から購入した燃料は使用しないこと。

・燃料添加剤の使用はお控えください。一部の添加剤

は、エンジン性能が低下する原因となります。水抜き

剤等アルコール分を含む添加剤lは燃料シール部分に

悪影響を与え燃料漏れの原因となるおそれがありま

す。詳細は当社の担当者までお問い合わせください。
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圃バイオディーゼル燃料

1バイオデイーゼル燃料の概要

a)バイオディーゼル燃料は、大豆や菜種などの農業資

i原や再生可能資源から作られた再生可能な含酸素燃

料です。バイオディーゼル燃料は、植物油、動物性

脂肪、食用油のエステル交換からもたらされる長鎖

脂肪酸のメチルかエチルエステルベースから成り

立っている燃料です。軽油には含まれていませんが、

どの段階でも軽油と混合することがで吉ます。軽油

と混合しないバイオディーゼル燃料は iB100Jと呼

ばれ、それは 100% (純粋な)バイオディーゼル燃

料から構成されていることを意味します。しかし、

一般的なバイオディーゼル燃料は軽油との混合燃料

です。混合の比率は、その名称で識別されます。例

えば iB7J は、 7% (体積)のバイオディーゼルと

93 %の軽油で構成されており、 iB20Jは20% (体

積)のバイオディーゼルと 80%の軽油で構成され

ています。未加工の植物油はバイオディーゼル燃料

と考えられていません。

b)バイオデイーゼル燃料のメリット

・バイオディーゼhル燃料は、煙が少なく、粒状物質

も少量。

・バイオティーゼル燃料は、生物分解可能で毒性が

ありません。

・バイオディーゼル燃料は、引火点がより高いので、

通常の軽油よりも安全です。

排ガスエミッション削減と石油をベースにした燃料

の使用削減に対する関心の高まりを受けて、政府や

規制団体はバイオディーゼル燃料の使用を奨励して

います。

c)バイオディーゼル燃料のデメリッ卜

濃度が 7% (B7) を超えるバイオディーゼル燃料

は、エンジンの性能や耐久力に悪影響をおよぼす可

能性があります。バイオテεイーゼル燃料の混合レベ

ルが高まるにつれて、エンジンの問題発生リスクも

高まります。下記に代表的立高濃度バイオディーゼ

ル燃罪判車用時の影響を示します。

V調NMARTNV Series取扱説明書

4.運転前の準備

-バイオディ ゼル燃料は、アルミニウム、真ちゅ

う、青銅、銅および亜鉛の酸化腐食を早めます。

.バイオテ‘イーゼル燃料は、特定のシール、ガスケッ

ト、ホース、接着剤やプラスチックを損傷させ、

最終的には浸出させます。

・特定の天然ゴム、ナイトライドやブチルゴムはバ

イオテ‘ィ ゼル燃料とともに使用されると、劣化

が進むと同時に固くてもろくなります。

・劣化したバイオテ‘イーゼル燃料は、エンジン内に

堆積物を作り出します。

・バイオディーゼル燃料は軽油と比較するとエンジ

ン出力が約 2%低減します (B20の場合)。

・軽油と比較すると燃料消費率は約 3%増加します

(B20の場合)。

2.使用可能なヱンジン

下記のヤンマーエンジンシリーズは、濃度 820までの

バイオテ官イーゼル燃料で運転可能です。濃度 87までの

バイオディーゼル燃料を使用する場合は特別な準備な

どの必要はなく、取扱説明書で説明されている運転条件

とサービス時期が遁周されます。下記に示したエンジン

を濃度目B以上日20までのバイオテ.イーゼル燃料で運転

する場合は、下記4項に示します運転条件を守ってくだ

さい。

日20バイオディーゼル燃料で運転することができるエ

ンジンは下記を参照ください。

3TNM68、3TNM72、2TNV70、3TNV70、3TNV76

デループ
3TNV82A 3TNV84(T)， 3TNV卵、 4TNV84(T)

4TNV88、4TNV94L、4TNV98(T)、4TNV106(T)
A 

4TNE92、4TNE94L、4TNE98(フォ-'7リフト用)

3TNM74F、3TNV74F、3TNV80F(T)、3TNV88FI

グループ
3TNV88C、4TNV88C、4TNV98C(T)

3TNV86C(卜i)丁、 4TNV86C(H)T
B 

4TNV94H丁、 4TNV94CH丁、 4TNV94FHT
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4.運転前の準備

3.推奨燃料

バイオディーゼル燃料(濃度目20まで)を使用する場

合、その燃料は下記の規格に遁合したものを使用してく

ださい。しかし、未加工の植物油はバイオテ=イーゼル燃

料とは考えられず、どの濃度であっても使用することは

できません。

a)欧州規格 EN14214または米国規格ASTM0-6751 

日本では JISK 239。
特に北米においては、必ず 80-9000認証の製造メー

カおよび 80-9000承認の販売席から購入してくだ

さい。

b)上記すべての適用エンジンは、 820(20 %バイオ燃

料混合)までのバイオディーゼル燃料で運転可能で

す。(参考:岡本における路上用途での法的な最大許

容濃度は 85です。)

特に 87(7 %)までのバイオディ ゼル燃料であれば、

ヤンマーの小形産業用エンジンすべてで使用可能で、特

別な準備や以下に示す運転条件の適用の必要はありま

せん。ただし、取扱説明書の標準運転条件を厳守してく

ださい。

4.バイオディーゼル燃料 (88-820)での運

転のための条件

混合濃度目7を超えるバイオディーゼル燃料で適用ヤン

マーエンジン (2項)を運転する場合、下記の運転、サー

ビス、そして保守条件を守ってください。

白)下記で説明するサ ピスについては、それぞれの工

ンジンの取扱説明書、サービスマニュ]7)レに記載さ

れているサ ピス時期の半分としてください(各

サーピスの時期についてはお客さまの自身のマニュ

アルを参照してください)。

-燃料フィル舎の交換時期

.治水分離器の掃除』寺期

・燃料合ンクのドレン時期

b)燃料噴射弁またはインジェク空の点検、清掃を 1000

時間ごとに行ってください。

燃料ゴムホ スに関しては、軽油使用時と同様に2年

もしくは2000時間ごとの部品交換を必ず実施してく

ださい。

c)バイオテ号イーゼル燃料を使用する前に、下記の部品

の交換を行ってくださし、。(バイオディーゼル燃料

811から 820を使用する場合のみ)
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-グループA

①燃料ホース(内面の材質がフッ素コムのものを

使用してください)

②燃料フィードポンプ(ダイヤフラム式の場合)

③泊水分離器(取り付けられていなければ、取り

付ける必要があります)

④燃料フィル空の Oリング

⑤泊水分離器の Oリング

・グループB

①油水分離器の Oリング

d)マニュアルに記載されたエンジンの動作環境に適合

した環境で使用してください。

特に気温がo"C以下になるような場所では使用しな

いでください。

e)下記の日常点検か耳寺に重要と立ります。

1-エンジン潤滑油量の始業点検をしてください。

潤滑油量が前日の潤滑油量以上に上昇した場合

は、エンジン潤滑油を交換してください。

2-油水分離器の水位の始業点検をしてください。

水イ立が「最大jインジケ一宮以上に上昇した場合

は、泊水分離器の排水を行ってください。

f)混合濃度 820までのバイオディーゼル燃料は、バイ

オディーゼル燃料製造日から 3カ月以内のかぎられ

た期間のみ使用可能です。したがって、バイオディー

ゼル燃料は生ンクへの給油から 2カ月以内か、燃料

の生産時期から 3カ月以内の、いずれか先に達した

時点までに使用してください。

g)エンジンを運転せず長期保管する場合、バイオディー

ゼル燃料を完全に抜き出したうえで、軽油で少なくと

も30分間運転する必要があります。その後、取扱説

明書の手順に従った作業を実施してください。

参考に、各ブレンドによる使用条件の相違の概要を下表

に示します。詳細は、上記c) を参照ください。

7レンド
サピス

インターパル
部品交換要苔 i車用

~B7 標準 不要
小形産業用
全機穫

B8~ B10 標準の半分 不要
ずJレブAおよ
ぴヴルプ日

B11 ~B20 標準の半骨
直要 グルブAおよ

(詳細はc)を参照) ぴデルプB

標準軽油使用時と同一
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4.運転前の準備

.B20対応用 KIT部品一覧(全TNVエンジン)

KIT.V270BGS.BI 間T-V370BGS-BI KITN382BGS.BI KIτV3848GS-BI 

2TNV70 3TNV70、76 3TNV82A 3TNV84 ('円、 88

D19446.59250 D19746-59250 D29283-59250 D29283..59260 

No (1) (1) (1) (1) 

長さ 2000 2000 2000 2000 

タンク - / - タンク 部品番号 129946-59050 1299朝吋59050 129946町59050 129946-59050 

部品名称 FO_T CMP FO-TCMP FO-T CMP FO-T CMP 

儒激 2 2 2 2 

No (2) (3) (4) (4) 

長さ 380 450 1000 1000 

フィードポンプ - 7ィル" 部品番号 1195相ド59030 119546-59020 129946-59040 129946日59040

部品名称 CW.TCMP FO.TCMP FO.T CMP FO-TCMP 

伺艶 1 1 1 

N。 (司 恒} (6) (5) 

長さ 220 270 270 220 

フィルタ ~帯、料ポンプ 部品番号 129236-59000 119546-59200 119546-59200 129236-59000 

部品名称 CW-TCMP FO-TCMP FO-TCMP FO.T CMP 

個鵡 1 

No (酌 (11) (9) (7) 

長さ 320 450 350 300 

酷料ポンプ~ フィル" 部品番号 119546-59210 119臼6-59220 119946-59200 129236-59010 

部品名称 FO.TCMP FO-TCMP FO.TCMP FO.TCMP 

但暗主 1 1 1 

部品番号
119593-59581 

111294589620レ-579756剖80 
124060-77680 

ノズル(キャッブ) 部品名称 不要 不要
CAP CAP 
CLlP CL1P 

個誼
1 

1 1 

No (13) (13) 

長さ 115 115 

ノズル ~ ノズル 部品番号 不要 不要 12948&<i9581 129486--59581 

部品名称 FO-T CMP FO伺TCMP

個数 2 2 

N。 日目 (16) (1η (17) 

長さ 150 150 成型 成型

ノズル ~酷判ポンプ 部品番号 119546..59300 119546-59300 129636-59561 129636崎59561

部品名称 FO-T CMP FO-TCMP FO幽TCMP FO・TCMP

値段

FOフィ'""
。リングのみのま換。 不要

P44 : 24316-000440→ A (カートりッジタイプの詣)

。りングのみの茸撞。

0 リングのみのま換。
G75 : 24326-000750→ C 

油水分離器 P16' 24316心00160→ D
P44 : 24316-000440→ B 

P7: 24316心00070→ E
G65 : 24326-0開国0→ C(旧大洋投研用)
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4運転前の準備

No 

長さ

9ンク - ! - 9ンヲ 部品番号

部品名称

倒量

No 

長さ

7ィードポンプ~ フィルタ 部品番号

部品名称

個数

No 

長さ

フィ 1"虫 ~鵬料ポンプ 部品番号

部品名称

伺盤

No 

長さ

酷料ポンプ~ フィ 1"9 llIl唱番号

部品名称

恒盤

部品番号

ノズル(キャップ) 部品名称

個畳

N。
長さ

ノズル ~ ノズル 部品番号

部品名称

個量

No 

長さ

ノズル~燃料ポンプ 部話番号

部品名称

個盤

FOフィ"9

凍水分離器

電磁フィ ドポンプ

50 

KJT-V484BGS-81 KIτV484TBGS-BJ KJT-V494GS-BJ KIT.V498ZGS.BI 

4TNV84，88 4TNV84T 
4TNV94し、 98(T) 4TNV98 (T) 

アjer2 アIer3

D29683..59250 D29683畑59260 D29946-59250 D29943-59250 

(1) (1) (1) (1) 

2000 2000 2000 2000 

129946-.59050 129946-59050 世田相-59050 129946-59050 

FO-T CMP FO・TCMP FO-TCMP FO.TCMP 

2 2 2 2 

(4) (4) (4) (4) 

1000 1000 1000 1000 

129946-59040 129946-.59040 129946-59040 129946.59040 

FO.TCMP FO司.TCMP FO.T CMP FO.TCMP 

? 1 

(8) (8) (9) (6) 

320 320 350 270 

119546-59210 119546-59210 119946-59200 119546-59200 

FO-TCMP FO-T CMP FO-TCMP FO-TCMP 

1 f 

(11) (11) (11) (9) 

450 450 450 350 

119546-59220 119546司59220 119546-59220 119946-59200 

FO同TCMP FO才CMP FO出TCMP FO.TCMP 

1 

119593-59581 
124060-77680 

CAP 
不要 不要 不要

CLlP 

1 

(13) 

115 

129486-59581 不要 不要 不要

FO・TCMP

3 

(17) (14) (15) (15) 

成型 95 110 110 

129636司59561 119946-59100 129946-59300 1 29946-59300 

FO-TCMP FO-TCMP FO.TCMP FO-TCMP 

1 1 

不要
(カ トリッジタイプの為)

。υンずのみの宝換。
675: 2岨26-000750→ C
P16 : 24316-000160→ P 
P7 : 24-316-000070→医

G田 24326-000650→ C (旧大洋詰研用)

KIT.M368GS回FP

D19125-93100 

電磁フィードポンプ 119225-52102
フィ ドポンプカバ CMP : 129255-52000 

KJT-V4106BGS-BJ 

4TNV106 (η 

D2-3946眠.59250

(1) 

2000 

129946-59問。

FO-TCMP 

2 

(4) 

1000 

129946-59040 

FO'γCMP 

1 

(10) 

400 

129946-.59220 

FO司TGMP

1 

(12) 

500 

129946-59230 

FO-TCMP 

不要

不要

(1司

110 

129946-59300 

FO-TGMP 

1 
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4.運転前の準備

現行 旧(大洋技研)

B A 24316-000440 (P44) 

B 24316-000440 (P44) 

C 
24326-000750 24326-000650 

(G75) (G65) 

D 24316-000160 (P16) 

E 24316回 000070(P7) 
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l A危険 へ|

火災および爆発に関するご注意靴 引九一一…一寸4引…ゼ官制Jルレ
非常に高い引火性およひび、爆発性を持ち

ます。

・燃料タンクには、ディーゼル燃料のみを入れてくださ

い。燃料タンクにカ》ソリンを入れると、火災につなが

るおそれがります。

・燃料を給油するときには、必ずエンジンを止めてくだ

さい。

・こぼした燃料は、直ちにふき取ってください。

・給油の際には、火花、火炎、およびあらゆる発火物

(マッチ、たばこ、静電気を発生する泰材など)をそ

ばに置かないでください。

・燃料タンクには、規定量を超えて給油しないでくださ

-燃料タンクに給油後は、必ず換気の良い場所て燃料を

保管してください。

・ポンプで燃料容器にデイーゼル燃料を移すときには、

必ず容器を地面に置いた状態で行ってください。容器

に燃料を補給している聞は、ホースのノズルを容器の

側聞に対してしっかりと固定してください。これによ

り、静篭気による火花で、気化した燃料に引火するこ

とを防ぐことができます。

・エンジン運転中または工ンジンを停止した直後には、

ディーゼル燃料、またはそのほかの引火性物質(油類、

わらくず、枯れ草など)をエンジンの近〈に置かない

でください。

・エンジンを運転する前に、燃料漏れがないか確認して

ください。ゴム製の燃料ホースは、 2年ごとまたは

2000時間のエンジン運転ごとの、いずれか先に達し

た時点で新品と交換してください。また、その問、工

ンジンが稼働していない場合にも交換してください。

ゴム製の燃料ホースは、 2年間または 2000時間のエ

ンジン運転時間のいずれかが先に経過した時点、で、乾

燥しでもろくなります。

・順守できない場合は、死亡または重傷につながるおそ

れがあります。

ト 注記 l 
-最高の工ンジン性能を保つために、ヤンマ一指定の燃

料のみを使用してくださし」指定以外の燃料を使用す

ると、エンジンの損傷を引き起こすおそれがありま

す。また、指定燃料は、米国の EPA(米国環境保護

庁)およびARB(大気資源局)の保証規定に適合して

います。

・きれいなディーゼル燃料のみを使用してください。

・給油口に付いている一次フィル女を、取り外さないで

ください。ごみなどの異物が燃料系統に混入して、目

詰まりを引き起こすおそれがあります。

以下の図は、一般的な燃料生ンヲの例として記載してい

ます。お使いの装置の燃料歩ンクとは、異なる場合があ

ります。

1燃料キャップ (1，図 1)の周囲の汚れを取り除きま

す。

2燃料空ンク (2，図 1)の燃料キャップ (1，図 1) を

取り外します。

3.i由商ゲージ (3，図 1) を確認しながら、燃料が燃料

空ンウいっぱいに止るまで給油を行います。燃料:Jr

ンクには、規定量を超えて給油しないでください。

4.燃料キャップ (1，図 1)を元通りに取り付けて、しっ

かりと手で締めます。締めすぎると、燃料キャップ

が破損しますので注意してください。

2 

図 1
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-燃料系統への送油

J A危険 l 
火災および爆発に関するご注意

紘一一…して非常に高い引火性および爆発性を持ち

ます。

-電磁式燃料フィードポンプ仕様の製品で燃料系統へ

の圧送を行う場合には、ス事-51スイッチのキーを 10
から 15秒間 ONの位置に回して、電磁式燃料フィー

ドポン7'で‘の燃料系統の圧送を行ってください。

・機械式燃料フィードポンプ仕様の製品で‘燃料系統へ

の圧送を行う場合は、燃料フィルヲのカップが燃料で

いっぱいになるまで、燃料ポンプの燃料プライミング

レバーを数回操作してください。

・燃料系統への給油中には、通気弁を開けないでくださ

い。燃料フィルタには、空気抜きボルトが内部に備え

付けられています。

・順守で君ない場合は、死亡または重傷につながるおそ

れがあります。

圏肝…場合同桝繍吋料送
油を行う'lb、要があります。(特殊遇流エンジ

ンのみ)

・初めてエンジンを始動する前

・燃料が切れて、燃料事ンクに燃料を補給したあと

・燃料フィル舎の交換、油水分離器のドレン抜き、また

は燃料系統部品の交換などの、燃料系統の保守点検を

f子ったあと

電磁式燃料フィードポンプが装備されている製品で、燃

料系統への送油在行うには、以下の手順に従います。

1.キーを ONの位置に闘して、 10~ 15秒間保持しま

す。これで、電磁式燃料フィードポンプから燃料系

統に燃料が送られます。

2ス5-51でエンジンを始動して、燃料系統への送油

は行わないでください。ス安一生が加熱して、コイ

ル、ピヱオンギヤ、始動用ギヤなどを破損するおそ

れがあります。

V調NMARTNVSer間取扱説明書

4.運転前の準備

機械式燃料フィードポンプが装備されている製品で、燃

料系統への燃料送油を行うには、以下の手順に従いま

す。

1燃料フィル歩のカップ (2，図 2)が燃料でいっぱい

になるまで、燃料プライミングレバー(1，図 2) を

数回動かします。

2.ス安一安モ ゴ誌でエンジンを始動して、燃料系統へ

の送i由は行わないでください。ス5一宮モー告が加

熱して、コイル、ピニオンギヤ、始動用ギヤなどを

破損するおそれがあります。

2 

図2

圏…うな場合同問的燃料送
3由を行う必要があります。(霞噴エンジンの

み)

・初めてヱンジンを始動する前

・燃料が切れて、燃料生ンクに燃料を補給したあと

・燃料フィル虫の交換、泊水分離器のドレン抜宮、また

は燃料系統部品の交換などの、燃料系統の保守点検を

行ったあと

燃料系統への送池を行うには、以下の手順に従います。

1.キーを ONの位置に回して、 10~ 15秒間保持しま

す。これで、電磁式燃料フィードポンプから燃料系

統に燃料が送られます。

2ス安 -5モ一堂でエンジンを始動して、燃料系統へ

の送油は行わないでください。ス合一台モ-1誌が加

熱して、コイル、ピニオンギヤ、始動用ギヤなどを

破損するおそれがあります。
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4.運転前の準備

4.2 エンジン潤滑油

[i 注記 l 
-指定以外のエンジン潤滑油は使わないでくださし」指

定以外のエンジン潤滑油を使用した場合は、メーカ保

証の対象外となる場合があります。また、エンジン内

部の装置が急に停止したり、ヱンジン寿命が短くなる

原因となります。

・ごみなどの異物で、エンジン潤滑油が汚れないように

してください。給油口ふたを取り外す前に、給油口ふ

た、検油棒、および給油口まわりの汚れを丁寧に除去

してくださし」

・異なる種類のエンジン潤滑油を混ぜ合わせて使わな

いでください。エンジン潤滑油の潤滑性能が'1!l;下する

場合があります。

・エンジン潤滑油は、規定量を超えて給油しないでくだ

さい。エンジン潤滑油を入れすぎると、排気口から白

い煙が出たり、エンジンの急回転やエンジン内部の損

傷を引き起こすおそれがあります。

圃エンジン潤滑油規格

以下の基準および分類と同等、またはそれ以上の品質の

エンジン潤滑油を使用してください。

園サービス分類

・APIサービス分類 CO、CF、CF-4、Cト4

(EGR付電子制御式エンジンは CF以上)

• ACEAサービス分類 E-3、E目 4、および E・5・JASOサービス分類 OH-1

-規格制定団体

・API分類(米国石油協会)

• ACEA分類(欧州自動車製造者協会)・JASO (日本自動車技術会)
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| 注記 l 
-エンジン潤滑油、エンジン潤滑油保管容器、およびエ

ンジン潤滑油給油器に、沈殿物や水が入らないように

注意してくださし、。

・エンジン潤滑油の交換は

1.250 時間ごとに (101モデル)

2.500 時間または 1年ごとに (01モデル)

行ってください。

ただし交換時間は作業機種類や潤滑油の容量等によ

り異なります。作業機メーカから提供される取扱説明

書をお読みください。

・エンジン運転時の外気温度に合った、潤滑油粕度を選

んで使用してください。詳細は、図 3の「粘度番号表

(SAE分類)Jをご覧ください。

-エンジン潤滑油の添加剤の使用は控えてください。

園そのほかのエンジン潤滑油基準

丁目N(全塩基価)が 1.0mgKOH/gまで低下した場合は、

エンジン潤滑油の交換を行う必要があります。 TBN

(mglくOH/g)試験手法は、JISK-201-5.2-2 (HCI)、 ASTM

04739 (HCI) に規定されています。

圃エンジン潤滑油粘度

エンジン潤滑油粘度は、外気温度に合ったものを選ぷ必

要があります。選ぶ際には、図 3の「粕度番号表 (SAE

分類)Jを参照してください。

z←-SAE1剛一→i 1 1 1 

: ~SAE.2瓜V411 1 

←-←吋5M-←→il
降一一十一品目。'w..ao__ ←白+1 1 

ーー.J-s正 15W40_ー..___
1 ←SAE 20 -+-¥ : 
: I トSAE30~ ー
1 1 1HJAE40→{ 

，22~F -4OF 140F 320F 50・F 68・F 86・F 104・F
(-30'C)十.20・c)(-10'C) (0・C)(10・C)(20・c)(30・C)(40・C)

07Sl.17-0OXO。

図 3
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-エンジン潤滑油の点検
1エンジンが'7)く平になっているか確認します。

2検油棒 (1，図 4) を取り出して、清潔な布で汚れを

ふき取ります。

3.検油棒を、検j由棒穴の奥まで差し込みます。

4.検油棒を取り出します。潤滑油のj由面位置は、検油

棒の上限目盛り (2，図 4) と下限恩盛り (3，図 4)

の聞に入っている必要があります。

5.検油棒を、検i由棒穴の奥まで差し込みます。

・エンジン潤滑油の給油

1エンジンが水平になっでいるか確認します。

2給油口ふた (4，図 4)を取り外します。

3上部または側面にあるエンジンi閏滑油絵油口 (5，図

4)から、規定量の給油を行います。

上部(ボンネット)給油口から給油するときは、潤

滑油を徐々に給油してください。目安は 1.2リット

ル以下の量を 30秒以上の間隔を空けて給油してく

ださい。一度に潤滑油を給油すると、クランヲ室に

だけでなく燃焼室にも潤滑油が流入してしまうこと

があり、滞留するとオイルハンマを起こしエンジン

破損につながるおそれがあります。 園圃圃園

4.3分時聞を置いてから、 i由面の位置を確認します。 I品.!!I
5必要に応じて、潤滑油を追加します。 届幽幽a
6.給油口ふた (4，図 4) を元通りに取り付けて、しっ

かりと手で締めます。締めすぎると、破損するおそ

れがありますので注意してください。

V畑IIMJlR TNV Ser間取扱説明書

4.運転前の準備

間 00007llX

図4
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4，運転前の準備

・ヱンジン潤滑油容量

以下の表には、[深型Jのオイルパンに関するエンジン

潤滑油容量を記載しています。エンジン潤滑油容量は、

各工ンジンで使用するオイルパンの種類によって異な

ります。お使いの作業機の実際のエンジン潤滑油容量に

ついては、作業機メーカから提供される取扱説明書をお

読みください。

ヤンマー TNVシリーズの、各エンジンにおける標準エ

ンジン潤滑油容量を以下に示します。

圏一一量
エンジン形式 検泊榛上限・下限目盛り

2TNV70 (VM) 1.8/1.2 Q 

2TNV70 (CH) 2.211.2 Q 

2TNV70 (VH) 1.8/1.2 Q 

3TNV70 (cL)、
2.8/1.5 Q 

3TNV70 (VM) 

3TNV70 (CH) 3.8/2.1 Q 

3TNV70 (VH) 2.8/1.5 Q 

3TNV76 (VM) 3.4/1.8 Q 

3TNV76 (CL) 3.4/1.8 Q 

3TNV76 (CH) 4.4/2.3 Q 

3TNV76 (VH) 3.4/1.8 Q 
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国 U ジ山ル容量

エンジン形式 検f由様よ恕・下限目盛り

3TNV82A、3TNV82A-B 5.5/3.6且

3TNV84、3TNV84丁、

3TNV88、3TNV84T-Z、

3TNV84T-B、3TNV88之、 6.7/3_9阜

3TNV88-B、3TNV88-E、

3TNV88-U 

4TNV84、4TNV84丁、

4TNV88、4TNV84T-Z、
7.4/4_0且

4TNV84T-B、4TNV88之、

4TNV88-B、4TNV88-U

4TNV94L、4TNV98、

4TNV98T、4TNV98-Z、 10.5/6_0 Q 

4TNV98E、4TNV98T-Z

4TNV106 (CL)、
14_0/5_0 Q 

4TNV106T (cL) 

4TNV106 (VM)、
14_0/6_5 Q 

4TNV106T (VM) 

TNV S副田取担説明害 V渦NMAR



4.3 エンジン冷却水

l A危険 l 
蒸気・熱湯やけどに関するご注意

・エンジンが熱い聞は、ラジ工-11キャッ

プを聞けないでください。蒸気や熱く

なった冷却水がふき出して、やけどをす

るおそれがあります。エンジンの温度が

下がるのを待ってから、ラジヱ-5
キャップを開けてください。

・点検後は、ラジエータキャップ在確実に締めてくださ

い。十分に締まっていないと、運転中に蒸気がふき出

すおそれがあります。

・冷却水量は、サブ5ンヲの水位を見て常に点検してく

ださい。

・順守できない場合は、死亡または重傷につながるおそ

れがありますロ

d 
やけどに関するご注意

-エンジンがまだ熱いうちにエンジン潤

滑油を抜き取る必要がある場合には、熱

くなったエンジン潤滑油でやけどする

のをさけるために、エンジンから離れて

行ってください。自の保護具を必ず着用

してください。

・順守できない場合は、死亡または重傷につながるおそ

れがあります。

V潤HMARTNV Seri田取扱説明書

4.運転前の準備

機翻麟鵬!鱗融繍麟離縁麟鱗
冷却水に関するご注意

配
-ロングライフクーラントを

取り扱うときには、自の保

護具およびゴム手袋を着用

してください。万が一、冷

却水が自や皮膚に付着した

場合には、清水できれいに

洗い流してください。

・順守できない場合は、けがを負うおそれがあります。

注記 1 
-指定以外の不凍液は使わないでください。指定以外の

不凍液を使用した場合は、メーカ保証の対象外となる

場合があります。また、エンジン内部にきびゃ水あか

が発生し、エンジン寿命が短くなる原因となります。

・ごみなどの異物で、エンジン冷却水が汚れないように

してください。ラジ工一宮キャップを取り外す前に、

ラジ工一生キャップと給水口まわりの汚れを丁寧に

除去してください。

・異なる種類の不凍液を混ぜ合わせて使わないでくだ

さい。不凍液の冷却性能かP低下する場合があります。
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4.運転前の準備

圃不凍液規格

以下の基準および規格と同等、またはそれ以上の品質を

持つ、ロングライフク ラン卜を使用してください。

-不凍液の代替晶

口ンずライフ?ーラントが手に入らない場合は、エチレ

ングリコーJレまたはプロピレングリコールを康幸ヰとし

た市販の不凍液(緑)を、代替品としてご利用ください。

注記 | 
-冷却水には、必ず不凍液を添加して使用してくださ

い。 i青7](のみでは12周しないでください。

・不凍液の混合比率は、製品の容器に記載されている指

示を守ってください。

・冷却性能は、使用する水の品質によって左右されま

す。冷却水には、軟水、蒸留水、または脱塩水を使用

することをお勧めします。

・ロングライフ(またはエヲステンド)ライフクーラン

トと市販の不凍液(緑)は、混ぜ合わせないでくださ

し、。

-異なる種類や色の不〉東液を混ぜ合わせないでくださ

し、。

-不凍液l正、 2000時間のエンジン稼勤時間ごと、また

は2年ごとに交換してください。

-そのほかの不凍液規絡

• ASTM 06210および04985(米国)

• JIS K-2234 (日本)

• SAE J814C、J1941、J1034、または J2036(国際

規格)
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圃ラジエータへのヱンジン冷却水(クーラン

卜)の給水

以下の手順に従って、ラジエ一台とサブ合ンクへの給水

を行います。以下の説明は、初めて給水在行う場合、ま

たは冷却水を流したあとの給水手順となっています。以

下の図は、一般的なラジ工一世の例として記載していま

す。

1 

図5

1ラジエ-1>の水抜きプラグが締まっているか、また

は水抜きコッフ (1，図的が閉じているか確認しま

す。また、シリンダブロッケの水抜きプラグ (1，図

的が締まっているか、または潤滑油冷却器に冷却水

ホース (1，図 7) が取り付けられているか確認しま

す。

T 

図 B

TNV Ser間取醐明書 YANMAR



図 7

2.ラジ工 9キャップ (2，図 5) を取り外します。ラ

ジ工一生キャップは、反時計方向に豹 3分の 1回転

回すと外れます。

3エンジン冷却水(ウ ラン卜)を給水口の口元まで、

静かに注入します。注入する際には、ラジエ ゴ宮内

に泡が立たないように注意します。

4ラジエ一台キャップ (2，図 5)を締めます。ラジヱー

タキャップ裏側のつめを、給水口の切り欠きに合わ

せて押さえ牢がら、時計方向に約 3分の 1回転回し

てつめが当たるまで締めます。

5.サブ9ンク (3，図 5)のふたを外して、 LOW(COLD) 

白盛り (4，図 5)まで給7)くしてから、ふたを閉めます。

日サブ生ンヲ (3，図 5) とラジエ-9をつなぐホース

(5，図 5)を点検して、継ぎ手部の抜け、ゆるみ、ひ

び割れなどの破損がないか確認します。ホースに破

損があると、エンジン冷却水がサブ歩ンウに流れず

に漏れてしまいます。

-冷却系統の日常点検

1サブ生ンクの水イ立が LOW~ FULL間にあることを

確認します。

2必要に応じて、サブ合ンヲの給水在行います。

3ラジヱ-9のホースに、ひび割れ、摩耗、切れ目な

どの破損がないか確認して、破損がある場合はホー

スを交換します。

V畑NMARTNVSer間取扱説明書

4.運転前の準備

-エンジン冷却水容量

以下の表には、エンジンのみの容量が記載されていま

す。ラジエ-5<の容量は含まれていません。お使いの作

業機の実際のエンジン冷却水容量については、作業機

メ カから提供される取扱説明書をお読みください。

ヤンマー TNVシリーズの、各エンジンにおけるエンジ

ン冷却水容量を以下に示します。

盟問ン冷却水容量

工ンジン形式

2TNV70 

3TNV70 

3TNV76 

冨一冷却水容量

エンジン形式

3TNV82A、3TNV82A-B

3TNV84、3TNV88、
3TNV84T、3TNV84T-Z、
3TNV84T-B、3TNV88之、
3TNV88-B、3TNV88-E.，
3TNV88-U 

4TNV84、4TNV88、
4TNV84丁、 4TNV84T-Z、
4TNV84T-目、 4TNV88之、
4TNV88目、 4TNV88-U

4TNV94L、4TNV98、
4TNV98T、4TNV98之、
4TNV98-E.， 4TNV98T-Z 

4TNV106、4TNV106T

冷却水容量

0.6 Q 

0.9 Q 

0.9 Q 

冷却水容量

1.8且

2.0 Q 

2.7 Q 

4.2 Q 

6.0且
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4.運転前の準備

4.4 日常点検
作業をはじめる前には、エンジン状態に問題がないか確

認する必要があります。以下の項目の点検を行って、必

要な修理などを終えてから作業をはじめます。

A 
高圧燃料に関するご注意

・破損した燃料噴射管などの燃料系統か

ら漏れている燃料高圧噴射の噴霧が、皮

膚に付着しないようにしてください。高

圧噴露の燃料は皮膚に浸入して、炎症を

引き起こします。万が一、燃料が皮膚に

付着した場合は、直ちに医師の診断を畳

けてください。

・燃料の漏れは、手を使って点検しないでください。*-&

切れや厚紙などを必ず使ってください。損傷曾所の修

理については、ヤンマーの販売会社、特販底までご依

頼ください。

・順守できない場合は、死亡または重傷につながるおそ

れがあります。

注記 | 
定期保守点検を行うことにより、不意の故障で作業が中

断することを防ぐことができます。また、作業機の性能

低下による事故を来然に防ぎ、エンジン寿命をより長く

すること古ずできます。

闘目視点検

・エンジン潤滑油漏れがないか点検します。

・燃料漏れがないか点検します。

・エンシ、ンJ令却水の漏れがないか点検します。

・破損したり、欠けている部品がないか点検します。

・ゆるんだり、抜けていたり、破損している締め金具類

がないか点検します。

・ゆるんでいたり、摩耗によって損傷がある電気配線、

または腐食した接続部がないか点検します。

・ホース類に、ひび割れ、摩耗、破損、ゆるみがないか、

または、 7ランプが腐食していないか点検します。

・ラジ工-:$1フィンを点検して、必要に応じて掃除しま

す。詳細は、 P81 Iラジ工一歩フィンの点検・婦除J
をお読みください。
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-油水分離器に水やごみなどが入っていないか点検し

ます。水やごみが入っている場合は、 ドレン抜きを行

います。詳細は、 P75I燃料フィル穿/油水分離器の

ドレン抜き」をお読みください。油水分離器のドレン

抜きが頻繁に必要な場合は、燃料生ンクのドレン抜き

を行って、燃料系に水が入っていないか確認します。

詳細は、 P78I燃料虫ンクのドレン抜きJをお読みく

ださい。

注記 -
目視点検中に問題を発見した場合には、エンジンを運転

する前に必要な修正処置を行ってください。

Eディーゼル燃料、工ンジン潤滑油、エンジン

冷却水の残量点検

それぞれの残量の点検については、 p46Iディ ゼル燃

料j、P54I工ンシ、ン潤滑油j、およびP57I工ンジン冷

却水jの各手順をお読みください。

圃アクセル装置の点検

・アクセル装置を軽く操作できるか点検して、必要に応

じて注油や掃除を行います。

・アクセル装置が適切に調整されているか点検します。

周操縦部の点検

エンジン運転前には操縦部の点検を行って、箸報ランプ

がすべて正常に作動していることを確認する必要があ

ります。

園警報ランプの点検

ヤンマー TNVエンジンで使用できる操作部には多くの

種類があります。以下の図では、電子制御エンジン周を

含めた一般的な 3種類の操作部を例として記載してい

ます。
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回ヒートランプ

図 Bは、キーの左側に HEAT位置のある標準的立操作

部を示します。グローまたはエアヒ一世の予熱機能を作

動させるためにはキーを HEATの位置に回します。そう

しますとヒートランプが点灯し、数秒後(デロ一歩イプ.

1014秒 /0115秒、エアヒー童女イプ:15秒)に消灯

します。ヒートランプが消灯したらキーを STARTに回

して始動操作を行います。

図 9は、 ONグロー/ONエアヒー安のオプション女イプ

の操作部を示します。キーを ONの位置に回すと、予熱

機能が自動的に作動、ヒートランプが点灯します。そし

て数秒後(グロ-51イプ 1014秒 /0115秒、工アヒ

空合イプ・ 15秒)に消灯します。ヒートランプが消灯し

たらキーを STARTに廻して始動操作を行います。

図 10は、電子制御工ンジンの操作部を示します。キー

スイッチは、キーの左側に HEAT位置のある標準的な空

イプと ONグ口ー /ON工アヒ一宮のオプション合イプ

の2つの方式があります。各方式のヒートランプの点灯

様式は前述と同一です。

2つのどの方式の適用かについては作業機の取扱説明書

に準じてください。

(参老)ダローおよびエアヒ一世の適用エンジン

ダ口一
2TNV70、3TNV70、3TNV76、3TNV82A-目、

プラグ
3TNV88-目、 3TNV88-E、3TNV88-U、3TNV88之、

4TNV88-目、 4TNV88-U、4TNV88之

3TNV84T-Z、3TNV84丁目、 4TNV84T之、

4TNV84T-呂、 4TNV98-Z、4TNV98-E、

エア 4TNV98T但Z、3TNV82A、 3TNV84、3TNV84T、

ヒタ 3TNV8日、 4TNV84、4TNV84T、4TNV88、

4TNV94L、4TNV98、4TNV9B丁、 4TNV106、

4TNV106T 

回チャージランプ

エンジン始動前、およびオル空ネ一歩によるバッテリ充

電が終わるまで点灯しています。チヤ ジランプはバッ

テリの充電時期を示すもので、はありません。

回エンジン潤滑油警報ランプ
エンジン始動前およびエンジン潤滑油の圧力が正常範

囲内に達するまで点灯します。

目冷却水温度警報ランプ
キーを ON位置にすると一瞬だけ点灯し、エンジン冷却

水が規定値以上に過熱しますと点灯し警報としてオベ

レ一歩に知らせます。

回予備ランプ
キーを ON位置にすると一瞬だけ点灯します。特別な用

途で使用します。

V潤NM.IIR TNV Seri時取扱説明書

4.運転前の準備

図トラブルモニタランプ(オプション)

キーを ONの位置にすると約 2秒間だけ点灯し、エンジ

ン運転中は消灯しています。もし運転中にらECUへの

通電状態やエコガバナに発生している不具合があると、

点滅あるいは間欠点灯によりその内容をオベレー空に

知らせます。(詳細は P95rトラブ色ルシューティングJ
を参照ください。

1史ωロロロ~Sll，(Ol

図 8

関9

m. 4TNV84T-Z，4TNV98・E，
E画面14TNV98・.Z，4TNV98T・z

図 10

注本図は参考用様式図です。
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4 運転前の準備

各警報ランプの機能をまとめた表を以下に示します。この表では、ある方向 (OFFから ONなど)にキーを回した

ときの警報ランプの状態を説明しています。

警報ランプ OFF咋 HEAT OFF→ ON ON→ OFF 

1014秒/0115秒間点灯

後、消灯する。

ヅロー
なお、電子制御式エンジ

消灯
ンでは冷却水温度に準じ

ONダ口一宮イプ
1 ~15秒間で寵糊されま

す。(オプション仕様)
ヒートランプ ONエアヒ一歩合イプ

15秒間点灯後、消灯する。
(1，図的

なお、電子制御式エンジ
(1，図 9)

エアヒ一生 ンでは冷却水温度に準じ 消灯
(1，図 10)

1 ~23秒間で制御されま

す。(オプション仕様)

キースイッチ左に ず口一
1014秒 /0115秒間

消灯 消灯
点灯後、消灯する。

HEAT位置のある
15秒間点灯後、消灯

安イプ ヱアヒ一台
する。

消灯 消灯

消灯

チャ ジランプ
オ)[..~言ネ一宮によるパッ

テリ充震が開始されるま
(2，図 8)

点灯 では点灯しでいます。た
(2，図 9)

だし、充電系に問題があ
(2，図 10)

る場合点灯した状態とな

ります。

消灯

エンジン潤滑油書官報ランプ
エンジン潤滑油の圧力が

正常範囲内に渓するまで
(3，図 8)

点err は点灯しています。ただ
(3，図 9)

し、潤滑系に問題がある
(3，図 10)

場合は、点灯した状態に

t.;:りま下。

冷却水温度警報フンプ 消灯

(4，図的
点灯

一瞬だけ点灯し、冷却水

(4，図 9) 温度が設定値より過熱し

(4，図 10) ますと再び点灯します。

予備ランプ

(5，図 9) 一瞬点灯 消灯

(5，図 10)

トフブJレモ一生フンプ(オプション) 消灯

(6，図 10) E司 ECUまたはエコガパナ

3TNV84T.Z、4TNV84T.Z、 2秒間のみ点灯 に異常が発生したとき、

3TNV88之、 4TNV88之、 点i戚または間欠点灯しま

4TNV98.E、4TNV98.乙 4TNV98T.Z す。

62 TNV Ser陣取扱説鴫 YANMAR 



5.運転操作の手!買

5.運転操作の手順

本章では、エンジン始動、運転中のエンジン状態の確認、およびエンジン停止の手順について説明します。
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5a運転操作の手順

5.1 エンジンの始動
エンジンを始動するには、以下の手順に従います。以下

の説明では、 2種類の操作部の図を一般的な例として記

載しています。

1. r始業点検jで説明されている手順を、必ず行ってく

ださい。

2電子制御エンジンの始動前の注意

3TNV84T-Z、4TNV84丁目Z、3TNV88-Z、4TNV88-Z、

4TNV98-E、4TNV98-Z、4TNV98T-Z

電子制御エンジンに使用されているE-ECUは初回電

源投入時のみ初期化チヱツクが必要です。

電源初回投入時、トラブルモ二台ランプが点灯する

と初期化完了です。このとき、続けてエンジンを始

動することはできません。いったん、キースイッチ

をOFFにします。(この初期化は、通常作業機出荷

時に完了しています。)

電源投入 2回目以降は、キースイッチ ONごとにト

ラブルモ二宮ランプが 2秒間点UtJします。その後、

消灯すると正常な状態となります。

3.)由水分離器の燃料コック (1，図 1)が、 ONの位置

(2，図 1)に入っていることを確認します。

国

盟

帥叫'"

図 1

4変速機を NEUTRALの位置にセットします。

(装備されている場合)

64 

5.PTOの連結を解除します。(装備されている場合)

6.アクセル装置(アクセルハンドル者ど)を、中速の

位置にセットします。

3 

図 2

7.キー((1，図 2)または (1，図 3))をス安一女スイッ

チに挿入します。

8.キーを HEATの位置 (2，図 3)に回します。ヒート

ランプ((3，図 2) または(弘一図 3))が点灯して、

数秒後(ク口一宮イプ 1014秒、 0115秒/工ア

ヒ一台女イプー 15秒)に消灯します。ビートランプ

が消灯するのを目安にして、エンジンの始動操作を

行います。

rONグ口一JrONヒー合j安イプの特殊ス量 生ス

イッチでは、 ON位置に回します。

ヒ トランプ (3，図 2)が点灯して数秒後(グ口

女イプ 1014秒、 0115秒/エアヒ-'量生イプ・ 15

秒)に消灯します。その後、始動操作を行います。

主主 低温時には、グロープラグで始動を補助すること

がで吉ます。通常の暖かい環境でエンジンを運転

する場合は、予熱・ヒ 空機能の手順は行わず

に、始動操作の説明にお進みください。

| 注記 I 
エンジン始動用補助剤(エーテル立ど)は使用しな

いでください。エンジン損傷の原因となります。
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図 3

注記 I 
ス合一安スイッチの始動操作は 15秒以内にしてく

ださい。スタ一世モ一台が加熱して故障するおそれ

があります。

9キーを STARTの位置((4，図 2)または (4，図 3)) 

に回します。ヱンジンが始動したら、すぐにキーか

ら手を放します。手を放すと、キーは ONの位置((2， 

図 2) または (5，図 3))に戻ります。

10電子制御エンジンの場合

3TNV84T酬 Z、4TNV84T-Z、3TNV88-Z、4TNV8らZ、

4TNV98-E、4TNV98-Z入 4TNV98T-Z

キースイッチを ONにすると一瞬(約 0.5秒)遅れ

てス告-5<が起動します。これは、 E-ECUの自己診

断のため必要な歩イムラグで、故障などの問題では

ありません。

11エンジンを始動できない場合は、以下の手順に従い

ます。

1 -エンジンが完全に停止するのを待ってから、エン

ジンをもう一度始動します。エンジン回転中にス

合一三誌を作動させると、ス合一告とフライホイー

ルが損傷します。

注・一部のス5<一台スイッチには、いったんキー

をOFFの位置に固さないとス圭一堂を作動

できなくなる、内部ロッヲが装備されていま

す。

2-蔚丘30秒待ってから、エンジンをもう一度始動

します。しばらく待っとパ‘ノテリ電圧が回復し、

バッテリ電圧が低いことによるス安一台モ一宮

の損傷を防ぐことができます。

V調NNlARTNV Seri時取扱説明書

5運転操作の手順

盟儲始動欄装置

不意の作動に関するご注意

・変速機や PTOを連絡させる前には、エンジン回転速度

が遇常の状態に戻るまで、無負荷の状態で最低5分間

の暖機運転を行ってください。エンジン回転速度が高

い状態で動力伝達装置または動力取り出し装置の取

り付けを行うと、装置の予期せぬ誤作動を引き起こし

ます。

• J順守できない場合は、死亡または重傷につながるおそ

れがあります。

-直接噴射式モデルには、低温時のエンジン始動を補助

する低温始動補助装置があります。

・エンジン冷却系統の温度が5'cを下回る場合は、低温

始動補助装置によって燃料噴射事イミングが自動的

に早められて、燃料噴射豊がわずかに増加します。

・運転を開始した最初の約5分聞は、エンジンの無負荷

回転速度がわずかに上昇します。

・低温始動補助装置が作動すると排気煙の量が多くな

る場合がありますが、特に異常はありません。

・低混始動補助装置の作動中には、変速機やPTOの連結

を行わないでください。作業機の予期せぬ動作を引き

起こします。
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5.運転操作の手順

5.2運転中のエンジン状態の確認

高圧燃料に関するご注意A…噴出どー
ら漏れている燃料高圧噴射の噴暑が、皮

膚に付着しないようにしてください。高

圧噴重量の燃料は皮膚に浸入して、炎症を

引き起こします。万が一、燃料が皮膚に

付着した場合は、直ちに医師の診断を受

けてください。

・燃料の漏れは、予を使って点検しないでください。板

切れや厚紙などを必ず使ってください。損傷箇所の修

理については、ヤンマーの販売会社、特販盾までご依

頼ください。

・順守できない場合は、死亡または重傷につながるおそ

れがあります。

|i担|
エンジンは、水平の状態で運転してください。角度方向に

は関係なく、 101・250 /01: 30・以上傾斜した状態でエン

ジンを継続して運転する場合、または短い問 (3分未満)

101: 300 /01・350 以上傾斜した状態でエンジンを運転す

る場合は、燃焼室にエンジン潤滑油が入り込み、白い煙が

出たり、急回転を引き起こすおそれがあります。これは、

エンジンがひどく破損する原因となります。

! 注詰 | 
新しいエンジンのならし運転に関する注意事項

・初めてエンジンを始動する擦には、無負荷の状態で約 15

分間エンジンの暖機運転を行ってください。この間に、

エンジン潤潜油の圧力が適切であるが、燃料漏れ、工ン

ジン潤滑油漏れ、およひ。冷却水漏れが者いか、警報ラン

プや計器は正常に作動するか確認してください。

・運転を開始した最初の1時間は、エンジン回転速度を変化

させて、エンジンに負荷を掛けてください。工ンジン回

転速度と負荷が最大に在る時間は、>d:るべく短くしてく

ださい。上記の牢らし運転後の 4から 5時間以内には、

最小または最大での回転速度および負荷の状態で、長時

間エンジンを運転することはさけてください。

・ならし運転期間中は、エンジン潤滑油の圧力およびエ

ンジンの温度に十分な注意を払ってください。

・ならし運転期間中は、エンジン潤滑油およびエンジン

冷却水のレベルを頻繁に点検してください。
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注記 I 
エンジン運転中は、ス安一堂スイッチのキーを START

位置に入れないでくださし」ス古一生のピニオンギヤや

始動用ギヤを破損するおそれがあります。

1エンジンが動作している簡は、計器類が正常である

か確認します。図 4および図 5の計器類は、一般的

な例として記載しています。

局。 T 

4 

5 

• 
同

，ω00024C 

図4

4 

国5
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-回転計((1，図 4) または(1，図 5)) 

エンジンの回転速度が正常範囲内であるか確認し

ます。詳細は、 P108rエンジン回転数の仕様jを

お読みくださし」

・エンジン潤i骨油圧力言十((2，図 4)または (3，図 5))

工ンジン潤滑油の圧力が正常範囲内であるか確認

します。

・冷却水温度計((3，図 4) または (2，図 5))

エンジン冷却水の温度が正常範囲内であるか確認

します。

・アワーメ -5((4，図 4)または (4，図 5)) 

エンジンが動作した総時聞が表示古れます。ア

ワーメ -5は、定期保守点検を計画する際に役に

立ちます。詳細は、 P72r定期点検スケジュールj

をお読みください。

正常範囲外を示している計器類がある場合は、エ

ンジンを停止してから、必要に応じた修理を依頼

します。

2エンジンが通常の動作温度に達すると、警報ランプ

( (5，図 4)または (5，図 5))がすべて消灯します。

点灯したままの議幸Eランプがある場合は、エンジン

を停止してから、必要に応じた修理を依頼します。

3燃料漏れ、エンジン冷却水漏れ、またはエンジン潤

滑油漏れがないか確認してください。漏れを発見し

た場合は、エンジンを停止してから、必要に応じた

修理を依頼します。

4異常な音や振動がないか確認します。作業機の構造

によっては、ある回転速度でエンジンと据付部分が

共振して、振動が大きくなる場合があります。共振

が起こる回転速度での運転はさけてください。異常

な音や振動が止まらない場合は、エンジンを停止し

てから、必要に応じた修理を依頼します。修理の際

は、ヤンマーの販売会社、特販庖までお問い合わせ

ください。

5.排気系統から、白煙または黒煙が出ていなし功、確認

します。温度が上がっていないエンジンを始動した

ときに少量の白い排気煙が出るのは、正常な状態で

す。黒い排気燥が出るのは、エンジンの負荷が大き

すぎるか、または合ンクの燃料が多すぎるときです。

排気煙の異常が続く場合は、ヤンマーの販売会社、

特販庖までお問い合わせください。

6.運転中に、燃料の油量が不足していないか確認しま

す。燃料が少なくなっている場合は、エンジンを停

止して燃料を補給します。

V凋NMARTNV Series取扱説明書

5.運転操作の手順

橿運転速度の諦節

| 注記

新しいエンジンのならし運転に関する注意事項

・初めてエンジンを始動する際には、無負荷の状態で約

15分間エンジンの暖機運転を行ってください。この

間に、エンジン潤滑油の圧力が適切であるか、燃料漏

れ、エンジン潤滑油漏れ、および冷却水漏れがないか、

接報ランプや計器は正常に作動するか確認してくだ

さい。

・運転を開始した最初の 1時聞は、エンジン回転速度を

変化させて、エンジンに負荷を掛けてください。エン

ジン回転速度と負荷が最大になる時間は、なるべく短

くしてください。上記のならし運転後の4から 5時間

以内には、最小または最大での回転速度および負街の

状態で、長時間エンジンを運転することはさけてくだ

さい。

・ならし運転期間中は、エンジン潤滑油の圧力およびエ

ンジンの温度に十分な注意を払ってください。

・ならし運転期間中は、エンジン潤滑油およびエンジン

冷却水のレベルを頻繁に点検してください。

アクセル装置を使って、作業に合うように運転速度の調

節を行います。
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5運転操作の手順

5.3エンジンの停止

! 注記 | 
エンジン寿命を最大に保つために、エンジンを停止する

際には、徐冷運転(負荷を切り低速回転で5分間)を行

うことをお勧めします。この除冷運転により、 i晶給機

(装備している場合)や排気系統などの高温で動作する

エンジン部品の温度を、工ンジン停止前にわずかに下げ

ることができます。

エンジンを停止するには、以下の手順に従います。

1.PTOおよび変速機(またはそのいずれか)をニュー

トラルの位置に入れます。

2アヲセル装置(アクセJレハンドルなど)を、低速の

位置にセットします。

3エンジンを停止する前に、低速回転でのエンジンの

無負荷運転を最低5分間行います。

図6

68 

民的OO()25D

図 7

4.キーを OFFの位置 (1，図 6) または (1，図 7))に

回して、ス女-5<スイッチからキーを抜きます。

5.エンジンを使用しない期聞が6カ月以上になる場合

はP105r長期保管時の手入れJの手順に従います。
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6.定期点検整備

6.定期点検整備

本章は、正しいエンジンの保守と手入れ方法を説明します。
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6.定期点検整備

6.1 点検前のご注意

-定期点検の重要性

エンジンは、使用状態と使用期間に応じて部品機能の劣

化が進み、性能低下が生じます。定期保守点検を行うこ

とにより、不意の故障で作業が中断することを防ぐこと

ができます。また、作業機の性能低下による事故を未然

に防ぎ、エンジン寿命をより長くすることができます。

圃定期点検の実施

排ガス中毒に関するご注意

・車庫、トンネル、地下室、マンホール、

または船倉などの、適切な換気のない密

障された場所では、エンジンの運転を行

わないでください。

・審問された場所でエンジンを運転する場合は、エンジ

ンルームの通気窓や湯気孔などの換気装置をふさが

ないでください。謹転中のすべての工ンジンからは、

一酸化炭素ガスが排出されます。密閉された場所にた

まった一酸化炭素方スは、中毒猿状または死亡事故を

引き起こすおそれがあります。

-排気系統の修理後には、すべての連結節が規定どおり

に締まっているかご確認ください。

・順守できない場合は、死亡または重傷につながるおそ

れがあります。

点検は、周囲に交通など危険の立い平たんで広い場所で

行ってください。可能であれば、点検は屋内で行ってく

ださい。これにより、風雨や雪などの自然条件によるエ

ンジンの損傷をさ付ることができます。
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-始業点検を必ず実施して〈ださい

日常の定期点検は、始業点検からはじまります。毎日始

動する前には、始業点検することを習慣にしてくださ

い。詳細は P60I日常点検Jをお読みください。

-運転時間と始業点検を記録して〈ださい

運転日誌を設けて、日々の運転・点検整備の結果を記録

してください。同時に、修理の内容、および次固定期点

検までに必要とされるサービスに必要な部品を記録し

てください。定期点検時期は、 50時間・ 250時間・ 500

時間・ 1000時間・ 1500時間・ 2000時間および 3000

時間の各運転時間ごとに設定しています。定期点検を怠

ると、エンジンの寿命が短くなります。

-ヤンマー純正部品を使用してください

エンジン部品の交換に際しては、必ずヤンマー純正部品

をお使いください。純正部品以外のものでは、エンジン

の性能が低下したり寿命を短くします。

副点検整備用工具を常備して〈ださい

いつでも点検できるように、整備用工具を作業機の近く

に準備しておいてください。

-お買い上げの販売腐にご相談ください

ヱンジンの豊富備、修理に関するお問い合わせは、お買い

上げの販売j吉にご相談ください。
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• EPA/ARB規制適合に必要な点検作業(米国

のみ)

最適なエンジン性能を維持しつつ EPA(米国環境保護

庁)ノンロ ド、ディーゼルエンジン排ガス規制ならびに

CARB (カリフォルニア州大気資源局)の規制に適合さ

せるため、 P72r定期点検スケジュールJおよび P74

F定期点検・保守のしかたJに従ってください。

• EPAlARB据付要件(米国のみ)

以下は、 EPAlARBが定めた排ガス規制のエンジン使用

条件に関する要求事項です。これらの要件が満たされな

いかぎり、 EPAおよびA円Bの排ガスエミッション規制

に適合できません。

したがってエアクリーナ、マフラのメンテナンス・清掃

は定期的に実施してください。

排ガス制限(最大値)

圏

瞳

• 2TNV70: 0.86 psi (5.9 kPa; 600 mm Aq)以下・3TNV70、3TNV76:1.71psi (11.8 kPa; 1，200 

mmAq)以下

.3TNV84'丁、 3TNV84T-Z: 1.43 psi 

(9.83 kPa ; 1，000 mmAq)以下

・4TNV84T、4TNV98T、4TNV106T: 1.71 psi 

(11 .8 kPa; 1，200 mmAq)以下・3TNV82A、3TNV84，3TNV88、3TNV88-Z二

3TNV88-目、 3TNV88-E、3TNV88-U、

4TNV84、4TNV88、4TNV88之、 4TNV94L、

4TNV98、4TNV106・2.22psi 

(15.3 kPa ; 1，560 mmAq)以下・4TNV84T司 ZVM、4TNV98T-ZVM、

4TNV98T.ZCL (EGR装置付)ー 1.49P剖

(10.3 kPa ; 1，050 mmAq)以下・4TNV98田Z (E) VM (EGR装農付):1.94psi

(13.4 kPa ; 1，360 mmAq)以下

・4TNV98-ZCL(EG円装置付): 1.75 psi 

(12.1 kPa ; 1 ，230 mmAq)以下

吸気負圧制限(最大値)・0.90psi (6.23 kPa; 635 mmAq) 

以下。止記の吸気抵抗値を超えている場合は、エアクリー

ナエレメン卜を掃除するか、または交換します。

注 EGR搭載エンジンは、許容吸気負圧・排気負圧範囲

および最大値と最小値を持ちます。数値は、 rTNV

シリーズアプリケーションマニュアルjに載ってい

ます。

V調NMARTNVS町 ies取扱説明書

6.定期点検整備

圃ボルト・ナット類の締付トルク

ボルト・ナット類は適切な締付トルクで締め付けること

が大切です。ボルト・ナット類の締付は、締めすぎると

ねじ切れしたり、ねじ部を傷めます。また弱すぎると取

付面から油漏れがしたり、ボルトがゆるんで部品故障が

生じたりします。

仁二 塁ー | 
「標準締付トルヴ表]の締付トルクは、ボルト頭に r7J

の表示があるボルト類 (JIS強度区分ー 7T)にかぎり適

用されます。

• 4Tボルトおよび口ッヲナットについ Jメk、
ては、表の 60%の締付トル?を適用 l 7 J 
してください。 、f

・取付部品の材質がアルミ合金の場合は、表の 80%の

締付トルヲを適用してください。
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6.定期点検整備

6.2標準諦付トルク

6.3定期点検スケジュール
エンジンをいつも調子よく使っていただくためには日ごろの定期点、横が大知です。つぎの諜i之、定期点検・豊富構事項

とその点檎時期をまとめであります。エンジンに最も適した点検特期l立、用途や負荷の状態、使用燃料やエンジン潤

溝油の品賞、および取り扱い状態などで異なりますので、一概には定めにくいものです。ここではー盤的な目安時期

を示しています。

l i総 I
エンジンの使用状現に合わせた定期探や点輸出計画を立てていただき、必要な定期樺事点検を本警の点投時期を守っ

て確実に案作してください。これらの規定を守れない場合には、エンジンの安全性や性能が損なわれ、エンジン寿命

が短くなる原菌となりますり また、メーカ保誌の対象外となる場合があります。

潤滑油レベルは毎日チェックし、緯油樽の下限以下iこ瀧っていたら、交換時間以内であっても潤滑油を捕給し、常lこ

油商が検油棒のよ践と下限の関になるようにしてください。

。
。

(初趨) 以降) 吋。
または

21:手ごと

• • 1b、喜患な

犠念。
一。

。
よ

I .30 
吃 o または

1 ~手之と。 。
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'1 いずれか学〈遼した3ちで君主総してくだ杏いe

'2: 101モデルのみ

治 DI'モデルのみ{作業緩め務緩や袋縫・ 1場苦善治理事濠Lこより異なります)

。

絡に浅形オイルJ"iンの議会は、 f宇繋織の綴類にかかわらず 250時間ごとに実施してください。

。
一。

。

6.定期点検整備

• 

吋。
または

2~手ごと

j主:上に示した定期保守点検の内容は通常の保守点桟とみなされ、お客さまの負担iこで実施していただきます。
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6.定期点検整備

6.4定期点検・保守のしかた

運転時聞が最初の 50時聞を経過したら、以下の点検項

目を実施します。

・冷却ファン用 Vベルトの張り調整

不意の作動に関するご注意

・変盟主機や PTOを連絡させる前には、エンジン回転速度

が通常の状態に戻るまで、無負荷の状態で量低5分間

の媛機運転を行ってください。エンジン回転速度が高

い状態で動力伝達装置または動力取出装置の取り付け

を行うと、装置の予期せぬ誤作動を引き起こします。

・順守できない場合は、死亡または重傷につながるおそ

れがあります。

-冷却ファン用 Vベルトの張り調盤

Vベルトの張りが弱くなると、ベルトがスリップしま

す。このため、オル宮ネー告が発電できなくなります。

また、冷却ファンや冷却水ポンプが回らなくなるため、

エンジン冷却ができなくなり温熱します。

Vベルトの張り強さ(たわみ)を点検・調整するには、

以下の手順に従います。

1.Vベルトさしわたしの中央部を親指で押さえて(約

98 N)張り強さを点検します。点検・調整位置は、

3カ所あります(人 B，C，函 1)。作業機により、最

も点検・調整がしやすい位置で行います。各位置で

のVベルトのたわみ寸法は下表の数値が適当です。

74 

使用中Vベルトのたわみ寸法

A 

10-14 mm 

B 

7-10mm 

C 

9-13mm 

う主:[1'費用中Vベルトjとは、エンヲンに装着して運転を開始した
あと、 5骨間以上経過した状献におけるVベルトを指します。

圏

KOOOD6S2A 

図 1

2必要に応じて、 Vベルト張り強さを調整します。調

整は、閏定ボルト (1，図2)および関連するボルト・

ナット類をゆるめ、オル5ネ-5 (2，図 2) を木製

のパー(ハンマのヰ穏など。 (3，図 2))を入れて移動

させて行います。

TNV Series取扱説明讐 V蝿NMAII



圏

r，:，町田A

図 2

3.Vベルトに傷や潤滑油の染み、すり切れがないか確

認します。これらの状態が見られる場合は、新品と

交換します。

4.新品のベルトを取り付ける際は、「新品 Vベルトのた

わみ寸法」表を参照してください。張り強さを調整

したあと、エンジン在最低5分間運転してください。

その後、[使用中Vベルトのたわみ寸法j表に基づい

て張り強さを再度確認します。必要な場合は、張り

強さを再度調整します。

新品 Vベルトのたわみ寸法

A 

8 -12 mm 

S 

5-8mm 

C 

7-11mm 

注「新品VベルトJとは、エンジンに装着して運転を開始した晶
と、 5骨聞に満た牢い状態における Vベルトを指します。

V彊NMAIITNV Ser 

6.定期点検整備

I 
最初の 50持問自の点検が完了したら、 50時間ごとに以

下の点検項目を実施します。

・燃料フィル空/泊水分離器のドレン抜き

・バッテリの液量点検と補充電

-燃料フィルタ/油水分離器のドレン抜き

l A危険 | 
火災および爆発に関するご注意

a色
-デイ ゼル燃料は特定の条件において、

非常に高い引火性および爆発性を持ち

ます。

-燃料系統の部品を取り外して保守点検を行う場合(燃

料フィル告の交換など)は、専用の容器を関口部の下

に置いて、燃料を床にこぼさないようにしてくださ

し、。

-容器の代わりに、布切れは使わないでください。布切

れから気化した燃料に引火して、爆発するおそれがあ

ります。

-こぼした燃料は、直ちにふき取ってください。

・自の保護具を着用してください。燃料系統には圧力が

掛かっているため、部品在取り外したときに燃料がふ

き出すおそれがあります。

・順守できない場合は、死亡または重傷につながるおそ

れがあります。
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6.定期点検整備

「 一泊 1 
目判.燃料フィル安または油水分離器のドレンコック

嗣耐帽を開けても水がまったく出ない場合には、燃料

一一フィル含または油水分離器の上部にある空気抜

きボルトを反時計四りに 2~3 回転回して、ボルトをゆ

るめてください。

これは、燃料フィル歩または治水分離器が、燃料女ンク

の燃料の油面レベルより高い位置にある場合に起こり

ます。燃料フィル宮または油水分離器のドレシ(水やご

みなどの不純物)抜きが終わったら、空気抜曹ボルトを

必ず締めてください。

「 担 l
ぷ及 ・自然環境吋して、+分な配慮が必要で

ー ‘ す。以下の有害廃棄物の処理手順に従つ

tムムJ でください。以下の手順を守れない場合

、ー』トJ は、自然環境に害をおよぼすことに立り

ます0

・エンジン潤滑油、ディ ゼル燃料、不凍液などの、有

害物質の適切な処理方法については、地方自治体また

は最寄りの回収施設にご相談ください。

・下水道、地面、地下水または水路内などに、無責任に

有害物質を廃棄し幸いでくださし」

燃料フィル合/油水分離器のカップの底に水やごみが見

られた場合は、その都度ドレン抜曹を行います。次回の定

期点検まで放置しておくことは、絶対にやめてください。

油水分離器のカップは半透明です。カップの中には、赤

いフロートリングがあります。カップの底に水がたまる

と、赤いフロートリンずが浮き上がります。また、オプ

ションとして燃料フィル生/油水分離器に水やごみの量

を検知するセンサが装備されている場合もあります。こ

の場合、センサから警報ランプに信号が送られます。
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国
燃料フィルタ/油水分離器の

ドレン抜き

2 

図 3

8 

問。059011.

1抜き出された水やごみを集めるため、専用の容器を

燃料フィル宮/油水分離器のカップ (1，図 3)の下

に置きます。

2.燃料コッヲ (3，図 3) を閉じます (2，図 3)。

3.リテーナリング (4，図 3)を左世IJに回します (9，図
3)。

4十分注意しながら、カップ (1，図 3) を取り外しま

す。カップ内の押さえばね (6，図 3) とフロートリ

ング (7，図 3) を取り出します。カップ内の燃料や

ドレンを専用容器に移し、定められた方法で廃棄し

ます。カップ内の燃料がこぼれないように布切れで

受けます。こぼした燃市ヰは、直ちにふき取ります。

5.カップの内部を新しい燃料油できれいに洗います。

6.メッシュフィル生 (10，図 3)の状態を点検します。

必要に応じて、メ γシュフィル空を掃除します。

7.0リング (11，図 3)の状態を点検します。必要な場

合は、 0リングを新品と交換します。

8.カップ内にフロートリング (7，図 3) と押さえはかね

(6，図 3) を置きます。

9.カップを取付面 (8，図 3)に取り付け、リテーナリ

ング (4，図 3)を右に回します (5，図 3)。締め付け

は、必ず手で行います。

10.燃料コッヲ (3，図 3)を開けます。

11 .必ず、燃料系統への送油を行います。詳細は、 P53

f燃料系統への送油Jをお読みください。

12燃料漏れがないか点検します。
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6.定期点検整備

謹
燃料フィルタ/油水分離器の

ドレン抜き

3 

T 

4 KOQCOOllC 

図4

1.抜吉出された水やごみを集めるため、専用の容器を

燃料フィル合/油水分離器 (1，図 4)の下に置きま

す。

2.燃料コック (3，図 4) を閉じます (2，図 4)。

3.燃料フィル空/泊水分離器の底にあるドレンコック

(4，図 4)を開けます。中にたまった水を抜吉出しま

す。

4 ドレンコックを手で閉めます。

5燃料コッヲ (3，図 4)を開けます。

6必ず、燃料系統への送油を行います。詳細は、 P53

「燃料系統への送油jをお読みください。

7燃料漏れがないか点検します。

圃バッテリの液差点検と補充電
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-バッテりには硫殺が入っています。バッ

テリ液が技類、皮膚、固などに付着しな

いようにしてください。重度のやけどを

負うおそれがあります。バッテリ点検を

行うときには、必ず安全ゴーグルおよび

保護服を着用してください。万が一、

バッテリ液が皮膚や自に付着した場合

には、大農の清水できれいに洗い流して

から、直ちに医師の診断を鍾けてくださ

し、。

・順守できない場合は、死亡または重傷につながるおそ

れがあります。

ぷ及 ・自然環掛こ対して、十分な配慮が必要で

------ す。以下の有害廃棄物の処理手順に従っ

t丘~J.斗J でください。以下の手順を守れない場合

'1......1、J は、自然環境に害をおよぼすことになり

ます。

・エンジン潤滑油、ディーゼル燃料、不凍液などの、病

害物質の適切な処理方法については、地方自治体また

は最寄りの回収施設にご相談ください。

・下水道、地面、地下水または水路内などに、無責任に

有害物質を廃棄しないでください。
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6固定期点検整備

図5

-液面の高さか、最低液面 (3，図 5)の近くまで減ってい

る場合は、バッテリ補充液(市販品 (2，図 5))を最

高液面目盛り (1，図 5)まで補給します。電解液が少

ない状態で使用すると、バッテリの寿命を短くした

り、発熱や爆発の原因になることがあります。夏季は

電解液が蒸発して減少が早いので、点検の頻度を上げ

ます。

・始動時の回転速度が、いつもより遅くて始動できない

場合は補充電をします。

・補充電をしても始動でき立い場合は、お買い上げの販

売庖にバッテリとエンジン始動系の点検を依頼しま

す。

・気温が 15'c以下になるような場所で作業機を使用す

る場合は、作業終了後にバッテりを作業機から外しま

す。外したバッテりは暖かい場所に保管し、作業機を

運転するときに取り付けるよう心がけてください。こ

れにより寒冷時の始動が容易になります。

78 

両日間ごふ点検

250時間ごとに以下の点検項目を実施します。

・燃料タンクのドレン抜書

・エンジン潤滑油と潤滑油フィルタの交換

(lDIモデルのみ)

・ラジ工ータフィンの点検・掃除

・冷却ファン用 Vベルトの張り調整

・ガバナレバーおよびアクセルの点検・調整

・工アクリーナエレメントの掃除

圃燃料タンクのドレン猿き

火災および爆発に関するご注意

五島
-ディーゼル燃料は特定の条件において、

非常に高い引火性および爆発性を持ち

ます。

-燃料系統の部品を取り外して保守点検を行う場合(燃

料フィル舎の交換など)は、専用の容器を関口部の下

に置いて、燃料を床にこぼさないようにしてくださ

L、。
-容器の代わりに、布切れは使わないでください。布切

れから気化した燃料に引火して、爆発するおそれがあ

ります。

・こぼした燃料は、直ちにふき取って〈ださい。

・自の保護具を着用してください。燃料系統には圧力が

掛かっているため、部品を取り外したときに燃料がふ

き出すおそれがあります。

・順守できない場合は、死亡または重傷につながるおそ

れがあります。

TNV Series取扱説明書 V蝿NMAA



|混 1
ぷ及 ・自然環境吋して、十分な配慮が必要で

白 す。以下の有害廃棄物の処理手順に従っ

tと_A斗J でください。以下の手順を守れない場合

'¥...J、J は、自然環境に害をおよぼすことになり

ます。

・エンジン潤渇油、ディーゼル燃料、不凍液などの、有

害物質の適切な処理方法については、地方自治体また

は最寄りの回収施設にご相談ください。

・下水道、地面、地下水または水路内などに、無責任に

有害物質を廃棄しないでくださし」

図に示された燃料空ンクは、代表的立ものです。

1 .抜書出された水やごみを集めるため、専用の容器を

ディーゼル燃料全ンヲ (1，図的の下に置きます。

2燃料生ンクのふた (3，図 6) を取り外します。

3燃料生ンウのドレンプラグを取り外して、内部のド

レン(水やごみなどの不純物)を抜き出します。

4 ドレン抜きは、水やごみの混じっていない燃料が出

るようになるまで行います。終了後、 ドレンプラグ

を取り付け、しっかりと閉めます。

5.燃料5<ンクのふたを取り付けます。

6燃料漏れがないか点検します。

図 6

V調NMJlR TNV Ser間取扱説明書
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6.定期点検整備

Eエンジン潤滑油と潤滑油フィルタの変換

(101モデルのみ)

d 
やけどに関するご注意

・エンジンがまだ熱いうちにエンジン潤

滑油を抜き取る必要がある場合には、熱

くなったエンジン潤滑油でやけどする

のをきけるために、エンジンから離れて

行ってください。自の保護具を必ず着用

してください0

・順守できない場合は、死亡または重傷につながるおそ

れがあります。

| 注記

-指定以外のエンジン潤滑油は使わないでください。指

定以外の工ンジン潤滑油を使用した場合は、メーカ保

証の対象外となる場合があります。また、エンジン内

部の装置が急に停止したり、エンジン寿命が短くなる

原因となります。

・ごみなどの異物で、エンジン潤滑油が汚れ牢いように

してください。給油口ふたを取り外す前に、給油口ふ

た、検油棒、および給油口まわりの汚れを丁寧に除去

してください。

・異なる種類のエンジン潤滑油を混ぜ合わせて使わな

いでください。エンジン潤滑油の潤滑性能が低下する

場合があります。

・エンジン潤滑油は、規定量を超えて給油しないでくだ

さい。エンジン潤滑油を入れすぎると、排気口から白

い煙が出たり、エンジンの急回転やエンジン内部の損

傷を引き起こすおそれがあります。

注記 I 

ぷ及 ・自然環境に対して、十分な配慮糊要で

ー ‘ す。以下の有害廃棄物の処理手順に従っ

{L.::D てください。以下の手順を守れない場合

'¥...J、J は、自然環境に害をおよぼすことになり

ます。

・エンジン潤滑油、ディ ゼル燃非ヰ、不凍液牢どの、有

害物質の適切な処理方法については、地方自治体また

は最寄りの閥収施設にご相談ください。

・下水道、地面、地下水または水路内などに、無賃任に

有害物質を廃棄しないでください。
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6.定期点検整備
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潤滑油を抜くには、以下の手l聞に従います。

1 .エンジンが水平に設置されていることを確認します。

2エンジンを始動し、温度が定常になるまで運転します。

3エンジンを停止します。

4給油口のふた (1，図 ηのうち、どちらか一方を取

り外し、クランクケース内の空気を抜いて溜滑油が

抜書出しやすくなるようにします。

5抜き出した潤滑油を集めるため、エンジンの下に廃

油缶を置きます。

6.オイルパシカ、らドレン抜きプラグ (1，図 B) を取り

外します。潤滑油が抜き出されます。

7潤滑油抜き出し後は、ドレン抜きプラグを取り付け、

レンチで締めます。

I ;fW1H)[.，7 I 53.9-63.7 N' m 

(5.5 -6.5 kgf・m)

B廃油は、定められた方法で廃棄します。

圏
1 

KOOQ058ぉ

図7

注.ドレン抜きプラグの位置は、オプションのオイルパン

を使用している場合止ど、作業機により異止ります。

圃潤滑油フィルタの3e猿

1フィル生レンチを使って、潤滑油フィルタ(2，図 8)

を左に回します (3，図 8)。

4 

3 

図 8

2フィル5<取付面をきれいに清掃します。

3新しい潤滑油フィル空のガスケット表面にエンジン

潤滑油をうすく塗布します。その後、座面が取付箇

に当たるまで手で右回しで (4，図 B)締めます。さ

らに、フィル生レンチを使って規定トルクで締め付

けます。(または、 1回転締め付けます。)

締付卜Jレヲ
19.6-23.5N'm 

(2.0 -2.4 kgf • m) 

圏利問な潤滑ー仰品番号

エンジン形式

2TNV70、3TNV70、3TNV76

部品番号

119305.35151 
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4どちらかの給油口から新しい潤滑油を給油します。

(要領は、 P55rエンジン潤滑油の給油」を参照)

| 吉正一 目
-ヱンジン潤滑油は、規定量を超えて給油しないで

くださし、。

・エンジン潤滑油の油面は、常に検i由棒の上限目盛り

と下限目盛りの聞に収まるようにしてください。

5暖機運転を 5分間行います。その問に油漏れがない

かよく確認します。

6暖機運転を行ったあと、エンジンを停止し、 10分間

放置します。

図 9

7検油棒切開滑油景を調べます。

B潤滑油量が検治棒 (1，図 9)のよ限 (2，図 9) と下

限 (3，図 9)の目盛りの聞になるよう、不足分を補

充します。

9給油口にふたを取り付けます (4，図 9)。あふれた潤

滑油は、きれいな布でふき取ります。

V彊NMARTNVS町陣取扱説明書

6.定期点検整備

-ラジ工ータフィンの点検・掃除

a 
飛散物に関するご注意

・エンジン点検持、および圧縮空気や高圧

水を取り扱う際には、必ず自の保護具を

着用してください。ほこり、飛散物、圧

縮空気、高圧水または蒸気によって、目

を傷付けるおそれがあります。

・順守できない場合は、けがを負うおそれがあります。

ラジエ一生フィンに付着したごみ・ほこりは冷却性能を

悪くして過熱の原因になります。日常的にごみ・ほこり

の付着状況を点検して汚れの多い場合にはその都度掃

除をします。

図 10のラジ工一生は、説明周に示した代表的なもので

す。

・圧縮空気 (0.19MPa以下(1，図 10))でフィンとラ

ジヱ一生のほこりを吹き払います。圧縮空気でラジ

工一宮フィンを傷めないように注意します。

・フィンに大量のほこりが付着している場合は、中性洗

剤を使用して水道水で洗浄します。

| 注記

高圧水や圧縮空気は、できるだけ低い圧力 (193kPa未

満)で使用してください。また、ラジ工一生フィンを掃

除する際に、ワイヤブラシは使用しないでください。ラ

ジ工一宮フィンがf霧みます。

図 10
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6.定期点検整備

-冷却ファン周 Vベルトの張り調整

2回目以降のVベルトの点検と調整は、 250時間ごとに

行ってください。詳細は、 P74r冷却ファン淘 Vベル卜

の張り調整jをお読みください

-ガバナレバーおよびアクセルの点検・調書室

(電子制御エンジンは除く)

ガバナレバーと作業機械側のアクセル装置(アヲセルレ

I~一、ペダルなど)は、アクセルワイヤまたはアクセル

ロッドでつながれています。アクセルワイヤの伸びや固

定部のゆるみが生じると、ガバナレパ とアクセル装置

の相互の位置にずれができます。そのまま知らずに使用

すると誤作動するおそれがあります。したがって、ケー

ブルは定期的に点検し、必要な場合は認整します。調整

方法については、販売庖にご相談ください。

アクセルワイヤやアクセルペダルは無理に引っ張らな

いでくださし」アクセルレバーが変形したりケーブルが

伸びることにより、回転諮整が正しく行えなくなる可能

性があります。また、ガパナ内部構造が損傷する場合が

あります。下表のアクセルレバー許容トルク以下に調整

します。

ガパナア7セルレバーの許容トルク

高速側制限ボルト方向 I 15 N' m以下

低速側制限ボJレト方向 1.6 N' m以下

カ‘パナレバーの点検と調整を行うには、以下の手順に従

います。

1アクセル装置を高速および低速の位置に置いたとき

に、ヱンジン側のガパナレバー(1，図 11)がそれぞ

れ高速頓U(2，図 11)および低速側 (3，図 11)の制

限ボルトに当たっているが点検します。

2.ガパナレバーが高速または低速制限ボルトに当たっ

ていない場合は、アヲセルワイヤを謂整します。

3アウセル装置の機構によっては、アクセルワイヤ取付

金具のねじをゆるめてワイヤの固定位置をずらすこ

とにより両方が当たるように調整します。

82 

| 注記 E 
制限ボルトを調節して、無負荷最低回転速度または

無負荷最高回転速度を変更しないでください。作業

機の安全性と性能が低下したり、製品寿命が短くな

るおそれがあります。制限ボルトの調節が必要立場

合には、ヤンマーの販売会社、特販底までお問い合わ

せください。

圏

背噌
1(，000065411 

瞳
2 

f 

図 11

-エアクリーナエレメントの掃除

関 12および図 13の工アクリーナは、説明用に示した代

表的なものです。

エアフリーナに吸い込まれたほこりが、エレメントにた

まって目詰まりしてくると、エンジンの出力が低下しま

す。エレメン卜は定期的に掃除します。

飛散物に関するご注意

・エンジン点検時、および圧縮空気や高圧

水を取り扱う際には、必ず目の保護具を

着用して〈ださい。ほこり、飛散物、圧

縮空気、高圧水または蒸気によって、自

を傷付けるおそれがあります。

・順守できない場合は、けがを負うおそれがあります。

TNV Ser陣取扱説明害 V潤NMAR



1クランプを外しダストパン (1，図 12)を取り外しま

す。

2エレメント (2，図 12)を抜き出します。ダブル工レ

メントの場合は、外側のエレメントのみを抜き出し

ます。

3エレメントの内側から圧縮空気 (0.29~ 0.49 MPa 

(3，図 12))を吹き付け、外面のごみやほこりを吹き

払います。エレメントの損傷をさけるため、圧縮空

気圧力は、ごみやほこりが吹き払える範囲で、でき

るだけ低い圧力て。行います。

4ダブルエレメント付のエアケリ ナの場合、内側lエ
レメント (1，図 13)を取り外す必要があるのは、外

世1エレメン卜を新品に交換しても、エレメントの自

詰まり現象が早くなったとき(ダストインジケ一台

付の場合はインジケ一歩の作動か、早くなったとき)

にかぎります。

i主.内側エレメントは、外側エレメントを掃除後、取

り付けを忘れたまま運転されたり、外側エレメン

トの損傷に気付かないまま運転されたとき、エン

ジントラブルの原因となる非常事態でのパッヲ

アップ用です。

4 

問 削'"

図 12

，…一回
図 13

V調NMARTNVS開時取扱説明書

6.定期点検整備

5エレメントの汚れが著しいときや、破損があれば新

品と交換します。

6.ダストパン内部のごみを掃除します。

7エレメントを元通りにエアクリーナケース (4，図
12) に差し込んで取り付けます。

i主 外側エレメン卜に赤ライン (2，図 13)がある場

合(;1:、赤ラインがエアウリーナケースの端面と重

なる位置まで差し込んで取り付けます。

日ダストパンの合わせマーウ(矢印) (5，図 12) をエ

アクリ ナケースの合わせマ ク (6，図 12)に合わ

せて取り付けます。

9ウランプしてダストパンを取り付けます。

| 注記 I 

-ほこりが多い環境でエンジンを運転する場合は、

工アクリーナエレメント在頻繁に掃除してくださ

し、。

-エアクリーナまたはエレメントを外した状態で

は、エンジンを運転しないでください。外から異

物がエンジンに入り込んで、エンジンす畠傷の原因

となります。
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6.定期点検整備

|500時間ごとの点検 E 
500時間ごとに以下の点検項目を実施します0

・ヱアクリ ナエレメントの交換

・燃料フィルタの交換

・燃料フィルタ/油水分離器の洗湯

・エンジン潤滑油と潤滑油フィル穿の交換

(DIニモデルのみ)

合作業機、潤滑油容量により異なります。

圃エアクリーナエレメントの焚撲

| 注記

吸気圧制限は最大で6.23kPaまたはそれ以下とします。

上記の吸気圧制限値を超えている場合は、工アヲリーナ

エレメントを掃除するか、または交換してください。

エアヲリーナのエレメント (2，図 12) は、傷や破損が

なくても 500時間ごとに交換します。

ダフルエレメント付のエアクリーナの場合、内側エレメ

ント (1，図 13) を取り外す必要があるのは、外側エレ

メントを新品に交換しでも、エレメントの目詰まり現象

が早くなったとき(ダストインジケ一台付の場合はイン

ジケ一世の作動が早くなったとき)にかぎります。内側

エレメントは、外側lエレメントのパックアップ用です。

84 

圃燃料フィルタの交換

火災および爆発に関するご注意

五島
・ディーゼル燃料は特定の条件において、

非常に高い引火性および爆発性を持ち

ます。

-燃料系統の部品を取り外して保守点検を行う場合(燃

料フィル51の交換など)は、専用の容器を関口部の下

に置いて、燃料を床にこぼさないようにしてくださ

し、。

・容器の代わりに、布切れは使わないでください。布切

れから気化した燃料に引火して、爆発するおそれがあ

ります。

・こぼした燃料は、直ちにふき取ってください。

・自の保護具を着用してください。燃料系統には圧力が

掛かっているため、部品を取り外したときに燃料がふ

き出すおそれがあります。

・順守できない場合は、死亡または重傷につながるおそ

れがあります。

L 翌 I
エンジン寿命を最大に保つために、エンジンを停止する

際には、除冷運転(負荷を切り低速回転で 5分間)を行

うことをお勧めします。この徐冷運転により、過給機

(装備している場合)や排気系統なと‘の高温で動作する

エンジン部品の温度を、エンジン停止前にわずかに下げ

ることができます。

注記 I 

一一 .自然環境に対して、十分な配慮カ杭η沼E必、要で鈴 す 師m…一の伺岬一有措害
t丘司 てください。以下の手順を守れない場合

'--J¥...J は、自然環境に害をおよぼすことになり

ます。

・エンジン潤滑油、ディ ゼル燃料、不凍液などの、有

害物質の遼切な処理方法については、地方自治体また

は最寄りの回収施設にご相談ください。

・下水道、地面、地下水または水路内などに、無責任に

有害物質を廃棄しないでください。

TNV Series取扱説明書 V調NMAR



圏ご…出リでー…る
前に、燃料フィル告のエレメントを定期的に

交換します

1エンジンを停止し、十分に冷えるまで放置します。

2目燃料フィル女/油水分離器の燃料コックを閉じます。

3 リテーナリング (1，図 14)を友側に図します (5，図

14)。
4十分注意しながら、カップ (3，図 14)を淑り外しま

す。カップ内の燃料やドレンを専用容器に移し、定

められた方法で廃棄します。カップ内の燃料がこぼ

れないように布切れで受けます。こぼした燃料は、

直ちにふき取ります。

5燃料フィル生エレメント (4，図 14)を下向きに引き

抜いて、取り外します。

日エレメントを新品と交換します。

燃料フィル歩エレメントの部品番号

部品番号
エンジン形式

標準一寸事陣地向け吋

2TNV70、3TNV70
、1119833・556201 119802・55801

3TNV76 

合 1: ~島塵地向け仕様の適用。否適用については作業犠の取扱説明
舎に準Uてください。

7.カップの内部を新しい燃料油できれいに洗います。

8.0リング (6，函 14)の状態を点検します。必要な場

合は、新品と交換します。

9.カップを取付面に取り付け、リテーナリング (1，図

14) を右に回します (2，図 14)。締め付けは、必ず

手で行います。

10燃料フィル空/油水分離器の燃料コッヲを元通りに

開きます。

11 .燃料系統への送油を行います。詳細は、 P53r燃料

系統への送油Jをお読みください。

12燃料漏れがないか点検します。

2 6 

抑制問

図 14

V彊IIMARTNV Seri関取扱説明書

6定期点検整備

圏
ごみによる毘詰まりで燃料が流れなくなる

前に、燃料フィル告のエレメントを定期的に

交換します

1エンジンを停止し、十分に冷えるまで放置します

2.燃料フィルヲ/油水分離器の燃料コックを閉じます。

3.フィル女レンチを使って、燃料フィル舎を友に回し

て外します (1，図 15)。このとき、フィル空内の燃

料が下にこぼれないように布切れで受けます。こぼ

した燃料は、きれいにふき取ります。

K0000072A 

図 15

4.フィル女取付箇をきれいに掃除し、新しい燃料フィ

ル女のガスケット表面に燃料i由をうすく塗布しま

す。

5.新しい燃料フィル女を取り付けます。座面が取付面

に当たるまで手で右に回して締めます (2，図 15)。

その後、フィル安レンチで規定トルヲで締め付けま

す。(または 1回転締めます。)

竺:ニ」 19.6 -23.5 N • m 

(2.0 -2.4 kgf • m) 

使用可能な燃料フィル膏エレメントの部品番号

部品番号

エンジン形式
標準

多砂J!地向け
合4

3TNV82A -4TNV98、 119802-

3TNV82A-8 -4TNV98-8 55801 129907-

4TNV98丁、 119802- 55801 

4TNV98T-Z -4TNV1 06T 55801 

叶 多塵地向付仕様の適用ー否適用については作業機の取接説明

警に準じてくだ古い。

6.燃料フィル空/油水分磁器の燃料コックを元通りに

開きます。
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6固定期点検整備

7燃料系統への送油を行います。詳細は、 P53r燃料

系統への送油Jをお読みください。

B燃料漏れがないか点検します。

園燃料フィルタ/油水分離器の洗海

l A危険

火災および嬢発に関するご注意

泊色
-ディーゼル燃料は特定の条件において、

非常に高い引火性および爆発性を持ち

ます。

-ディーゼル燃料を洗浄剤!として使用しないでくださ

し、。

-燃料系統の部品を取り外して保守点検を行う場合(燃

料フィル宮の交換など)は、専用の容器を関口部の下

に置いて、燃料を床にこぼさないようにしてくださ

b、。

-容器の代わりに、布切れは使わないでください。布切

れから気化した燃料に引火して、爆発するおそれがあ

ります。

・こぼした燃料は、直ちにふき取ってください。

・自の保護具を着用してください。燃料系統には圧力が

掛かっているため、部品を取り外したときに燃料がふ

き出すおそれがあります。

・順守できない場合は、死亡または重傷につながるおそ

れがあります。

( 注記 l 
一一-自然環境に対して、十分な配慮が必必、妻で

鈴す一鞠の叫叫一処鯉理
tム て〈ださしい、、。以下の手目煩頭を守れない場合

¥......J、J は、自i然漆環境に害をおよぽすことになり

ます0

・エンジン潤滑油、ディーゼル燃料、不凍液などの、有

害物質の適切な処理方法については、地方自治体また

は最寄りの回収施設にご相談ください。

・下水道、地面、地下水または水路内などに、無責任に

有害物質を廃棄しないでくださし」
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国燃料山山分離器…ン叫
び内部を定期的に、きれいな燃料治で法滞し

ます

1抜き出された水やごみを集めるため、専用の容器を

油水分離器のカップ (1，図 16)の下に置きます。

2.*管~~ヰコック (3，図 16) を閉じます (2，図 16) 。
3.リテーナリング (4，図 16)をさE側に回します (9，図

16)。
4十分注意しながら、カップ (1，図 16)を取り外しま

す。カップ内の押さえばね (6，図 16)とフロートリ

ング (7，図 16)を取り出します。カップ内の燃料や

Fレンを専用容器に移し、定められた方法で廃棄し

ます。カップ内の燃料がこlまれないように布切れで

受けます。こぼした燃J料は、直ちにふき取ります。

5.カップの内部を新しい燃料油できれいに洗います0

6工レメン卜 (10，図 16) を下向きに51吉抜いて、取

り外します。

7.エレメントを新品と交換します。

泊水分離器エレメントの部品番号

エンジン形式

2TNV7口、 3TNV70、3TNV76

部品番号

171081-55910 

8_0リング (11，図 16) の状態を点検します。必要な

場合は、新品と交換します。

9カップ内にフ口一トリング (7，図 16)と押さえばね

(6，図 16) を置きます。

10.カップを取付函 (8，図 16)に取り付け、リテーナリ

ング (4，図 16) を右に回します (5，図 16)。締め付

けは、必ず手で行います。

11燃料コッヲ ω，図 16) を聞けます。

12.燃料系統への送油を行います。詳細は、 P53i燃料

系統への送油」をお読みください。

13燃料漏れがないか点検します。

s 

2 1則 的 閣 剛

図 16
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瞳燃料フィ ル タ / 泊 櫛 器 の 一同よ

び内部を定期的に、きれいな燃料油で洗浄し

ます

1 .抜き出された水やごみを集めるため、専用の容器を

燃料フィルタ/油水分離器のカップ (1，図 17)の下

に置きます。

2燃すヰコック (3，闘 17)を閉じます (2，図 17)。

3ドレンコック (4，図 1η を開け、 7)くやごみを抜き出

します。詳細は、 P751燃料フィル空/油水分離器

のドレン抜き」をお読みください。

4リテ ナリンヴ (5，図 1η を左側に回して (10，図
17)、カップ (1，図 17)を取り外します。ドレンセ

ンサ付の場合は、あらかじめ配線ケーブル (7，図 17)

を外しておきます。

5.燃料がこlまれないよう、カップは十分注意して外し

ます。こぼれた燃料は、きれいにふき取ります。

悶 000073l¥.

図 17

6カップ内のフロ トリング (8，図 17)を取り出しま

す。カップ内のドレンを専用容器に移し、定められ

た方法で廃棄します。

V潤IIMARTNV Series取扱説明害

6定期点検整備

7.エレメント (9，図 17)とカップの内部を新しい燃料

i由できれいに涜:います。エレメントが傷;イ寸いたり、

破損していれは交換します。

エレメントの部品番号

エンジン形式

3TNV82A -4TNV1口6T、
3TNV82A-B -4TNV98T-Z 

部品番号

119802・55710

8.工レメントと Oリングをブラケット内に取り付けま

す。

9カップの中にフロートリングを置きます。

10.0リングの状態を点検します。必要な場合は、新品

と交換します。

11 リテーナリングを右に締め付けて (6，図 17)、カッ

プをブラケットに取り付けます。締め付けは、必ず

手で行います。

12.ドレンコッヲを閉じます。ドレンセンサ付の場合は、

配線用ケーブルを接続します。

13燃料コッ?を元通りに聞きます。

14燃料系統への送i由在行います。詳細は、 P531燃料

系統への送油jをお読みください。

15燃料漏れがないか点検します。
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6.定期点検整備

-ヱンジン潤滑油と潤滑油フィルタの受換

(01モデルのみ)

やけどに関するご注意zd u ジン一日にエンジン潤
滑油を抜き取る必要がある場合には、熱

くなったエンジン潤滑油でやけどする

のをきけるために、エンジンから離れて

行ってください。自の保護具を必ず着用

して〈ださい。

• J慎守できない場合は、死亡または婁傷につながるおそ

れがあります。

「一一一一一瓦~a
-指定以外のエンジン潤滑油は使わないでください。指

定以外のエンジン潤滑油を使用した場合は、メーカ保

証の対象外となる場合があります。また、エンジン内

部の装置が急に停止したり、エンジン寿命が短くなる

原因となります。

・ごみなどの異物で、エンジン潤滑油が汚れないように

してください。給油口ふたを取り外す前に、給油口ふ

た、検j由棒、および給油口まわりの汚れを丁寧に除去

してください。

-異なる種類のエンジン潤滑油を混ぜ合わせて使わな

いでくださし、。エンジン潤滑油の潤滑性能が低下する

場合があります。

・工ンジン潤滑油は、規定量を超えて給油しないでくだ

さい。工ンジン潤滑油を入れすぎると、排気口から白

い煙か、出たり、エンジンの急回転やエンジン内部の損

傷を引き起こすおそれがあります。

| 注記 | 
ぷ及 ・自然環境はせして、十分な醐が必要で

----- す。以下の有害廃棄物の処理手順に従っ

tと_"斗J てください。以下の手順を守れない場合

¥.....J、J は、自然環境に害をおよぼすことになり

ます。

・エンジン潤滑油、ディーゼル燃料、不凍液などの、有

害物質の適切な処理方法については、地方自治体また

は最寄りの回収施設にご相談ください。

・下水道、地面、地下水または水路内などに、無責任に

有害物質を廃棄しないでください。
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工ンジン潤滑油の交換は、 500待問または 1年ごとに

行ってください。潤滑油交換にあわせて潤滑油フィル舎

も交換してください。

ただし浅形オイルパンの場合は、作業機の種類にかかわ

らず250時間ごとにエンジン潤滑油およひ潤滑油フィル

生の交換を行ってください。

潤滑油を抜くには、以下の手順に従います。

1.エンジンカワjく平に設置されていることを確認します。

2.エンジンを始動し、温度が定常になるまで運転します。

3.エンジンを停止します。

4給油口のふた (1，図 18)のうち、どちらか一方を取

り外し、フランクケース内の空気を抜いて潤滑油が

抜き出しやすくなるようにします。

5抜書出した潤滑油を集めるため、エンジンの下に廃

油缶を置きます。

6.オイルパンからドレン抜きプラグ (1，図 19)を取り

外します。潤滑油が抜き出されます。

7潤滑油抜き出し後は、ドレン抜きプラヲを取り付け、

レンチで締めます。

IIililiHI1-7 I 53.9 -63.7 N • m 

(5.5 -6.5 kgf. m) 

8.廃油は、定められた方法で廃棄します。

国

t 

問。削OB1l¥j(

間 18

注.ドレン抜吉プラグの位置は、オプションのオイルパン

を使用している場合主ど、作業機により異止ります。

TNV Seri田取扱説明書 V調NMAR



-潤滑油フィルタの交換

1.フィルタレンチを使って、潤滑油フィル女 (2，図 19)

を左に回します (3，図 19)。

臨
4 

図 19

2フィル歩取付面をきれいに清掃します。

3司新しいi間滑油フィル宮のガスケット表面にエンジン

潤滑油をうすく塗布します。その後、座爾が取付面

に当たるまで手で右回しで (4，図 19)締めます。さ

らに、フィル穿レンチを使って規定トルクで締め付

けます。(または、 1回転締め付けます。)

己に斗
19.6 -23.5 N • m 

(2.0 -2.4 kgf • m) 

圏利時な潤滑油ーの部品番号

部品番号

エンジン形式
標準

多砂漠地向け
叶

3TNV82A、

3TNV84 -4TNV98、
129150-

3TNV82A-B、
35153 119005-

3TNV88-B -4TNV98-Z、
35151 

4TNV98-E 

4TNV9S丁、 4TNV98T-Z、 119005-

4TNV106、4TNV106T 35151 

禽1・3喜屋地向け仕様の適用否適用については作業機の取鍛説明書

に準じてくだきい。

Y凋IIMARTNVS百 les取扱説明書

6定期点検整備

4どちらかの給油口から新しい潤滑油を給油します。

(要領は、 P55rエンジン潤滑油の給油jを参照)

l i会記
-エンジン潤滑油は、規定量を超えて給油しないで

ください0

.エンジン潤滑油の油面は、常に検~)由棒の上限闘盛り

と下限目盛りの聞に収まるようにしてください。

5援機運転を 5分間行います。その聞に油漏れがない

かよく確認します。

6暖機運転を行ったあと、エンジンを停止し、 10分間

放遣します。

圏

~4 

知的ωmゑX

図 20

7.検油棒で潤滑油量を競べます。

B潤滑油量が検油棒 (1，図 20)の上限 (2，図 20) と

下限 (3，図 20)の目盛りの聞になるよう、不足分を

補充します。

9.給油口にふたを取り付けます (4，図 20)。あふれた

潤滑油は、きれいな布でふき取ります。
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6固定期点検整備

而m由云日品 目
1000時間ごとに以下の点検項目を実施します。

・吸・排気弁頭のすき問調整(必要に応じて)

-吸・排気弁頭のすき問調整

吸・排気弁の開閉生イミングを正確に保つには、正しい

手順で調整を行う必要があります。調整が正しくない場

合、エンジンの騒音が増し、性能が低下し、エンジンが

損傷するおそれがあります。吸・排気弁頭のすきま調整

の方法については、販売届にご相談ください。
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|吋i寺 町 示 点 検 E 
1500 時間ごとに以下の点検項目を実施します。

・燃料噴射装置の点検・掃除・作動点検(必要に応じて)

・EGRクーラの清掃

4TNV84T-Z、4TNV98T-Z

-クランクケースフリ ザ系の点検

-燃料噴射装置の点検・掃除・作動点検

A 
高圧燃料に関するご注意

-破損した燃料噴射管などの燃料系統か

ら漏れている燃料高圧噴射の噴震が、皮

膚に付着しないようにしてください。高

圧噴霧の燃料は皮膚に浸入して、炎症を

引き起こします。万が一、燃料が皮膚に

付着した場合は、直ちに医師の診断を受

けて〈ださい。

・燃料の漏れは、手を使って点検しないで〈ださい。板

切れや厚紙などを必ず使って〈ださい。損傷箇所の修

理については、ヤンマ の販売会社、特販扇までご依

頼ください。

-順守できない場合は、死亡または重傷につながるおそ

れがあります。

燃料噴射状態を最適にして工ンジン性能が十分発揮で

きるようにするためには、燃料噴射ノズルが正常に動作

する必要があります。 EPA/ARBは、燃料噴射装置の点

検、清掃、試験を 1500時間ごとに行うよう定めていま

す。これに関する作業については、販売庖にお問い合わ

せください。

.EGRクーラのi先t帯
4TNV84T-Z、4TNV98T-Z

EGRクーラの冷却水室側は、長時間の使用によりさぴや

水あかが付着して、 EGRガスの冷却を悪くします。排気

通路側もまたカーボン付着が発生し排ガス循環抵抗と

なり、排気エミッション値の悪化につながりますので少

立くとも 1500時間ごとに洗浄してください。

EGRクーラの洗浄については特飯窟にご相談ください。

TNV Seri田取扱説曙 V彊NMAR



EGRパルプ
EGRリードバルブ

図 21

-クランクケースブリーザ系の点検

工ンジンが使用期間にわたって排ガス規制に適合する

ためには、クランヲケースブリ ザ系が正常に動作じて

いる必要があります。 EPA/ARBは、ヲランウケースフ

リーザ系の点検を 1500時間ごとに行うよう定めていま

す。これに関する作業については、販売庖にお問い合わ

せください。

Y凋N M且R TNVS町田取扱説明書

6.定期点検整備

1![OO!l時間ごとの点検 | 
2000時間ごとに以下の点検項目を実施します。

・冷却水径路の洗浄と部品の点検・整備

・燃料管・冷却水管の点検および交換

・吸・排気弁のすり合わせ

・冷却水の交換

「 危険 1 
蒸気・熱湯やけどに関するご注意

・エンジンが熱い聞は、ラジエ-~キャッ
プを関付ないでください。蒸気や豊富く

なった冷却水がふき出して、やけどをす

るおそれがあります。エンジンの温度が

下がるのを待ってから、ラジエータ

キャップを開けてください。

・点検後は、ラジエ一歩キャップを確実に締めてくださ

い。十分に締まっていないと、運転中に蒸気がふき出

すおそれがあります。

・冷却水量は、サブタンクの水位を見て常に点検してく

ださい。

-順守できない場合は、死亡または重傷につながるおそ

れがあります。

やけどに関するご注意d U…ジわ川ン刈が州一…ま材吋吋だ瑚蜘恥熱熱和L吋う剖拡山一……こ江山以…工Uω…ンげ山ジルン

滑?泊由を抜き取る必必、要がある場合には、熱

くなったエンジン潤滑油でやけどする

のをきけるために、エンジンから離れて

行ってください。自の保護具を必ず着用

してください。

-順守できない場合は、死亡または重傷につながるおそ

れがあります。
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6.定期点検整備

冷却水に関するご注意

""" ・ロングライフクーラントを

曾配…けには叫・・(J 護具およびゴム手袋を着用

園町 してください。万が一、冷

却水が目や皮膚に付着した

場合には、清水できれいに

洗い流してください。

・順守できない場合は、けがを負うおそれがあります。

| 注記

ぷ及 ・自然環境に対して、十分な配慮が必要で

----.- す。以下の有害廃棄物の処理手順に従っ

t乙_A斗J てください。以下の手順を守れない場合'-l、J は、自然環境に害をおよぼすことになり

ます。

・エンジン潤滑油、ディーゼル燃料、不凍液などの、有

害物質の適切な処理方法については、地方自治体また

は最寄りの悶収施設にご相談ください。

・下水道、地面、地下水または水路内などに、無責任に

有害物質を廃棄しないでください。

圃冷却水径路の洗海と部品の点検・整備

冷却水径路には、長期間の使用によりさびや水あかが自

然に付着して冷却を悪くします。これは冷却系の効率低

下を招き、エンジン潤滑油の冷却を悪くして潤滑油の劣

化を早めます。冷却水経路の洗浄については、販売庖に

ご相談ください。

園燃料管・冷却水管の点検および交換

燃料管や冷却水管などに使用しているホース類は、定期

的に点検します。ひび割れが見られたり劣化したホース

類は、新品と交換します。ホ ス類の交換は、少立くと

も2年ごとに行います。ホース類の交換については、販

売庖にご相談ください。

圃吸・排気弁のすり合わせ

シリンダヘッドの気密性を保つために整備を行います。

吸・排気弁のすり合わせについては、販売肩にご相談く

ださい。

圃冷却水の交換

さぴや水あかなどによって冷却水が汚れてくると冷却

性能が低下します。不凍液在使っている場合でも、成分

が劣化しますので定期交換が必要です。交換時間に達し

ていなくても、 2年に 1度は冷却水の交換を行います。

1ラジエ一堂キャップ (1，図 22) を取り外します。

2ラジ工-5<下部の水抜きプラヴをゆるめるか、 ドレ

ンコック (2，tl!l 22)者聞くと、冷却水が出てきます。

図 22

3.エンジンブロックから冷却水を抜き出します。

・作業機に潤滑油冷却器が装着されていない場合

は、エンジンブロッヲの水抜きプラグ (1，図 23)

を淑り外します。
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図 24

4.冷却水を抜書出したあとは、水抜きプラグを再び取

りf寸けて締めf寸けるか、ラジエー空のドレンコッウ

を閉めます。エンジンブロッウの水抜きプラグを再

び取り付けて締め付けるか、潤滑油冷却器が装着さ

れている場合は、潤滑油冷却器の冷却水管を再びつ

なぎます。

5.ラジエ-9に冷却水を給水します。詳細は、 P58rラ
ジエ一女へのエンジン冷却水(クーラント)の給水」

をお読みください。

V潤NMARTNV Seri関取扱説明書

6定期点検整備

|[;111111]時間ごとの点検 l 
3000時間ごとに以下の点検項目を実施します0

・過給機の点検(必要に応じてブロワ洗浮)

3TNV84丁、 4TNV84T、4TNV98丁、 4TNV106T

・EGRバルブの点検・清掃・作動点検

4TNV84T-Z、4TNV98-E、4TNV98-Z、4TNV98T叫 Z

・EGRリードバルブの点検・清撮

4TNV84T-Z、4TNV98T-Z

園過給機の点検(必要に応じてフロワ洗浄)

3TNV84T、4TNV84T、4TNV98丁、 4TNV106T

EPA/ARB は、週給機の点検ならびに清掃を 3000時間

ごとに行うよう定めています。過給機に関するこれらの

サービスは、販売j吉が行います。エンジンの回転数が低

下したり、排気色が悉くなったりする兆しが認められる

場合、次回の定期点検まで放置することは絶対におやめ

ください。過給機の点検および洗浄は、速やかにヤン

マ の販売会社、特販庖までご依頼ください。

.EGRバルブの点検・清婦・作動点検

4TNV84T-Z、4TNV98-E、4TNV98-Z、4TNV98TωZ

EGRパルプは、排ガスを燃焼室に再循環して燃焼温度を

下げ排ガスのウリーン化を図る重要な機器のひとつと

して排ガス量を調整しています。

このパルプには、排ガスによりカーボン付着など運転車圭

時とともに循環量の悪化につながりますので少なくと

も3000時間ごとの点検・清掃・作動点検が官、要です。

EGRバルブの点検・清掃・作動点検は、販売会社・特販

庖までご相談くださし凡

-巨GRリードバルブの点検・清掃

4TNV84T-Z、4TNV98T-Z

EGRリードバルブも同様、排ガス再循環の通路と牢って

いますので、運転経時によるカーボン付着・自詰まりが

発生しますので定期的なメインテナンスを実施してく

ださい。

EG円リードパルプの洗浄については特販府にご相談く

ださい。
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6定期点検整備

EGR/¥;レブ
EGRリ ドバルブ

図 25
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7.トラブJレシューティング

7.トラブルシユーテインク‘

万一不具合が生じたときには、直ちにエンジンを停止します。その後、つぎの表を参照して適切な点検と処置を行い

ます。

| 注詑 l 
ス宮 古スイッチを ONの位叢に入れても点灯しない警報ランプがある場合には、エンジンを運転する前に、ヤン

マーの販売会社、特販底に修理を依頼してください。

エンジン運転中に箸報ランプが点灯した場合は、直ちにエンジンを停止してください。警報ランプの原因を特定して

その問題を解決してから、エンジンの運転を再開してください。

YAHMAA TNVS町間取扱説明書 95 



7.トラブjレシューティング

7.1 簡単な故障と処置のしかた

冷却水温度警報ランプ

チャージランプ

スタ タ世回るが始動できない

燃料木良

-潤滑油フィルタの目詰まり

-ラジ工ータ冷却水量の不E

-ラジ工ータフィンの汚れ

. Vベルトゆるみ・切断

-パッテりの不良

スタータが回らない。または回転|・パッテりの電圧不足

カず遅い(手回しは可能)

96 

-潤滑油量の点検と調整(必要に IP55 rエンジン潤滑油の点検j

応口て)

-潤滑油フィルタの交換

-冷却水の給水

-ラジエータフィンの洗浄

してください

• Vベルト張り調整・交換

-雪解液量点検、補充電

P79 rエンジンi閤滑油と潤滑油

フィルタの交換 (101モデルの

み)J

P58 rラジエータへのエンジン冷

却水(クーラント)の給水j

P81 rラジエータ7ィン(J)点検・掃

除」

-潤滑油量の点検と調整{必要に IP55 rエンジン潤滑油の点検J
応Uて)

・潤滑油フィルタの交換 I P79 rエンジン潤滑油と潤滑油

フィルタの交換 (101モデルの

み)J

-電解液量点検・鋪充電 P77 rパッテリの液量点検と補充

電j

TNVS引間取扱説明書 YAN，ル闘R



白い煙が出る

-エンジン潤滑油の燃焼・異常消

費

V姐NMARTNV Series取扱説明書

7.トラブルシューティング
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7.トラプ、ルシューティング

7.2電子制御システムの故障と処置のしかた

圏刷V84T-Z、側V98…V98-Z，4TNV98T-Z 

電子制御式エンジンで、 トラブルモ二宮ランプ(オプ

ション)が装備されている場合の故障に対する検出概要

について説明します。

-指定外のちECUの使用、指定外デ一世のE-ECUへの書

き込み使用、故障状態での放置、センサやアクチュ

工 タの取り外し使用などヤンマーが指定した以外

の使用方法は、排ガス規制に関する法律に違反する行

為とみなされる場合がありますので絶対にしないで

ください。誤った使用に対する保証は一切できませ

ん。

・燃料噴射ポンプを交換する場合、E-ECUに新しい燃料

噴射ポンプの噴射量調整デ-:$1に書き換える必要が

あります。必ずヤンマーのディーラにご連絡くださ

い。正規の燃料噴射叢調整データが書き込まれていな

いE-ECUでは、エンジンの性能保証ができません0

• E-ECUを交換する場合、新しい E-ECUに古い E-ECU

から燃料噴射ポンプの噴射量調整データを書き込む

必聖書があります。必ずヤンマーのディーラにご連絡く

ださい。正規の燃料噴射量調整デー告が書き込まれて

いない E-ECUでは、エンジンの性能保証ができませ

ん。

・順守できない場合、エンジンの急回転などによる死

亡・重傷につながるおそれがあります。

98 

-制御異常検出機能

E-ECUは、 P102i電子制御式ヱンジンの検出異常一覧

表」に示すようにさまざまな自己診断を行っています。

これらの異常が検出された場合、 E-ECUはトラフルモ

二台ランプを点滅させて故障の発生と概要を表示しま

す。トラブルモニ虫ランプ(オプション)は、 E-ECU電

源投入時に 2秒間点灯し、その後消灯しますので、この

点灯によりらECUに電源供給されているかどうかの

チ工ツヴが可能です。トラブルモニタランプは図 1に示

すパネル上(1，図 1)に設置されています。

| 注記

エンジンあるいは各制御機器の異常時、トラブルモ二女

ランプにてその状況か表示されます。このトラブルモ二

女ランプ点灯(故障状態)のままエンジンを運転し続け

ないでください。エンジン性能の保証ができないばかり

でなく、さらに深刻な故障の原因となります。

図 1

j主:本図は参考用模式図です。

TNV Se間取扱説明書 V局NMAII



7 トラブルシューテイング

トラブルモニ空ランプの点滅方法を図 2に示します。

例えば、電源投入時にアヲセルセンサ異常 (5回点滅)と EGRバルブ異常 (1-3図点滅)がそれぞれ発生してい

る場合、 トラブルモ二宮ランプは図 2のように点滅します。複数の異常が同時に発生している場合は、点滅回数の

少ない順にすべての巽常を表示して、以後順番にくり返し点滅します。

電源投入時

2s 3s 
-a ~ 

消灯

電源投入時

2s 3s 

‘ 、.‘
点灯 l
消灯

i i主記

アクセルセンサ異常
下位。 5回

95.s，口o5s 

円nnnn
EGRバルブ異常

βどに3:11
'‘ 1.5s ・n.. 5s ‘'‘' 

-E 

• 

111111' 
図2

ほかのECUへ

図 3

3s 

， <'J返し，制

3s 

lくり返し刻T

W;ndowsPC 

トラブルモ二台ランプが点灯しましたら、点灯パ安一ンおよびP101r故樟処置のお問い合わせに際して」の各事項

を確認しすぐにエンジンを止め、最寄りの特販庖にご相談ください。

図 3のようにヤンマー純正のダイアグノシスツールを接続すると、さらに詳細の異常情報表示や異常履歴表示、フ

リーズフレームデ一生表示、状態モニタや診断テストを行うことができます。

異常履歴表示では、異常発生した時間(合イムス空ンプ)を記録できます。

V渦HMARTNVS町ies取扱説明書 99 



7 卜ラブJレシューテイング

-ダイアグノシスツール

図 4に示すヤンマー純正夕、fアグノシスツ ルを接続す

るため、図 5のコネ?5が作業機ハーネスに設置されて

います。

燃料噴射ポンプを交換した場合、 E-ECUの個別情報を

新しいポンプのものに書き換えなければなりません。

また E-ECUを交換する場合も、お客さまのエンジンに

付いている燃料噴射ポンプの個別情報を書き込んだ新

しい E-ECUと置き換える必要があります。

これらの個別情報のやり取りをダイアノグシスツール

で行います。

燃料噴射ポンプあるいは E-ECUの交換は最寄りの特販

直にご相談ください。

ダイアグノシスツールの取り扱い要領については[ダイ

アグノシスツールマニュアJりを参照ください。

スマ トアシストダイレクト

(ヤンマー純正部品)

ISO 15765-4 
関4

100 

DEUTSCH 
DTM06-06S-E007 

蔽合相手(スマートアシストダイレヲト側)
DEUTSCH 

DTM04同06P-E003
図5
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7.トラブルシューティング

7.3故障処置のお問い合わせに際して
工ンジンが故障した場合は、 P96r簡単な故障と処置のしかたJを参照するか、またはお買い上げの販売商にご相談

ください。

その際には、つぎの事項をお確かめのうえ、お教えください。

・エンジンの形式名およびエンジン番号(エンジン銘板位置は P27r銘板の位置J参照)

・作業機械の種類(トラク久発電機、ホイールローダなと)・メーカ名・形式名および機体番号

・これまでの通算使用詩間数(アワ メ 生表示時間数)、使用された期間。アワーメー告がない場合は、 1日当た

り使用時間×使用日数および燃料の消費量

・故障が発生したときの詳しい状況

・エンジンの回転速度

・排気色

・使用燃料

.使用エンジン潤滑油の銘柄および粕度番号

・トラブルモニ安ランプ点灯パ合一ン(電子制御エンジン(トラフルモ二台ランプが装着されている)の場合)

.異常音または振動の有無

・運転環境(高地で運転されていた場合や、外気温が著しく高いまたは低い場合など)

・これまでの故障、修理歴

・そのほか故障に影響をおよぼした婆図

V坦NMARTNVSer間取扱説明書 101 



7 トラブルシューティング

7.4電子制御式エンジンの検出異常一覧表

国側V山、…8-E，4TNV98-Z， 4TNV98T之

トフブル

No エラ一項目 検出条件 異常時の動作 復帰条件 設定
モ三宮

ランプ

点滅回数

冷却水温センサ異常 センサ電圧が 4.8V以上、 冷却水温 30
0

Cでエンジン運転 正常値
標準

または 0.2V以下のと吉 復帰
4 

2 アヲセJレセンサ異常 センサ電圧が 4.6V以上、 1500 mi打1でエンジン運転 正常値 デフォ

または 0.2V以下のとき 復帰 Jレト
5 

3 回転センサ異常 エンジン始動認識 (E8)が エンジン停止(予備回転センサ付

ON 止のにエンジン回転速 オプション)

度がDのとき -予備回転センサへ切り替え
キーオフ 標準

瞬時にエンジン回転速度 (回転制限 1800min-1・変更可)
6 

が規定回転速度以上低下 予備回転センサ異常エンジン停止

したとき

4 フッウ位置センサ異常 ラッヲ 77チュエ一台出 出力・回転数制限でエンジン運転

カに対するラッ 7位置の (ラッヲ位置制御を行わず、回転制御

関係が規定範囲外のとき のみで運転)回転速度はローアイド キーオフ 標準 7 
ルの 150%またはハイアイドルの

80%のどちらか低い方

5 フッヲアヲチ斗工一歩 ラッフアヲチュ工 合出 エンジン停止

異常 力が規定範囲外のとき

ラッウアクチュ工-1<出

カ最小でもエンジン回転 キ オ フ 標準 自

が加速する場合

ラック位霞センサ異常運

転中にエンス卜したとき

6 EGRバルブ異常 ポ トOFFしているのに 出力 92%・回転数 1800min-1制限

Low状態を検出 でエンジン運転
キーオフ

デフォ

ポート ONしているのに Jレト
1 -3 

High状態を検出

7 CSD電磁弁異常 ポート ON しているのに CSDオフでエンジン運転継続

Low状態を検出
キーオフ

ポ トOFFしているのに
標準 1・4

High状態を検出

B 始動補助リレー異常 ポート ONしているのに 始動補助リレーオフでエンジン運転

Low状態を検出
キーオフ

オプ

ポ トOFFしているのに ション
1 -5 

High状態を検出

9 メインリレー異常 メインリレー OFFでも E-通常運転 正常復帰
デフォ

ECU電源が切れ者い キーオフ 1 -6 

でも保持
Jレト
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7.トラブJレシューティング

トフブYレ

Noω 工ラ項目 検出条件 異常時の動作 復帰条件 設定
モニ歩

ランプ

点域間数

10 フッヲアヲチュエ一歩 ポート OFFしているのに 工ンジン停止

リレー異常 Low状態を検出
標準キーオフ 1 -7 

ポート ONしているのに

High状態を検出

11 油圧スイッチ異常 エンジン停止中に油圧ス 通常運転(オプション変更可)
キーオフ

オプ

イッチカずONしない ンョン
2-1 

12 電器電圧異常 ECUの電源電圧が 10.0V 通常運転

以下を検出
正常復帰

ECUの電源電圧が 16.0V
標準 2-3 

以上を検出

13 ECU温度上昇警報 ECU 温度 105'c以上で検 通常運転(オプシ認ン愛更可)

出
正常復帰

オプ
2.5 

ECU温度100'C以下で解 ション

除(オプション変更可)

14 油圧低下異常 エンジン運転中に泊圧ス 通常運転(オプション変更可)
正常復帰

オプ

イッチがOFFし止い :>、'ヨ‘〆'
3 -1 

15 チャージ警報 エンジン運転中にチャー 通常運転
キーオフ

オプ
3・2

ジスイッチがOFFし者い Jン句ヨ/、

16 チャージスイッチ異常 エンジン運転中にチャー 通常運転
キーオフ

オプ

ジスイッチがOFFしない Y白、ヨ/‘ 
2-2 

17 冷却水湿上昇警報 冷却水温が 110'c以上で 通常運転(オプション変更可)

検出 正常値
標準 3-6 

冷却水混が105'C以下で解 復帰

除(オプション変更可)

18 ECU異常 (ROM異常〕 Flash ROMのチヱツクサ エンジン停止

ム異常

19 ECU異常 (EEPROM 読み書きの失敗 通常運転

異常) チェッウサムの異常

ECU異常(サブ CPU
キ オ フ

21 サブマイコンとの通信に 通常運転
標準 4 -1 

異常) 失敗

22 ECU異常(マップ形式 規定外のマップ形式 エンジン停止

異常)

23 ECU異常 (ECU温度 センサ電圧が4.6V以上 通常運転
正常復帰

センサ異常) または 1.0V以下のと吉
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8長期保管時の手入れ

8.長期保管時の手入れ

本章では、ご使用のエンジンを長期保管 (4~6 カ月またはそれ以上)する場合、および保管していた工ンジンを再

度運転する場合に必要な手順を説明します。

8.1 長期保管を行う前の手入れ
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やけどに関するご注意

・バッテリには硫酸が入っています。バッ

テリ液が衣類、皮膚、目などに付着しな

いようにしてください。重度のやけどを

負うおそれがあります。バッテリ点検を

行うときには、必ず安全ゴーグルおよび

保護服を着用してください。万が一、

バッテリ液が皮膚や自に付着した場合

には、大量の清水できれいに洗い流して

から、直ちに医師の診断を受けてくださ

・順守できない場合は、死亡または重f基につながるおそ

れがあります。

飛散物に関するご注意

・エンジン点検時、および圧縮空気や高圧

水を取り扱う擦には、必ず自の保護具を

着用してください。ほこり、飛散物、圧

縮空気、高圧水または蒸気によって、目

を傷付けるおそれがあります。

・順守できない場合は、 ~tがを負うおそれがあります。

-4 
注記 1 

蒸気や高圧水でヱンジンの洗浄を行う際には、エアク

ソーナ、過給機(装備している場合)、および電気部品

に水やほこり:むずかからないようにカバーをかけて保護

してください。
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8.長期保管時の手入れ

点検時期の近い定期点検作業は、保管前に済ませてくだ

さし、。例えば、 250時間どとの定期点検実施まであと 10

時間を残している場合は、その定期点検を行ったあと、

エンジンを保管してください。詳細は、 P72r定期点検

スケジ、ューJレ」をお読みください。

1ラジエ一歩を洗浄し、ロングライフクーラントを補

給します。不凍液の仕様については P58r不凍液規

格」を、冷却系のドレン抜きと冷却水の補給につい

ては P58rラジエ-51へのエンジン;令却水(クーラ

ント)の給水j を参照しでください。

2エンジン外箇のほこりや油汚れをふき取ってきれい

に掃除をします。

3燃料合ンク内の結露防止のため、燃料はすべて抜き

取るかまたは満宮ンにします。詳細は、 P52 r~燃料

の給油」を参照してください。

4アクセル装置・アヲセ;f，ケーブルの綜合部や軸受け

音Eに注油します。

5エアクリーナ、サイレンサ、電装部品(オル51ネー

安・スゴ主一台モ一生・スイッチ類、 EGRバルブ、コ

ント口 ラ)などに水やほこりがかからないように、

ビニールカバーをかぶせて密封しておきます。

白バッテリのアースケーブル(ー)を外します。

7.バッテリ液の液量を確かめ、必要な場合はバッテリ

補充液を補給します。

8.バッテリの自己放電を補うために、保管中は 1カ月

に1回補完電をします。

9.4 -6カ月に 1回は、始動操作立しでヱンジンを回

転させます。

106 

園長期保管されていたエンジンの再運転

1運転前の準備に記載された内容に沿って始業点検を

行います。

2.エンジンは、始動前に以下の方法で潤滑油を行き渡

らせます。エンジンが始動しないよう燃料系統を閉

じた状態にして、 15秒間エンジンを回転させます。

つぎに、 30秒間回転を止めます。エンジンの回転時

間の合計が 1分間になるまで、この操作をくり返し

ます。これにより、潤滑油がヱンジンの潤滑系全体

に行き渡ります。

3燃料系統への給油を行います。詳細は、 P53r.燃料

系統への送油」をお読みください。

4エンジンを始動させます。約 15分間、暖機運転を

行い、以下の項目を点検します。

・潤滑油圧力が正常であること

・燃料、エンジン潤滑油、冷却水の漏れがないこと

・計器類、警報ランプ類が正常に動作していること

5ーならし運転が済むまでは、最大での回転速度および

負荷の状態で長時間エンジンを運転することはさけ

ます。
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9.エンジン要目

aエンジン要目

9.1 凡例
TNV形シリーズのエンジンのエンジン名称、番号は、つぎの例に示すように表記しています。

圏
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ド

一
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コ

コ

数

ま

転

さ

回

客

格
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定

。

|

」

一

ハU
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D
I
l
i
-
-
i
l
L
 

シリンず内径 (mm)

基本機種名称

シリンラ正数

圏
T -Z 

v
p
 

に

ー

一
一

コ

コ

数

ま

転

さ

回
客

格
お

定

∞
L

一

n
U
B
I
t
-
-
1
1
1
1
1
1
1
l
h
 

」一一一一一 EPAlnterim Tier4、Ti町3対応識別(ガバナ仕様記号)

ガパナ仕様記号 ガパナ仕様 エンジシ出力仕様

Z 雪子式ガパナ(エコガパナ)

B 機械式ガパナ
標準出力仕様

E 電子式ガパナ(工コ方パナ)
ディレーティンダ出力仕様

U 機続式ガパナ

)!l¥給機イ寸吉エンジン(記号か表示されていない場合は自然吸気方式)

機種名称細分記号

シリンず内径 (mm)

基本機種名称

シリンず数
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9.工ンジン要目

9.2 エンジン回転数の仕様
TNV形シリーズエンジンは、使用される回転速度範囲により、つぎの仕様に区分されます。

仕様記号 使用回転速度 主な作業機械用途

VH 3200 -3600 min.1 芝刈様、建設機株汎用産業機械

VM 2000 -3000 min.1 トフヲ虫、建設機械、汎用産業機械

CH 3000 -3600 mi n.1 2極発電機、揚水ポンプ

CL 15000r 180口min"1 4極発電機ミ揚水ポンプ

VH : Variable High Speed (高速可変速度)

VM : Variable Medium Speed (中速可変速度)

CH : Const白円，tHigh Speed (高速一定速度)

CL : Constant Low Speed (低速一定速度)

9.3 TNVシリーズエンジン仕様共通要目

形式 立形水冷4サイウルディーゼJレエンジン

燃焼蜜形式
直接噴射式エンジン 直接噴射式

特殊渦流式 渦涜霊式(球形)

始動方式 電気始動

冷却方式 ラジエ一宮;令却

潤滑方式 トロコイ Fポンプによる強制問滑

動力取り出し位置 フライホイーJレ唖JJ

回転方向 左(フフイホイール側から見て)

i主:本書の主要目は標準エンジン仕様を記載しています。 OEM供給エンジンなどについては作業機メーカのマニュ

yJレを参照してください。

定格出力条件は下記によります。 (SAEJ1349. ISO 3046/1) 

・大気条件室温 25"c、大気圧 100 kPa (750 mmHg)、相対温度 30% 

・燃料温度(燃料噴射ポンプ入口):40:t3
0

C

・燃滞ヰフィード圧:20土 10kPa 

・ヤンマー標準ファン、エアクリーナ、サイレンサを装備した状態 (Net) で立らし運転時間後

・1PS = 0.7355 kW 
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9.4 エンジン主要因

圏 2TNV70(~E…叫)

土25I :!:25 I士25

0.29.0.44 

0.06 

415x427X484 

1.8/1.2 

(給油棒上限/下限)

9.エンジン要因

士25I :!:25 I土25I :!:25 

415X427 

X504 

'.4/1.2 
(給油棒上限

/下限)

415x427X484 

1.8/1.2 

(給油棒上限/下限)

ゆ110/ゆ11口市

'1 エンジンの大吉さおよび質量はラジヱ タを含みません。
会 2:エンジン潤滑油容量は「深型」オイルパンの場合です。

エンジン潤滑油容量1;1:作業機メーカから提供される取扱説明書をお読みください。
可ー作業機により異なる己とが晶ります。
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9.エンジン要目

圏州市

2.8/1.5 

(給油棒上限/下限)

x536 

3.8/2.1 

(給油棒上

限/下限)

504 x 427 x 506 

2.8/1.5 

(給油棒上限

/下限)

4> 110/世100唱

*1 :エンジンの大きさおよび質量はうジエ タを含みません。
金2:工ンジン潤滑油容量は「深型jオイルパンの場合です。

エンジン潤滑油容量は作業機メーカから提供古れる取扱説明書をお読みください。
匂:作業機により異牢るととがあります。
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圏 3TNV76(~EPA Tier4) 

土251 :t25 1 :t25 

'1 エンジンIJ)大吉古および質量はラジエータを宮みません。
匂 エンジン潤滑油容震は「深型」オイルパンの場合です。

<1>110/ゆ100'3

エンジン潤，骨泊軍事量は作業機メーカから提供される取扱説明書をお読みくださし」
"3 :作業機により異なることがありますロ

Y禍NMARTNV Ser間取扱説明書

9エンジン菱自

士251:t25 1土251士25
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9.エンジン要目

圏…2A(-E…ロ)

士25 :t25 

138 

553 x 489 x 565 

4>1201骨90'3

吋 エンジシの大きさおよび質量はラジエ タを含みません。
合2:エンジシ潤滑油容量は「深型」オイルパンの場合です。

:t25 :t25 

0.34.0.49 

エンジン潤滑油容量は作業機メ カから提供される取扱説明書をお読みくだ古い。
句 作業機により異止るととがあります。

112 

土25 土25 :t25 土25

128 

0.39・0.54

528 x 489 x 565 
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冨山84(-ーer2)

:t25 土25

161 

0.34.0.49 

589X486X622 

<t 120/ゆ90屯

叶 エンジン町大きさおよび質量1"ラジエータを含みません。
吃 エンジン潤滑油容量は f深型Jオイルパンの場合です。

土25 土25

エンジン潤滑油容量は作業機メーコむから提供古れる取扱説明書をお読みください。

匂・作業機により巽なることがあります。

V調NMARTNVS軒 ies取扱説明書

9エンジン要目

土25 :t25 土25 士25

155 
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9.エンジン要目

圏 3TNV84T日開 Tier2)

161 

0.29 -0.44 

589 x 486 x 622 

<1>1201ψ90<3 

<1・エンジンの大きさおよび質量はラジヱータを含みません。

せ エシジン潤渇油容量は「深型」オイルパシの場合です。

155 

0.34 -0.49 0.39 -0.54 

0.06 

564X486X622 

エンジン潤滑油容量は作業機メ カから提供される取扱説明書をお読みくだ古い。

も:作業機により異なるととが畠ります。
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理問88(~町ier2)

:t25 :t25 

161 

0.34 -0.49 

589 x 486 x 622 

ゆ120/ゆ90"3

'1 :エンジンの大きさおよび質量はラジエータを含みません。

吃:エンジン潤滑油容量は「深草山」オイルパンの場合です。

士25 土25

エンジン潤滑油容量は作業機メーカから提供される取扱説明書をお読みください。
句 作業機により異なるととがあります。

V潤NMARTNVSe附取扱説明書

9エンジン要目

土25 士25 土25 :t25 

155 
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9.エンジン要目

冨山84(~ーer2)

183 

0.34 -0.49 

<t 1201ゆ90'3

ー1:エンジンの大き古および質量Itラジエータを含みません。
官 エンジシ潤滑油容量は「深裂」オイルパンの場合です。

エンジン潤滑油容量1;1:作業構メーカから提供される取扱説明脅をお読みください。
屯:作業機により異牢ることがあります。

116 

658 x 498.5 x 617 
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瞳訂NV8灯 (-E…2)

:t25 土25

183 

。目29-0.44 

ゆ120/骨90唱

也1:エンジンの大きさおよび質量はラジエータを含みません。
吃 エンジン潤滑油容量は「深型jオイルパンの場合です。

土25 土25

エンジン潤滑油容量は作業機メーカから提供される取扱説明書をお読みください。
句 作業機により異なることがおります。

V調N M且A TNV SerIes取扱説明書

9.エンジン要目

:t25 土25 士25 土25

170 

649 x 498.5 x 713 
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9目 Iンジン要因

盟…8(→…r2) 

土25 土25

183 

0.34 -0.49 

申120/申90'3

叶・エンジンの大きさおよび質量lまラジエータを含みません。
を エンジン潤;骨泊容量は「深型jオイルパンの場合です。

土25 土25

エンジン潤滑油容量It作業機メ カから提供古れる取扱説明書をお読みください。
句 作業p機により異牢る乙とがあります。

118 

:1:25 士25 :1:25 土25

170 
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瞳…4L日開Tier2)

245 

「 エンジンの大吉さおよび質量Itラジエ タを吉みません。
聖2;エンジン潤滑油容量は n深型jオイルパンの場合です。

0.29.0.39 

0.06 

<t 130/争130"3

エンジン潤滑油容量は作業機メーカから提強される取扱説明書をお読みください。
句 作業機により異なることがあります。

V調NMARTNVS町田取扱説明書

9冒エンジン要目

235 

119 



9エンジン要目

覇…8(→…ロ)

叶 エンジンの大吉きおよび質量lまラジエータを含みません。

空白エンジン潤滑油容量は「深出オイルパンの場合です。

<1>1301ゆ130'3

エンジン潤滑油容量は作業機メーカから提供される取扱説明書をお読みください。
包 作業機により異在ることがあります。
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盟側V98T(-

'1 エンジンの大吉きおよび質量はラジ工ータを含みません。

包 エンジン潤滑油容量は「深劉オイルパンの場合です。

<t 130/ゆ130'3

エンジン潤滑油容量It作業機メ カから提供される取扱説明書をお読みください0

1 作業機により異なるZとがあります。

V潤NMARTNVS町陣取扱説明書
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9エンジン要目

盟側V106(~E同 Tier2)

0.31・0.49

808 x 629 x 803 

14.0/5.0 

(給油棒上限/下限)

ct 150/ ct 1 50'3 

'1 エンジンの大吉さおよび賀最はラジエ タを吉みません0

・2 エンジン潤滑油容量は「深型」オイルパンの場合です。
エンジン潤滑i由容量は作業機メーカから提供される取扱説明書をお読みくださいo

'3・作業機により異なることがあります。
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彊4T山

0.31崎 0.49

14.0/5.0 

(給油棒上限/下限)

'1 エンジンの大きさおよび質量はラジエ タを含みません。

古田エンジン潤滑油容量は「深裂」オイルパンの場合です。
エンジン潤滑油容量は作業機メ カから提定書される取扱説明書をお読みください。

苛:作業擦により異牢ることがあります。

V姐11M凋R TNVSer間取扱説明筈

9.エンジン菱自

パランサ止し 0.39.0.49 

14.0/6.5 

L給油棒上限/下限)
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9.工ンジン要目

圏訂NV山 (E…rimTier4対応)

吋 エンジンの大吉古および質量はラジエータを含みません。
宮 工ンジン潤滑油容量は「深製Jオイルパンの場合です。

0.31 . 0.46 (3.2 -4.7) 

主主 0.06 (註 0.6)

0.36 -0.51 

(3.7司 5.2)

エンジン潤滑油容量は作業機メーカから提供される取扱説明書をお読みください。
'3・作業機により異なることが品ります。

124 TNV Series取扱説明害 YANMAA 



盟 3TNV84T-Z(E…… 

寸 エンジンの大きさおよび質量はラジヱータを含みません0

・2 エンジン潤滑油容量は「深到オイルバンの場合です。
エンジン潤滑油容量は作業機メーカから提供される取扱説明書をお読みくだ古い0

・3・作業機により異牢ることが品ります。

V弧NMARTNVS剖関取扱税明書

9.ヱンジン要因

土25I :t25 I土25

<t> 110/ゆ110

0.39・0.54

(4.0 -5.5) 
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9.エンジン要目

理3TNV84T-B(EPA Interim Tier4対応)

合1:エンジンの大きさおよび質量はラジ工ータを含みません0

*2 :エンジン潤滑油容量は「深剖オイルパンの場合です。
エンジン潤滑油容量は作業機メーカから提供される取扱説明書をお読みください0

・3:作業機により異なることがあります。

126 

土25I :t25 I :t25 

ゆ110/骨110

0.3悶-0.54 

(4.0 -5.5) 

TNV S即時取扱説明書 V澗NMAR



盟問88-Z(EPA Interim T吋

'1 エンジンの大吉さおよび質量lまラジエ タを吉みません。

包 エンジン潤滑油容量は「深型」オイルパンの場合です。

155 

2810 

:t25 

0.34 . 0.49 (3.5 -5.0) 

主主 0.06 (主主 0.6)

エンジンr母;晋油容量は作業機メーカから提供される取扱説明書をお読みください。
"3 :作業携により異なることがあります。

VAIIMAR TNV Seri白取扱説明書

9.エンジン要目

2995 

土25

3210 

:t25 
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9目エンジン要目

酉町制 (E…川M 榔)

"1 :エンジンの大きさおよび質最l孟ラジエ タを含みません。
吃 エンジン満港泊容量は「深型jオイルパンの場合です。

土251土251土251土251 1土25

0，34 -0.49 (3，5 -5司0)

孟 0，06(註 0，6)

エンジン潤滑油容量は作業機メーカから提供される取扱説明書をお読みください。
令3:作業機により異なることが畠ります。

128 TNV S西国取扱説明書 YAIIMAR 



盟…8-8(EPA Interim T吋

'1 :エンジンの大きさおよび質量はラジエータを含みません。
・2:エンジン潤濃油容量は「深刻オイルパン町場合です。

0.34.0.49 (3.5 -5.0) 

主主 0.06(話;0.6) 

エンジン潤滑油容量iま作業機メーカから提供される取扱説明書をお読みくださしh
*3 :作業機により異在ることがあります。

YAHMAR TNVS町 ies取扱説明書

9.エンジン要因

:!:25 1土251土251 1土25
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9.エンジン要目

瞳一杯開山下Z (E……r4対応)

吋田工ンジンの大宮さおよび質量はラジ工ータを含みません。
包:エンジン潤湯治容量Itr深霊山オイルパンの場合です。

0.36 -0.51 (3.7 -5.2) 

主主 0.06(孟 0.6)

エンジン潤滑油容量は作業機メ カから提供される取扱説明書をお読みくだ古い。
匂:作業機により異止るZとがあります。

電子ガバナ

ーJレスピードガ

130 TNV Series取扱説明書 V彊NMAR



盟 4TNV88-Z(EPA Interim Ti吋 応 )

170 

2810 

土25

0.32.0.47 (3.3.4.8) 

主主 0.06(孟， 0.6)

会1:工ンジン町大吉古および質量はラジエータを吉みません。
乍:エンジン潤滑油容量は「深聖リオイルパンの場合です。

エンジン潤滑油容量は作業機メーカから提供される取扱説明書をお読みくださいo

"'3 :作業機により5望者ることが晶ります。

V調NMARTNV Seri田取扱説明書

4>110/中110

9.工ンジン要因

2995 

:t25 

3210 
土25
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9.エンジン要目

国側V88-U(E…川e叫対応)

170 

292012995 

土251土25

0.32 -0.47 (3.3 -4.8) 

話 0.06(:l; 0.6) 

684 x 523 

X617 

4> 120/ 
4>90 

吋:エンジンの大きさおよび質量はラジ工ータを含みませんロ

ー2・エンジン潤滑油容量は「深型」オイルパンの場合です。
エンジン潤滑油容量は作業機メ カヵ、ら提供される取扱説明書をお読みくださいo

*3 :作業機により鼻立ることがあります。

132 

659X523X617 

4>110/争110

TNV S朗自取扱説明害 V調M島問R



瞳刷V88-B(肌 In悔rimTier4対応)

土251土25

吋:エンジンの大きさおよび質量はラジエ タを含みません0

・2:エンジン潤滑油容量は「深型」オイルパンの場合です。

0.32 -0.47 (3.3 -4.8) 

量;0.06 (~0.6) 

エンジン潤滑油容量は作業機メー力会、ら提供される取扱説明曹をお読みください0

・3・作業機により巽なることがあります。

V調IIMARTNV Series取扱説明書

9 エンジン要目

土251:t25 士25
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9目エンジン要目

国 4TNV98-E(山，terimTi吋応)

含1:エンジンの大吉さおよび質量はラジ工ータを含みません。
"'2 :エンジン潤滑油容量は「潔製Jオイルパンの場合です。

240 

0.29 -0.39 (3.0 -4.0) 

0.06 (0.6) 

エンジン潤滑油容量1;1:作業機メーカから堤供される取扱説明書をお読みください。
屯 作業機により異なることがあります。

134 TNV Ser回取担説明書 V珂NMAR



盟訂附

*1 :エンジンの大吉さおよび質量はラジエ タを含みませ"'，
*2 :エンジン潤滑油容量は「吉1'lO!.Jオイルパンの場合です。

0.29 -0.39 (3.0 -4ω 

0.06 (0.6) 

エンジンf品骨油容量は作業機メーカから提供される取扱説明書をお読みくださいo

"3 :作業機により異なることがあります。

V畑NMJlIITNV Ser陣取扱説明書

9目工ンジン要目
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9.エンジン要目

園町98下z(一

258 

。1:エンジンの大吉さおよび質量訂正ラジエ タを含みません。
吃:エンジン潤滑油容量は「深型」オイルパンの場合です。

0.29 -0.39 (3，0 -4，0) 

;;; 0，06 (主主 0，6)

エンジン潤滑油容量は作業構メ カから提供される取扱説明書をお読みくださいo

'3・作業機により異1.<ることがあります。

136 TNVS田陣取扱説明書 V坦NMAR



圏 2TNV70(一副対応)

'1 エンジンの大き古および質長1;ラジエ タを含みません。

吃・エンジン潤滑油容量は f深型」オイルバンの場合です。

0.29.0.44 

0.06 

ct 1 1 0/ゅ110'3 

エンジン潤滑油容量は作業機メーカから提供される取扱説明脅をお読みください。
も 作業機により巽なることがあります。

V調N M凋R TNV何回取扱説明書

9.工ンジン要目

137 



9.エンジン要目

国側V70(EU Stage V 

吋:工ンジンの大吉さおよび質量はラジエータを含みません。
包:エンジン潤滑油容量は「深型JオイJレバン町場合です。

0.29 -0.44 

0.06 

504 x 427 x 506 

2.8/1.5 

ct 11 0/ゆ100.3

エンジン潤滑油容量は作業機メーカから提供古れる取扱説明書をお読みくだ古い。
沼田作業機により巽止ることがあります。

138 TNV S西 ies取菰説明書 V洞NMAII



国側V76(EU Stage V対応)

合1:エンジンの大幸吉および質量1;1;ラジエータを含みません。
官:エンジン潤滑油容量は「決型jオイルパンの場合です。

0.29 -0.44 

0.06 

<1>1101世100唱

エンジン潤，骨i由容量は作業機メーカから提供される取扱説明書をお読みください。
句 作業機により異在ることが晶ります。

V姐NMARTNVS剖陣取扱説明書

9.エンジン裏目
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9.エンジン要目

圏…山(巨UStage V対応)

吋 エンジンの大きさおよび質量はラジエータを吉みません。
・2 エンジン潤滑油容量l正「深裂Jオイルパンの場合です。

0.31 -0.46 

ミ0.06

o 11 0/ゆ110

エンジン潤滑油容量lま#業p機メ カから提供される取扱説明書をお読みください。
1・作業機により異なることがあります。

140 TNV S官 ies取扱説明警 YANMAR 



瞳…8-E，3T 

'1・エンジンの大きさおよび質量はラジエ タを含みません。
*2 :エンジン潤滑油容量は f深型jオイルパンの場合です。

o 110/φ110 

エンジン潤滑イ由容量は作業機メーカから提供される取扱説明書をお読みください。
句 作業機により異なることが晶ります。

V潤NMARTNV Serl田取扱説明書

9.エンジン要因
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